

『私はベロニカ』・登場人物表



ベロニカ（二十代後半）・・・誰もが美人と認めるスーパーモデル。しゃべり方は、落ち着いた大人の雰囲気のものであまり感情は出さずに声も荒げない

吟泉（五十歳）・・・質屋吟泉堂店主。初老で低音の男。落ち着いた感じ。大げさな表現はしない。かすれた声

柿元（四十歳）・・・芸能レポーター。某有名スキット〇〇の薬局店主風の喋り方。ゆっくり落ち着いた感じであまり感情を出さない

たきがわれいか（二十四歳）・・・美容師。実家の父は、たきがわ寿司の店主であり、ベロニカの大ファ

神谷真理子（三十代前半）・・・雑誌編集社社長兼ベロニカのマネージャー。     ベロニカに対して高圧的に喋ることができる唯一の人物で実はベロニカの姉でもある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ナレーター（年齢不詳）・・・ＤＪ風に喋る男。きざで都会的な口調。基本的には、リスナーに対して語りかけるが、一部、劇中の柿元との台詞のやりとりをする       

島田源太郎（五十五歳）・・・駐在さん。田舎の駐在で、こてこての方言を使用。娘は動物学博士の島田美津子

若い男（二十歳）・・・あたまが悪そうな若者。恋人の、まみたんに翻弄される頼りない男

まみたん（二十歳）・・・コギャル。恋人を翻弄する

電話の男（年齢不詳）・・・国籍不明の男

教祖（二十代後半）・・・とある教団の教祖。実際には登場はしない。
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一「私はベロニカ」



○　1-1.　　福岡県春日市春日公園内西側、まだ明るい午後

ＳＥ：子供たちがサッカーボールを蹴る音、噴水の音など

ナレーター（Ｍ）「彼女の名前はベロニカ、トップモデルである。しかしあるスキャンダルに巻き込まれ、失業寸前に追い込まれてしまった」

Ｍ：都会的な大人ムードのあるサイレンサー付きトランペットの曲

ナレーター（Ｍ）「ベロニカ。都会の喧騒から離れ、一人平穏に暮らそうとでも思っているのかい？……無駄だよ、ベロニカ。残念ながら、君の周りはそんなことを許さないだろう。殺伐としたこの日本社会に潤いを与えることができるのは、君しかいないのだから」

ＳＥ：ハイヒールの音、ゆっくり歩き出し、後はリズミカルに、ずっと続く

ナレーター（Ｍ）「そうだよ、ベロニカ。そうやって歩いて行くんだ。ベロニカ、君の美貌は百均のサングラスなんかで隠せるものではない。安物の服でカモフラージュしても君のしなやかなスタイルは隠せるものではない。いくらみすぼらしく装ってもだめだよ。人混みに紛れた平穏な暮らしなんて君にはできっこないんだから。だって、ほら……」

まみたん「ねえ、ねえ、あのサングラスの人、あれ、ベロニカじゃない？」

若い男「えー？……あ、ホントだ。最近見ないからわかんなかった。相変わらず美人だなー」

まみたん「きれーい。ね、ね、おねがーい。写真お願いしてー」

若い男「えー、悪いよ」

まみたん「ねー、おねがーい、、おねがーい。まみたんのおねがーい。目立たないようにそっと頼めば大丈夫よー」

若い男「わ、わかったよ」

ＳＥ：男女が近づいてくる足音

躊躇しながら呼びかける若い男。

若い男「あ、あの」

ハイヒールの音が止まる。

若い男「写真一緒に撮らせてもらっていいですか？」

ベロニカ「フッ。どうぞ」

まみたん「きゃー、ありがとうございます」

ＳＥ：携帯カメラの音

男女は、ひかえめにキャーキャー騒いでいる。

まみたん「ありがとうございました」

歩き出すベロニカ。男女は話しながら去ってゆく。

まみたん「超ーラッキー。ベロニカよ、ベロニカ。ねえ、ねえ、こんな公園で何してるのかな。あ、ひょっとしてあそこの鯛焼き買いにきたのかな？　ベロニカでも、鯛焼き食べたりするのかな？」

若い男子「ばーか、モデルがそんな甘いもん食うか。お前と一緒にすんな」

まみたん「あー、そっかー。じゃあ。やっぱりあそこのたこ焼きかな？ねえ、ねえ、たこ焼き買ってー。ねえ、ねえ」

若い男子「お前、くいもんばっかだな」

ねだるように甘えるまみたん。

まみたん「ねえ、ねえ、ねえ……」

ベロニカ「チッ」

ＳＥ：しばらくハイヒールの音が続く

やがて、ハイヒールの音のペースが遅くなり、止まり、そして、小走りのようなペースになる。

ＳＥ：引き戸が開き、閉まる音

（ＢＧＭ）中国を思わせる音胡弓の音楽吟泉堂のテーマが小さく流れている

吟泉堂店主吟泉「おー、いらっしゃい、ベロニカ」

ベロニカ「相変わらずヒマそうね」

吟泉「おかげさまでね。で、今日は？」

ＳＥ：ショップの紙袋から何かを出してテーブルの上に置く音

吟泉「拝見……ふーむ……こいつは……」

ベロニカ「フッ、おどろいた？……で、先週のは？」

品物の吟味をしているので上の空の吟泉。

吟泉　「ありますよー、まだ」

ベロニカ　「ふーん……で？」  

間。

ベロニカ　「で？」

間。

ベロニカ　「フ、ファンからの贈り物なのよ」

間。

ベロニカ「物は確かなはずよ」

吟泉「ふーむ。（笑って）フッ」

ベロニカ「フ、フッ？　って」

吟泉「まあ……三千円ってとこね。これバッタもんね」

ベロニカ「そんなバカな」

吟泉「ベロニカ、ファンっていうのは嘘だね？」

信じられないという感じのベロニカ。

ベロニカ「そ、そんなバカな」

吟泉はたばこに火をつけ、うまそうに一服する。たばこをくわえたまま話しかける。

吟泉「で、誰にもらったの？」

ベロニカ「た、たかし」

吟泉「ああ、例のマジシャンの……で、もう、別れたわけ？」

ベロニカ「え、（涙声になり）ええ」

吟泉「（たばこを一服して）ベロニカ」

ベロニカ「さ、三千円って……ねえ、もう少しどうにかならないかな？」

たばこを一服する吟泉。

吟泉「しかたないな」

ＳＥ：手提げ金庫の開く音：

吟泉「ここまでだよ、五千円」

ベロニカ「ありがとう。助かるわ」

ＳＥ：ハイヒールの音、引き戸の開閉の音

ベロニカは引き戸を開けて出て行く。

Ｍ：ベロニカミューティドトランペット曲

ベロニカ（Ｍ）            「バッタもんって……たかしのヤロー」

ハイヒールの音とテーマが遠ざかっていく。

（ＢＧＭ）再び中国を思わせる音胡弓の音楽、吟泉堂のテーマ

吟泉（Ｍ）「相変わらずかわいそうな女だな、ベロニカ。（少し笑いながら）フッ、いい女だ……」

たばこに火をつけ、再び一服する吟泉。

吟泉（Ｍ）「一番哀れなのは、マジシャンたかしか……（店の奥に向かって叫ぶ）おーい、これ、大名の店舗に出しておいてくれー。二十万でいいぞー」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











二「ベロニカの夕食」



○　2-1.　　ベロニカ自宅マンションの部屋・夜十時頃

ナレーター（Ｍ）「彼女の名前はベロニカ、トップモデルである。しかし、あるスキャンダルに巻き込まれ、失業寸前に追い込まれてしまった」

Ｍ：ベロニカミューティドペット曲

ナレーター（Ｍ）「どうしたんだい、ベロニカ？今日は元気ないじゃないか。ずいぶんやつれてしまったね。何か心配事でもあるのかい？」

ＳＥ：ヘアドライヤーの音

ナレーター（Ｍ）「おお、ベロニカ、いとしき美の女神。ああ、鏡の前で髪をとく、その一挙手一投足が神のつくりたもうた芸術品だ」

ヘアドライヤーの音が止む。

ＳＥ：ブラシで髪をとく音

ナレーター（Ｍ）「ブラシに流れる君の髪、サラサラと……（ブラシの音が止まる）あれ？……（ブラシでとく音）サラサラと……（ブラシの音が止まる）あれ？……」

ベロニカ（Ｍ）「痛っ！　もう！　美容院行く金ねえからな」

ＳＥ：歩いてキッチンへ行くスリッパの音、やかんに水をいれる音、流しのステンレスの音、やかんを火にかける音、電話が鳴る、スリッパ音

携帯電話に駆け寄るベロニカ。

ベロニカ「お久しぶり。はい、はい、明日二時、はい、天神で、はい、はい、わかったわ。え？　現金で？　助かるーあ、マネージャー……美容院のモデルの話なんてあったりしない？え？いえ、何となく。はい、はい。では明日」

電話を切るベロニカ。

ベロニカ（Ｍ）「フッ、こ、これでなんとかカップ麺とはお別れね」

ＳＥ：歩いてキッチンへ行く音、コンビニの袋の音、カップ焼きそばを袋から出す音、カップ焼きそば振る音

ベロニカ（Ｍ）「カップ焼きそばって初めてだな」

ＳＥ：電話が鳴る、歩く音

ベロニカ「たかし……ねえ、あなたとは終わったはずよ。なぜって言われてもねえ、理由は言えないな。聞かない方が良いよ。だからだめだって。もう……えっ」

ＳＥ：ベロニカの琴線に触れる音

ベロニカ「食事？……な、なぜあなたと食事を」

ＳＥ：ヤカンの蒸気が音を出し始めるハーモニカの和音

ベロニカ「そう、あなたの買ったケトルよ。今から紅茶を飲むの……もう、わかったわ、土曜日ね。仕方ないから付き合ったげる。ええ、じゃあ」

電話を切るベロニカ。

ベロニカ（Ｍ）「おっし！　ステーキ、ゲット！」

ＳＥ：スリッパで歩く音、ヤカンの火を止める、和音がおさまる、カップ焼きそばを開ける音

確認するように早口でカップ焼きそばの作り方を読むベロニカ。

ベロニカ（Ｍ）「ふたを開け、加薬を麺の上にのせる。熱湯を麺が浸るまで注ぐ。蓋を被せて３分間待つ。

ゆっくり読みはじめるベロニカ。

ベロニカ「蓋の『湯切り口』を通して湯を捨てる……（プラスチックの蓋を触り）湯切り口……ラーメンとはここが違うのね。よし」

ＳＥ：加薬を入れる音、熱湯を注ぐ音、プラスチックの蓋を閉める音

ベロニカ（Ｍ）「グランドホテルか……（グーとおなかが鳴る）うー……明日までこの焼きそばでもつかな？」

ＳＥ：電話が鳴る、歩く音

電話をとり地方訛りで話し始めるベロニカ。

ベロニカ「おかあちゃん……元気、元気。おかあちゃん？　そうねえ、とうちゃんも元気ね？……」

（Ｆ・Ｏ）

（Ｆ・Ｉ）

ベロニカ「……んじゃね、また。ちょうど魚が焼き上がったけん……毎日作っちょるよ。うん、じゃあね、おやすみね」

電話を切って再びキッチンへ行き割り箸を割る。カップ焼きそばを触り湯切り口を開ける。

ベロニカ（Ｍ）「湯切り口を開けてと……アチッ！」

ＳＥ：カップ焼きそばのカサカサするの音

ベロニカは鼻歌まじりで、ステンレスの流しに湯切りをする。

ＳＥ：ステンレスにお湯が流れる音。突然、ステンレスがボンとはじける大きな音

ベロニカ「（驚いて）わっ！」

ＳＥ：流しにドサっと麺が落ちる音

ベロニカ「や、焼きそばが……」

ベロニカエコー声「私の夕食がー！」

Ｍ：ベロニカミューティドトランペット曲

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











三「教えてベロニカ　一」



○　3-1.　　福岡のラジオ局内録音スタジオ・夜七時頃

ナレーター（Ｍ）「彼女の名前はベロニカ、トップモデルである。しかし、あるスキャンダルに巻き込まれ、失業寸前に追い込まれてしまった。（軽く笑いながら）と言っても、仕事がないわけでもない。ラジオでちょっとしたコーナーだって持ってるんだ。なに、みんなも聴いてみたい？　しょうがないなあ、じゃあー、ちょっとだけ」

Ｍ：ベロニカミューティドトランペット曲のさわり

（Ｆ・Ｏ）

ローカルラジオ番組内において、ベロニカがメインパーソナリティを担当する、基本生放送の一コーナー『教えてベロニカ』が始まる。

ベロニカエコー            「教えてベロニカ！」

Ｍ：教えてベロニカの軽快なジングル

たんたんと番組を進行していくベロニカ。

ベロニカ「はい、と言うことで今週も始まりました、教えてベロニカ、このコーナーではリスナーのみなさんの質問に私ベロニカがお答えいたします。イェー！」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすパフパフクラクションの音、ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「ラジオネーム、南沙織よ永遠に！　さん。あらー、この方おいくつかしら？　えーと、一八歳男性、はあ？　一八歳？　ほんとかしら？　まあ、でも、南沙織さん、相変わらず美しいですからねえ。永遠の美女。若い人も惹かれるか……昔のアイドルは歌がうまいし、きれいだし、礼儀正しいし。（ため息をついて）ふー、完璧ね……おっと、『ベロニカさんこんばんは』はい、こんばんはー。『ベロニカさん、南沙織に似てるって言われません？』えー、ホントに？　うれしー、こんなこと書いてくれてるハガキ選んでくれた番組スタッフに感謝ねえ。ただねえ、（ガーンというピアノの不協和音の効果音をベロニカが自分で音を入れて）残念ながら、今まで言われたことないわ。ははは。言われたら言われたで、恐れおおいな。『そこで、質問です。今、沖縄美人と秋田美人、二人とつきあってるんですけど、最終的にどちらを選ぶべきでしょうか？』しょ、しょーもない質問……まあ一八歳だからしかたないか……安心なさい。こんな質問してくる君は、最終的にはどちらからも振られますから。美人は怖いよ」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「はい、次。ラジオネーム、暁に走れ！　さん……暁に走るって、なんのこっちゃ？……あかつき、しののめ、あけぼの……ま、どうでもいいけど。えーっと、二二歳、女性の方。『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『ベロニカさんはワインがお好きって聞きました』好きっていうか、お食事のときどうしてもワインを飲みますからねえ。『ベロニカさん、安くておいしいワインの選び方を教えていただけませんか？』や、安くておいしいワイン……ま、まさか、あなたご自分で買うおつもり？　ワインっていうのはね、自分で買う物ではないわ。人に選んでいただいてごちそうになるものよ。……女を磨いて、最高級のワインをプレゼントしてもらえるようになりなさい。それが安くておいしいワインってこと。まあ、あなたには、無理な話かもね」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「はい、次。ラジオネーム、女優Ａ！さんから。二三歳、女性。『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『私は何の取り柄もない女の子ですが』お、女の子？……二十三だよねえ……女の子……大丈夫か？　『芸能界が大好きなんです。こんな私が芸能界に入るには、どうしたらいいでしょうか？』あらー、なぜまた芸能界が大好きなのかしらね？何の取り柄もない……うーん、何の取り柄もないあなたを、どこのだれがお金を払って見ようと思うのよ？　芸能界ってさ、頑張るだけじゃだめなんだなーこれが。だから、あなたには、むーりー。入れません」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「はい、次。ラジオネーム、ダイアナさん、四十歳、女性。『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『真剣な相談です』はい、何でしょう？『ベロニカさんのようなスタイルになるにはどうしたらいいんですか？』モ、モデル体型をつくるっていうことかしら？　うーん、基本的に素人のあなたには無理でしょうけどねえ。そうねえ、やっぱり食事かな。自分で毎日きちんと作る。インスタント製品は決して口にしない。私の場合は、和食中心ね。お肉はなるべく食べない」

Ｍ：ベロニカミューティドトランペット曲

ベロニカ「それから、なるべく体には暖かいものを入れるようにしてるわ。だから生ものはあまり食べないようにする。体が冷えるとカロリー消費がうまくいかないのよね……」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











四「土曜日」



○　4-1.　　ベロニカ自宅マンションの部屋・朝八時頃

ナレーター（Ｍ）「トップモデルだった女ベロニカ。しかし、あるスキャンダルに巻き込まれ、失業寸前に追い込まれてしまった」

Ｍ：ベロニカミューティドトランペット曲

ＳＥ：ガラガラガラっとガラスサッシの戸が開く音、ベランダへ出る足音、外の音、天気の良い朝、チュンチュンと小鳥の鳴き声

伸びをするベロニカ。

ベロニカ（Ｍ）「あー、良い天気」

ＳＥ：お腹がグーとなる音

ナレーター（Ｍ）「　やあ、お目覚めのようだね、ベロニカ。よく眠ったかい？　おっと、モデルの君には愚問だったね。ごめん、ごめん。今日は、たかしと夕食だね。楽しんできておくれ……おや、誰か来たよ」

ＳＥ：部屋の中で、インターフォンがなる

部屋の中へ入り、インターフォンに出るベロニカ。

ベロニカ「はーい」

ベロニカ（Ｍ）「ちぇっ、女か」

れいか「すみません。わたくし……」

ベロニカ「（冷ややかに、Ｉ.Ｐ.に）間に合ってます」

れいか「え、えっと……私……」

ベロニカ「間に合ってますから」

れいか「えっと……違うんです」

ベロニカ「何が？」

れいか「私、あなたを救おうと……」

ベロニカ（Ｍ）「宗教か？」

ベロニカ「何から？」

れいか「夕べ見たんです」

ベロニカ「何を？」

れいか「あのう、ベロニカさん」

ベロニカ「え？」

れいか「すいません、私あなたのファンで……」

ベロニカ（Ｍ）「ストーカー？」

ベロニカ「困ります」

れいか「あ、いえ、ファンといっても大したファンではなくて……」

ベロニカ「はあ？」

れいか「あ、いえ、でも、普通の『好き』っていうよりは、もう少し『好き』というか……」

ベロニカ「うーん……どうやってこのマンションを？」

れいか「あ、安心してください。私、ストーカーじゃありませんから」

ベロニカ「なぜ七〇一号室ってご存じ？」

れいか「私、すぐそこのお寿司屋のものでして……」

ベロニカ（Ｍ）「うう、地獄だ。腹減ってるのに寿司って……」

ベロニカ「それで？」

れいか「以前うちの者が何度か出前に来たことがあるんです。それで……」

ベロニカ「ああ、なるほど」

れいか「昨日、私見たんです」

ベロニカ「ああ、そうだった。で、何を？」

れいか「芸能レポーターがあなたを狙っています」

ベロニカ「どういうことですか？」

れいか「夕べ、柿元さんを見かけました」

ベロニカ（Ｍ）「ハイエナの柿元？　最悪ー」

ベロニカ「柿元さんもこの辺にくることあるでしょうし」

れいか「そして、今朝は父も見たそうです」

ベロニカ（Ｍ）「あー、最悪だ」

ベロニカ「でも、それが私とどういう……」

れいか「柿元さんがマンションのゴミ置き場にいたんです」

ベロニカ「ゴミ置き場？」

れいか「父が言うには、たぶんベロニカさんの出したゴミを……」

ベロニカ（Ｍ）「たぶんそうだろうなあ」

ベロニカ「ご心配ありがとうございます」

れいか「あのう、こうしてお話しているのも、もしかすると、聞かれていたりして……」

ベロニカ「そうね……でも……」

ベロニカ（Ｍ）「面倒くさいことになったな……」

れいか「あのう、父が、これベロニカさんにって。今朝採れたてのマグロで握ったんですけど」

ＳＥ：ベロニカの琴線に触れる音

れいか「ベロニカさん生もの」

れいかの話の途中に自動ドアを開けるベロニカ。インターホンのスピーカーからウィーン、と自動ドアの開く音が聞こえる。

れいか「大丈夫ですか……」

自動ドアが開いたので、一旦話を止め、とりあえず、マンションの中に向かおうとするれいか

れいか「どうもー」

ＳＥ：ヒールの音が響く

ベロニカ（Ｍ）「く、食いつなげる……ありがとう、柿元」

Ｍ：ベロニカミューティドトランペット曲

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











五「寿司」



○　5-1.　　ベロニカ自宅マンションの部屋・正午前

ＳＥ：お茶を入れる音：湯飲み、お湯が注がれる音など

れいかとベロニカが会話をしている。ベロニカは女の話を、なるほど、という感じでことばをかえす。

ベロニカ「そう、みなさん町内会のボランティア行事でゴミ拾いを」

れいか「はい。父の分担がこのマンションのまわり一帯で。そのとき柿元さんがウロウロしているのを見たんです」

お茶を入れながら会話を続けるベロニカ。

ベロニカ「柿元さんよくまあ」

れいか「そうですよね、全く」

ベロニカ「どうぞ」

れいかに茶を出すベロニカ。

れいか「すみませーん。ベロニカさんにお茶入れていただくなんて。あのう、たきがわ寿司の味はお口に合いました？」

ベロニカ「ええ、とてもおいしかったわ」

ベロニカ（Ｍ）「あははー、お腹減りすぎてて味なんかわかんなかったよ」

れいか「父もよろこびます。ファンなんで……ところで、大丈夫ですか？……」

ベロニカ「ゴミのこと？……ご心配なく。ほら」

れいか「あ、シュレッダーですね。ゴミの日はいつもこれで？」

ベロニカ「ええ」

れいか「へえ、さすがー」

ベロニカ「でもねえ……これって……」

れいか「どうしました？」

ベロニカ「私がゴミを出すまでずっと見張ってたってことよね」

れいか「ああ、なんだか気味悪いですね」

ベロニカ「それにしても、どうして私を？」

れいか「心当たりはないんですか？」

お茶を飲むベロニカ。

ベロニカ「うーん、ない」

ベロニカ（Ｍ）「ひょっとして、たかしがらみかしら？」

お茶を飲むれいか。

れいか「そうですか。あ、これおいしい。玄米茶ですね」

ベロニカ「ガンマ・アミノ酪酸がイライラを抑えてくれるわ」

れいか「ストレスたまるお仕事なんですね」

ベロニカ「ええ、まあ」

れいか「さすがですね。お茶にまで気を配ってるなんて。（感心しながら）やっぱりプロは違うなあ」

ベロニカ「ところで、お名前うかがっていいかしら？」

れいか「あ、忘れていました。えーっと、名刺を……わたし、こういうものです」

ベロニカ「どうも……たきがわれいかって……本名？」

れいか「はい」

ベロニカ「まあ、芸名みたい」

れいか「よく言われます。母が、どうせなら思いっきりきれいな名前をって思ったそうです」

ベロニカ「本職は美容師さん」

れいか「ええ、実家の寿司屋の隣です」

ベロニカ「オーナーさんなの？」

れいか「はい。ベロニカさんには専属の美容師がいらっしゃいますよね、きっと」

ベロニカ「ええ、まあ」

れいか「ざんねーん、ベロニカさんだったら、タダでいいのに」

ＳＥ：ベロニカの琴線に触れる音

ベロニカ「そ、そんな、悪いわ」

れいか「ぜーんぜん。私、こう見えても腕はたしかですよ」

ベロニカ「だって、タダなんて……でも一応、マ、マネージャーに聞いてみるわ。最近専属の方が忙しくて」

れいか「ぜひ、ぜひ。あ、今夜なんていかがです？」

ベロニカ「今夜？」

ベロニカ（Ｍ）「美容院とディナー……」

れいか「急にいわれてもお忙しいですよね。すみません」

ベロニカ「今夜は何かあったような……」

れいか「すみません。きっとベロニカさんが不安だろうから、父がぜひ今夜にでもお招きしろ、って言ってたものですから、つい」

ＳＥ：ベロニカの琴線に触れる音

ベロニカ「お父様が？」

ベロニカ（Ｍ）「ありがとう、柿元！」

れいか「ええ。父ったらベロニカさんの大ファンで」

ベロニカ「ホントにありがたいことだわ。お礼も言わないとね……ちょっと待ってね、マネージャーに聞いてきます」

ＳＥ：ドアの開閉音

電話をかけるベロニカ。

ＳＥ：電話の呼び出し音

ベロニカ「あ、たかし？　今夜、急な仕事がはいったから。仕事だから仕方ないわ。ええ、え？　私あなたとよりを戻すつもりなんてないから。ふざけないで。じゃ」

ＳＥ：電話を切る音

ベロニカ（Ｍ）「ふふふ。ふふふ」

Ｍ：ベロニカミューティドトランペット曲

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











六「教えてベロニカ　二」



○　6-1.　　福岡のラジオ局内録音スタジオ・夜七時頃

ベロニカエコー「教えてベロニカ！」

Ｍ：教えてベロニカの軽快なジングル

ベロニカ「はい、と言うことで今週も始まりました、教えてベロニカ、このコーナーではリスナーのみなさんの質問に私ベロニカがお答えいたします。イェー」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすパフパフクラクションの音、ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「早速行ってみましょうね。ラジオネーム、まみたん、さん。えーっと、年齢は……書いていらっっしゃらない。『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『覚えていますか？　私、先日、春日公園で、ベロニカさんと一緒に写真を撮ってもらったものです』うーん、このあいだっていつだろう？　春日公園ねー……『あの時は親切にしていただいてありがとうございました』ああ、あの時、彼氏と一緒だった方ね。思い出したわ。『ところで、あの時、大きな紙袋を持っていらっしゃったけど、ベロニカさんは、（小声になる）足早にどこへ行かれたのですか？　あの路地を入ると……』うーん、やっぱり覚えていないのよねー、ごめんなさーい」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音　

ベロニカ「次。ラジオネーム、エコフレンドリーさん。二五歳、男性。『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『先日ハイブリッド車を買って以来、気分はエコフレンドリーの私です』エコフレンドリー、節約、いいじゃないですか。（パフパフクラクションの音）私も心がけています。『そこで、ベロニカさん、料理のさしすせそならぬ、エコロジーあいうえおを教えてください』うん？　　これどういう意味？　（マイクオフでスタッフに確かめる）ねえ、これってどういう……うん、うん、砂糖、塩……なんで醤油がせなのよ、せうゆ？　ああ、味噌は？　みそのそ……わ、こじつけもいいとこね。で？　この人私に何させたいわけ？　あー、あー、そういうこと……（マイクオンにする）エコフレンドリーさん、これからは、質問するときはもっとわかりやすくね、おねがい。そうねえ、私のエコフレンドリーあいうえおか……あ、あ、あ、アッシーくん、い、いねえ、い、い、いー、いただきもの？　う、嘘！　え、エロ、お、お、お、おー、うーん、お、あ、おじさまたち、ってとこかしらね。え？　何？　（マイクオフでスタッフに確かめる）な、何？　だから節約でしょ？　エコノミーじゃなくて、エコロジー？　わ、わかってるわよ。冗談に決まってるじゃない。（マイクオン）全くー、ジョークも通じないなんだからあ」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音　

ベロニカ「次行っちゃおー。ラジオネーム、独り言さん、三五歳、男性。『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『私は一人暮らしの中年男性です』わ、何この入り方は……『最近、フッて気づくと独り言を言っているんですが、私、大丈夫ですかね？やっぱり結婚したほうがいいんでしょうか？』うーん、まず、あなたの結婚はおいておきましょう。独り言ねえ……独り言自体は別にいいんじゃないですか？　要は、自分に喋っている内容ね。学者さんが食事しながら研究内容をブツブツ言ってるのなんて、最高にセクシーだったりしません？　絵になりますよ、きっと。『トゥービー、オア、ノット、トゥービー、それが問題だ』って人によっては様になるでしょうしね。まあ、あなたじゃダメかもね。あ、ちなみに、私個人的には、独り言言う人は嫌いです。最近別れた彼がそうだったのよね。テレビに向かって喋りかけているのを見たとき、わー、この人ダメーって……あ、言っちゃった。ま、いいか。いや、やっぱりマズかったかしらね。聴いてないといいんだけど。ああ、私の携帯が光ってる、光ってる。やっぱり聴いてたかー」

Ｍ：ベロニカミューティドトランペット曲

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











七「ハイエナ柿元」



○　7-1.　　公福岡県春日市春日公園内東側にあるベンチ・昼二時頃

ナレーター（Ｍ）「あれあれー、公園のベンチでバーガー食べてるあいつは、ハイエナの柿元レポーターじゃないか。しかしまあ、太ってるよねー。公園のベンチにトドが座っているみたいだ。うん？だれかと電話で話しているなあ。ちょっと聞いてみますか……」

電話の相手の声は、電話ごしに聞こえる。

電話の男「でー、何かつかめたの？」

紙に包んだバーガーを食べながら落ち着いた口調で電話の相手と話す柿元。

柿元「そ、それがですね……モグモグ」

おもわず笑いながら話をする電話の男。

電話の男「ダイアナー、あ、ごめんごめん、柿元ー、あんた、もう少し痩せないと。いっつもバーガー食べてるし……」

柿元「恐縮です……（シェークをひとしきり飲んで息をつく）」

電話の男「おーい、人の話聞いてんの？　もう……」

柿元「恐縮です」

電話の男「で？」

柿元「意外に用心深くて、書類なんかも全部シュレッダーで、裁断するようなところがありまして、ゴミあさってもカップラーメンの空くらいしか出てきません……（バーガーを食べる）」

電話の男「シュレッダーか……しかしまああんたバーガーが好きだよねえ。一体何キロあんの？」

柿元「百三五キロです、先月五キロまた太りました。ははは」

電話の男「おいおい、ダイアナー、やっぱりどうにかして痩せろよ」

柿元「努力はしてるんですけど。（バーガーを食べながら）……（独り言）和食中心に自炊しろっていわれても……」

電話の男「ハイエナの柿元って……なんか似合わねえー。ま、いいか、そんなこと。ところでこれからどうすーっかなー？」

柿元「モグモグ、自分はハイエナです、絶対……」

電話の男「何？　絶対何？　今度こそベロニカスキャンダルの真相探ってくれんの？」

柿元「恐縮です、はい。（バーガーを食べながら）……ハイエナ柿元の名にかけて」

電話の男「なーんか頼りないねえ……でもいいや。ネタの匂いがすれば、どんなとこにでも行くんだよね、あんた」

柿元「はい、恐縮です」

電話の男「あー、もうー、わかった、わかった。じゃ、頼んだよー。ベロニカスキャンダルの真相、あの方が首をながーくして待ってること忘れないでね」

電話が切れる。

ナレーター（Ｍ）「おーっと、こりゃあやっかいなことになってきたぞ、みんなー。ハイエナの柿元は、よりによって、ベロニカが巻き込まれたスキャンダルの真相を探っていたなんて……うーん、こりゃあ本当にやっかいなことになった」

柿元「あのうー……」

柿元はナレーターに話しかける。

ナレーター（Ｍ）「え？　私？」

柿元「はい、あなた」

ナレーター「えー、私？」

柿元「はい、恐縮です」

ナレーター「恐縮ですってあなた、なんでまた、話の登場人物のあなたがナレーターの私に話しかけられるの？」

柿元「自分は、ハイエナっすから」

ナレーター「はあ？」

柿元「私は、ハイエナの柿元ですから」

ナレーター「なんてまあむちゃくちゃな論理……」

柿元「あははは、あはははー」

ナレーター「ところで柿元さん、私に何の用？　あ、その前にさ、さっきの電話の男、あれ誰よ？」

柿元「え？　ナレーターさんでもご存じない？」

ナレーター「そりゃあそうよ。初めてのあんなキャラ、わかるわけないじゃないのー」

柿元「そうなんだ」

ナレーター「それに俺のハートはベロニカに射貫かれちまってる。フ、もう彼女しか目にはいらないんだよ」

柿元「きょ、恐縮です」

ナレーター「で、誰なのよ？」

柿元「実は、（ピー音）国（こく）（ピー音）大統領の秘書さんです」

ナレーター「マジっすか？（ピー音）国（こく）（ピー音）大統領げな。なんでまた？」

柿元「昨年大統領が日本へ来たときに、テレビでベロニカさんを見て、いたく気に入られまして」

ナレーター「気に入ったって……」

柿元「正妻に迎えたいと……」

ナレーター「まずい、そりゃあ、まずいでしょう。あ、あの国、ひょとして一夫多妻？」

柿元「恐縮です」

ナレーター「わー……で、ベロニカは知ってるの、そのこと？」

柿元「さあ……」

ナレーター「さあ、ってあなた」

柿元「事務所の方へは、去年かなりの援助がベロニカさん宛てに、大統領から贈られたはずですよ」

ナレーター「うーん、それも聴いたことないな。それが本当だと、マネージャーが隠しているな」

柿元「去年、多額の援助をしたはずなのに、ベロニカさんの仕事が突然なくなってますから、大統領が不思議に思われて……」

ナレーター「それで、柿元さんに調査依頼が？なーる……って、違うでしょ、それ。なぜに、あなたに調査依頼が？」

柿元「実は、私、あの国のスパイでして……」

驚くナレーター

ナレーター「マジっすか！？　あー、ダイアナってひょっとしてコードネームっていうやつ？」

柿元「恐縮です」

ナレーター「似合わねー。でも、いいの？私にそんなこと告っちゃて……」

柿元「大丈夫です。だってあなたは単なるナレーターですから」

ナレーター「あ、イタイところを突くじゃないのー」

柿元「それより……ベロニカスキャンダルの真相を教えてくださいよー。ご存じなんでしょう？」

ナレーター「もちろん知ってますよ……でもね、ダメー。それは自分で探りなさい」

柿元「そんなこと言わないで」

ナレーター「私は単なるナレーターですから？」

柿元「あ、ひねてる」

ナレーター「私はどうせベロニカを外の世界から見ているだけしかできませんよ。えー、えー、あなたみたいにベロニカと同じ世界を共有していませんからねー」

柿元「あ、ひがんでる」

ナレーター「えー、えー、ひがんでますとも。教えるもんか。ぜーったい、教えちゃらん」

柿元「い、意外と器が小さいんですね」

小競り合いを続ける柿元とナレーター。

（Ｆ・Ｏ）

ナレーター「ええ、小さいですとも。それに、私はあなたに、っていうより、（ピー音）国（こく）なんかに協力するつもりなんぞサラサラありませんからね」

柿元「えー（ピー音）国（こく）は美しくていい国なのにー」

ナレーター「美しくていい国でも戦争ばっかりしてちゃねえ」

柿元「恐縮です」

（終わり）











八「ベロニカ・ＶＳ・吟泉堂」



○　8-1.　　吟泉堂店内・夜７時過ぎ

（ＢＧＭ）吟泉堂のテーマ

吟泉堂店主の吟泉が『六話』の「教えてベロニカ」をラジオで聴いている。以下、ラジオは小音でかかっている。吟泉の独り言はそれにかぶる。

ラジオ「『トゥービー、オア、ノット、トゥービー、それが問題だ』って人によっては様になるでしょうしね。まあ、あなたじゃダメかもね」

吟泉（Ｍ）「（笑いながら）相変わらず、愛想もくそもねえ」

ラジオ「あ、ちなみに、私個人的には、独り言言う人は嫌いです。最近別れた彼がそうだったのよね」

吟泉（Ｍ）「お、たかしか？」

ラジオ「テレビに向かって喋りかけているのを見たとき、わー、この人ダメーって……あ、言っちゃった」

吟泉（Ｍ）「あーあ、言っちまいやがった。バカだねえー」

ラジオ「ま、いいか。いや、やっぱりマズかったかしらね。聴いてないといいんだけど。ああ、私の携帯が光ってる、光ってる。やっぱり聴いてたかー」

吟泉は、ラジオのスイッチを切ると、タバコに火をつけ、一服する。

吟泉（Ｍ）「テレビに向かって独り言か……そりゃ、気味悪いなあ……だがなあ、たかしの場合はマジシャンの性（さが）ってやつじゃないのかねえ……毎日一人でマジックの練習してりゃ、独り言も多くなるわな。（タバコを一服する）……しかしまあ、ベロニカにいいように振り回されて……たかしは所詮貢君（みつぐくん）止まりだな……フ、ところでベロニカのやつ、エコフレンドリーを、エコノミーフレンドリーと勘違いしてやがったなあ……信じらんねえ……いやまさかなあ……金欠のあいつには、節約イコール金なんだろうな、だからついそう思っちゃったんだな……（タバコを一服する）……芸能人も仕事干されると大変だ……」

店の黒電話が鳴る。吟泉は受話器をとる。

※以下、※ベロニカ『（べ）：』の部分は内容とタイミングを記すための仮の台詞なので録音する必要はない

吟泉「（接客用口調）毎度ありがとうございます。ご納得の査定額をモットーとしております吟泉堂（ぎんせんどう）でございます。個人情報も……（口調を変える）おお、なんだ、ベロニカか。どうしたい？　あわてて。『（べ）：ねえ、ラジオ聴いてた？』ラジオ？　ああ、もちろん、聴いてたよ（タバコを一服する）……バカだねーお前さん『（べ）：てへ』てへって……ありゃあ怒るよ……『（べ）：でさあ、そのあと大変でさあ』そりゃあそうだろ、あれたかしが電話してきたんだろ？『（べ）：そうなのよう。たかしったら泣いちゃって』えー、あのマジシャン、泣いたのか？」

吟泉（Ｍ）「だらしねえな、完全にお前さんのペースじゃねえか」

吟泉『（べ）：あんまり泣くからさあ、今度会うことにしたんだよ）』ふむふむ、それで会うことに？『（べ）：ええ、そうなのよー』ふーん、（タバコを一服する）……で？『（べ）：な、何？』だから、何でワシに電話なんかを？『（べ）：あ、ああそうだった。あのさ、こんどたかしと食事するとき、一緒に会ってくれないかな？』はあ？　食事？　一緒にたかしと会えだあ？　ベロニカ、話が全く見えんのだが『（べ）：あのさ、今度であいつとは決着つけたいのさ』決着？『（べ）：そ、でね、悪いけど、私の父親ってことでたかしをばっさりやって欲しいわけ』ワシが、お前さんの父親役？　たかしをばっさりとって……」

吟泉（Ｍ）「いや、まてよ、ベロニカと食事かあ、考えようによっちゃあ悪くない……ベロニカと食事かあ」

吟泉『（べ）：お願いできないかな』（タバコを一服して）……しかし、金穴のお前さんが食事って『（べ）：大丈夫よ、たかしのおごりだから』いやいや、たかしのおごりって、そりゃあいかんだろう。今回くらいは『（べ）：それはむり』無理ってお前さん『（べ）：だって無理なんだからしかたない。（ベロニカ泣く）』お、おい、泣くなよ。まいったな……泣くなってば、ああ、もう、わかった、わかった、ワシが父親役でばっさりと引導渡せばいいんだな。ああ、わかったよ、わかった。ワシが？　なんでワシが払う……ああ、もう、泣くなよ。わかった、わかった今回はワシが持とう。『（べ）：フ、そういってくれると思ったわ』」

Ｍ（Ｆ・Ｉ）：ベロニカミューティドトランペット曲

吟泉「フって、なんだねその乾いた笑いは、相変わらず愛想もくそもない」

吟泉（Ｍ）「ベロニカと食事かー」

吟泉「『（べ）：そう言ってくれると思って予約しておいたわ』え？もう予約してる？」

吟泉（Ｍ）「い、いかん、まんまとあいつのペースにはまってる『（べ）中洲の京料理』中洲の京料理って、お前さん『（べ）吉野屋ね』よ、吉野屋！」

（Ｃ・Ｆ）：音楽は大きくなり、吟泉の台詞が小さくなっていくクロスフェード

吟泉「吉野家ってお前さん、予約するだけでいくらかかると思ってるんだよ、勘弁してよ、あ、ちくしょう！　また、フって乾いた笑いを。吟泉堂創業以来の大出費……」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











九「教えてベロニカ　三」



○　9-1.　　福岡のラジオ局内録音スタジオ・夜７時頃

ベロニカエコー         「教えてベロニカ！」

Ｍ：教えてベロニカの軽快なジングル

ベロニカ「はい、と言うことで今週も始まりました、教えてベロニカ、このコーナーではリスナーのみなさんの質問に私ベロニカがお答えいたします。イェー」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすパフパフクラクションの音、ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「では、早速行ってみましょう。ラジオネーム、トッポジーニョさん、二十歳、男性。『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『私、吉野家でバイトしているものです。先日はお越しいただいてありがとうございました』あら、吉野家で。『バイトしててわかります。吉野家、高級っす。さすがベロニカさんです』そうか、やっぱりあそこ高級なんだ。私、食事代払ったこと無いものだから、全然知らなくて。『で、あのとき一緒だった初老の紳士はどなた？』まあ、トッポジーニョさんったら、大人ならそういうことは聞いちゃいけないよ。でも、しかたないわね、あの方は、いつもお仕事でお世話になっている方。あなたが思うような方じゃないわ。先日突然お電話いただいて、どーしてもご馳走してくださるっておっしゃるものだから、お断りもできなかったのよ。会わせたい人がいるっておっしゃるし。でもねえ、それ嘘だったの。ただ私と二人っきりでお食事したかっただけ。（笑って）私たちの世界では時々あるのよねえ、こういうお誘いのされ方って」

ＳＥ：ベロニカの携帯電話が遠くではげしく鳴る音

あわてるベロニカ。

ベロニカ「あ、ごめんなさい、マナーモード忘れてた。（ベロニカの携帯電話が鳴り続ける）も、もう、誰かしらね。そ、そうそう、でもトッポジーニョさん、その方私がお食事した殿方の中で、最高の方でした。ベロニカのタ・イ・プ」

携帯電話が鳴り止む。

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「では、次。ラジオネーム、博多モードさん、二十七歳、女性。『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『先日、薬院駅でお見かけしました』（ピアノの不協和音が鳴る）何だか最近、こういう質問が多いわね。番組のスタッフさんたちが面白がって選んでるのね、きっと。『お見かけしたベロニカさん、超普段着でした。ヨレヨレのジーンズに、着古したようなＴシャツ、それにおもちゃみたいなサングラス。昨年までは、ベロニカさんって言えば、高級ブランドっていうイメージでしたけど、何か心境の変化でもあったんですか？』……間……最近、ブランド品に飽きてきたのよ。それに、この一年、毛皮や革製品に対して疑問が出てきたのよ。同じ地球号という宇宙船に乗っている仲間だもんね。やっぱり殺しちゃいけないなあって思うの。いつだったかなあ、私、お肉はあまり食べないっていう話をしたでしょう。それも同じ理由なんだなあ。うーん、最近勉強しているのは動物保護の問題だけじゃないよ、ＣＯ２の問題や原子力発電の是非なんかもね。京都議定書をめぐるアメリカの対応にちょっとあきれているわけだよ、私は。うん？（マイクオフの状態）メールがたくさん番組に届き始めた？　え、何かまずいこといったわけ？　違う？　賛同の意見？　へー……（マイクオン）えーっと、みなさん、なんだか番組宛にすごい量のメールが届き始めているそうです。私が環境問題なんか話すの意外だったようねー。でも、私も一応社会人。自分なりに考えているんですね」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「もう一人行ってみよー。ラジオネーム、ボスさん、三八歳、女性。『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『私は、アラフォーの課長です』まあ、課長さん。『先日偶然知ったことなんですが、私の部下が私抜きで毎月飲み会をやっているんです。これって、みてみぬふりをするべきでしょうか？』わ、何この内容？　意味わかんないな。（小声でぶっきらぼうに読む）『部下の愚痴を聞くのも上司の役目と思うのですが、勤務中そういった話題も出しにくく、つい事務的な対応になってしまいます。そもそもこのことに私が気づいたのは……』あー、面倒くさい。早良区の株式会社ＧＭＴ広報課長津田のぞみさん、そういうことは自分ではっきりと部下にたずねなさい。ね。（マイクオフ）え、匿名希望なのにまずいって？」

Ｍ（Ｆ・Ｉ）：ベロニカミューティドトランペット曲

（Ｃ・Ｆ）：音楽は大きくなり、ベロニカの台詞が小さくなっていくクロスフェード

ベロニカ「しょうがないわよ、もう言っちゃったし。なによこれ、私はがんばって課長やってます、部下もいます、って言いたいだけじゃない。課長がなんぼのもんじゃ。私なんて言ってみれば自分で社長やってるようなもんだわよ」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











十「レポーター柿元」



○　10-1.　　柿元自宅室内・夜十時

柿元がバーガーを食べている。シェークを飲んでいる（包み紙や、食べる音等、十秒ほど続く）。

ナレーター「相変わらずよく食うねえ、柿元さん」

柿元「（バーガーを食べながら）おかげさまで。で、今日は何のご用で？」

ナレーター「冷たいなー……寂しいだけですよ。だって、私、みなさんを見ているだけで、あなたと以外誰ともお話できないんですから」

柿元「（バーガーを食べながら）じゃあ、もっと、私にも協力してくれていいじゃないですか」

ナレーター「あ、ベロニカスキャンダルの真相のこと？」

柿元「（バーガーを食べながら）ええ、まあ。でも、いいです、もう」

ナレーター「え？」

柿元「（バーガーを食べながら）私なりに調査して、ある程度わかってきましたから」

ナレーター「へー」

柿元「調べてみると、ベロニカスキャンダルは、結構……」

ナレーター「柿元さん、あまり深入りしない方が良いよ。いくら、あなたがスパイでも、ちょっと危ないかもよ」

柿元「あの集団が関係していたとはね。（バーガーを食べなる）」

ナレーター「止めときなさい。ナイスバディのベロニカだから仕事干されるくらいですんでいるんですから。あなたのその巨漢じゃ、誰も助けようなんて思いませんよ、きっと」

柿元「（バーガーを食べながら）大丈夫ですよ。ハイエナの柿元ですから」

ＳＥ：目覚まし時計がピピピピとなる

柿元はバーガーを食べるのを止める。

柿元「て、定時連絡しなきゃ。じゃ、また、後で」

ナレーター「はい、はい。じゃあ、健闘を祈ります」

柿元は時計の目覚ましを止め、置き電話（携帯じゃない電話）の受話器をとり、シェークを飲み干す。        

ＳＥ：プッシュホンの音。受話器の向こうで聞こえる呼び出し音。

※以下、柿元と、とある国の誰かとの会話。わけのわからない単語ばかりが聞こえる。ここでの柿元は、多少、感情を出すが、大げさにはならない。とある国の言葉は、チョコチョコと意味がありそうな単語が使用され、時折出す柿元の感情口調により、リスナーに何が話題になっているのかを予想させる。

柿元はスパイであり、コードネームがダイアナ。日本名柿元。認識番号は0010…（ゼロゼロテン）。頻繁に出る「チョス」は、*esの意味。「ノース」はnoの意味。

柿元※「モモ、モモ……チョス。コーデのダイアナ、ジパンゴの柿元。ゼルゼルテン……チョス、チョス。レギュラーコンタクト。チョス。グルスタンポ・ベロニカモデル……（うれしそうに：デレーとした感じ）チョス、チョース……（確信ありげに）トップモデル……（とんでもないという感じで）ノノノ、ノース！ベロニカ、ビジネス……（あたり間じゃないという感じで）チョス、ビジネス！……（ほっとして）チョス……（あわてて）オオ、レポート、レポート……チョス、チョス……グッドニュース。グルスタンポ・ベロニカスキャンダル。テレビコマーサル・ノサ、アクトレス・ニヨ……チョス、チョス……アクトレス・ノサ、ベロニカ・モカシ、トラスト、ビリーブ……（本当なんだってば、という感じで）チョース、ベロニカ、ビリーブ、アクトレス……ベロニカ・カタルス、アクトレス……チョス、トピック・ナ・ギルギンダ・ジャポネラ・宗教……宗教（ゆっくりと）シュウキョウ……チョス、チョス、ギルギンダ・シュウキョウ……ノース、ノース、キルスト、ノース、キルスチャニティ……」

ナレーター「柿元さん」

柿元「ギルギンダ・グループ、シュウキョウ、キキ、ベロニカ・アタック・ナス……チョス、ペリーグロ」

ナレーター「柿元さんってば」

柿元「……ギルギンダ･グループ・シュウキョウ･カルト……チョス、カルト・ギルギンダ……」

ナレーター「か、（少し大きな声になる）柿元さん」

柿元      「モモ、モモ。ストップ……チョス、ストップ。（バーガーを食べながら、ナレーションの男に）なんですか？」

ナレーター「ねえ、あなた、何語で喋ってるの？（ピー音）国の言葉ってそんなんじゃないでしょうに」

柿元「一種のスパイ語です。情報部との定時連絡はこれでやりとりするんです」

ナレーター「困ったなあ。私はともかく、これじゃあ、リスナーのみなさんがわからないじゃないか。（リスナーに）なー、みんなー？」

柿元「わからない？（少し冷笑する）そんなはずはありませんよ。リスナーの皆さんのほとんどは、おわかりだと思いますが」

ナレーター「そ、そうなのかい？」

柿元「あーい」

ナレーター「そ、それならいいんだけど。で、でもさあ……」

柿元「大丈夫ですって。たとえわからなくても、そのうちわかりますから。あわてない、あわてない」

ナレーター「一休み、一休み、ってかい」

柿元「では、失礼して」

柿元再び電話の相手と話す。

柿元「グルスタンポ・ベロニカスキャンダル、アゲイン。テレビコマーサル・ノサ、アクトレス・ニヨ。ベロニカ・モカシ、トラスト、ビリーブ。ベロニカ・カタルス、アクトレス、トピック・ナ・ギルギンダ・ジャポネラ・宗教。ギルギンダ・グループ、アタック、ベロニカ、ペリーグロ。ギルギンダ･グループ・シュウキョウ･カルト、カルト・ギルギンダ……」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











十一「菜食主義？」



○　11-1.　　ベロニカ自宅マンション・昼十一時頃

Ｍ：弱弱しく少し調子はずれのベロニカのテーマ

眠るベロニカを眺めているナレーター。

ナレーター（Ｍ）「ベロニカー……まだ寝てるの？　もうお昼だよー……か、風邪かい？　ま、まさかブタインフル……（呼びかける）べ、ベロニカ……ベロニカ……ああ、やっぱり彼女には聞こえないのか……なぜだ、だぜなんだよー。あんなトドの柿元には声が届くのに……おお神よ！」

ＳＥ：ベロニカの携帯の着信音が鳴る

ベロニカ「う、ああもう……」

折りたたみの携帯電話にでるベロニカ。

ベロニカ（Ｍ）「た、たきがわ寿司」

ベロニカは携帯電話に出る。着信音が止む。

冷静な口調で話すベロニカ。

ベロニカ「はい……あら、れいかさん、お久しぶりね、お元気だった？　……ううん、かまわないわよ、今日は、久しぶりに休日だし……ヨガをやっていたところよ……体型維持？　うーん、それもあるけど、私の場合は、もっと精神的な意味合いの方が大きいかな……取材ってどうしてもストレスたまるものだから。ヨガは自宅でできるでしょ、だから……お昼？」

ＳＥ：ベロニカの琴線に触れる音

ベロニカ「あら、もうそんな時間？ヨガやっていて気づかなかったな……そう言えば、お腹もすいてるわ……（笑って）まあ、お父様が？」

ＳＥ：ベロニカの琴線に触れる音

ベロニカ「いつも悪いな……でも、喜んでいただくわ。生（なま）もの？　全然オッケーよ……生ものは食べない？　私が？……ラジオで？……あ、ああ、普段はね、でも、あなたのお父様のお寿司は例外よー……ええ、いらっしゃいな。待ってます。何時（いつ）？　って……うーん……今すぐの方がいいかな……夕方ちょっと用事も入っているから……ええ、待ってます」

ベロニカは電話を切る。

ベロニカ「（少し泣き声で）い、生き延びた……（柏手を打つ）神様、感謝します」

Ｍ：時間経過のジングル

ｘ　　　　　ｘ　　　　　ｘ

れいか「ベロニカさんのあのポスター、きっとたくさん売れたんでしょう？」

ベロニカ「（食べながら）わりかしね。でもうれしいわ、お父様があのポスターを気に入ってくださっているなんて」

れいか「ええ、それはもう。ファラフォーセット以上だって言って、すごく大事にしているんですよ」

ベロニカ「ファラかあ……そういえば、アメリカにいるときよく比べられたな……（小声になり）わ、このイクラ、本物ね」

れいか「アメリカにいたんですか？」

ベロニカ「昔ね。（食べながら）二年くらい」

れいか「すてきー。アメリカのどこですか？」

ベロニカ「カリフォルニアよ」

れいか「わー、いいなあ。あこがれちゃいます」

ベロニカ「意外と変なところよ、カリフォルニアは。変わった人ばっかり。健康オタクみたいなの多くてね」

れいか「健康オタク？」

ベロニカ「運動ばっかりしてる人とかね」

れいか「そう言えばビーチでみんなが運動してるイメージありますよね」

ベロニカ「あと、ビーガンとか」

れいか「なんですか、それ？」

ベロニカ「超極端な菜食主義者。お肉だけじゃなくて、お魚も、卵も食べないの」

れいか「へー」

ベロニカは思い出し笑いをする。

れいか「もう、思い出し笑いなんかしちゃってえ、どうしたんですかあ？」

ベロニカ「ごめんなさい」

れいか「もう、何ですかあ？」

ベロニカ「あのね、ビーガンって、『自分がビーガンだ』って人に言いたがるのよ」

れいか「自慢したいんですかね？」

ベロニカ「きっとね。頑張ってる、っていうか、無理してるビーガンほど自分から言いたがるのよね」

れいか「食事制限って一種の禁欲ですもんね。自慢もしたくなるわけだあ」

ベロニカ「そんな人ほど、ブクブク太ってるけどね。その卵焼きいただいていいかしら？」

れいか「あ、どうぞ」

ベロニカ「（食べながら）たきがわ寿司の卵焼き、大好き」

れいか「そう言えば、ビーガンってお寿司もだめなんじゃ……」

ベロニカ「（食べながら）ええ、もう。あいつらの目の前でお寿司でも食べようものなら、皮肉たっぷりの講釈が始まるわよ」

れいか「おすし屋の娘としてはショックー」

ベロニカ「昔、知り合いのビーガンの家でパーティがあったんだけど、案の定、自分がビーガンだーって自慢し始めてね」

れいか「やっぱりブクブクさんでした？」

ベロニカ「ええ、哀れなくらい」

れいか「やーだー」

ベロニカ「その彼がね、お寿司食べてた私に言うのよ。『魚がそんなにおいしかい？　僕はこの十年間魚なんか口にしていなよ』って」

れいか「いやな奴」

ベロニカ「『でも日本食は好きさ。僕はこの二年間、毎朝野菜の味噌スープを飲んでるんだぜ』って。私、なんだか頭にきちゃって」

れいか「おお、頭にきたベロニカさんもかっこいいかも」

ベロニカ「どうやって味噌スープを作っているの？　って聞いたらさ、インスタントのスープを見せてくれたの」

れいか「なるほどー」

ベロニカ「でもさ」

思い出し笑いをするベロニカ。

れいか「あ、また、思い出し笑いしてえ」

ベロニカ「私さ、みんなに聞こえるよーに言ってやった。これは鰹だしのスープです。お魚のスープでーす、って、（笑いながら）二年間、毎朝魚食べてるくせに、ビーガンだって。彼、顔から血の気ひいてたわ」

れいか「お、お気の毒……」

ベロニカ「あの時のお寿司最高だったなあ……あ、その穴子もいただき」

（終わり）











十二「教えてベロニカ　四　まじめ編」



○　12-1.　　福岡のラジオ局内録音スタジオ・夜７時頃

ベロニカエコー         「教えてベロニカ！」

Ｍ：教えてベロニカの軽快なジングル

ベロニカ「はい、と言うことで今週も始まりました、教えてベロニカ、このコーナーではリスナーのみなさんの質問に私ベロニカがお答えいたします。イェー！」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすパフパフクラクションの音、ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「では、早速行ってみましょう。ラジオネーム、グリーンさん、二二歳、女性。『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『いつも楽しく聞いてます。』はいありがとー。『先日ベロニカさん、環境問題を熱く語っていらっしゃいましたね。感動しました』うーん、私のあの発言は結構反響を呼んだみたいね。スタッフがメールの処理にあわてていたし。『私、大学のサークルで、エコについて考えているんです。ベロニカさん、あなたのような方がエコの問題についてお話されると、たくさんの人がエコ問題に注目し始めるんじゃないかと思います。ぜひ、ぜひ、ぜひ、番組内にコーナーを設けてください。お願いします』ってことですが、へー、サークルで……番組内でコーナーかあ……（スタッフに話しかける）これって可能？　……ちょっと考えさせてくれ？……うん……うん（マイクに向かって）今夜の会議にかけてみるそうです。ごめんなさいねー、即断できなくて。番組の協賛の問題なんかもあって、なかなか難しいんです、これが。でも、環境問題の話は、こうやってお便りがあれば、いつでもしますからね。どんどんご意見送ってください。待ってます」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「では、次行ってみましょう。ラジオネーム、松尾芭蕉さん、四〇歳、男性『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『古池や蛙飛び込む水の音（一六八六年）。言わずとしれた松尾芭蕉の名句ですが、芭蕉が見たこの蛙は一匹だと思いますか、複数だと思いますか？（ガーンというピアノの不協和音の効果音をベロニカが自分で音を入れて）……ふっ……よくある質問よね、これ。アメリカにいるときも英語俳句のマニアが私に聞いてきたことあったのねえ……静と動のコントラスト、音に焦点がある画期的な俳句……なーんて、彼らアメリカ人でも色々知ってるんですねえ、いや！って言うほどきかされたわ……松尾芭蕉さん、きっとあなたもこういった知識がたくさんあって、パーティなんかでうんちくをタラタラとたれてるんでしょうね、……ふっ……だったらみっともないわ……おやめなさいな。そもそも、この句は現実のカエルを目の前にしてできたものじゃないんじゃないの？　弟子が作った、山吹やかわずとびこむ、っていう句の頭を芭蕉が古池やに変えたわけでしょう……だからどうせ聞くなら、『芭蕉が自分のイメージの中で見たカエルは何匹と思いますか？』ってことよね。愚問よねえ、愚問。私だったらこんな質問は人にぶつけませんねえ……本当に芭蕉が好きなら、その問題は自分の中で消化して、そして芸術へと昇華（しょうか）するべき……ふっ、わっかるかなあ？　……あああ、ははは、向こうでスタッフが頭を抱え込んでます。ちょっと口調が強すぎました？　でも、私、こういう自己顕示欲に満ちた質問、（エコーをかけて）大っきらいなのお……」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「では、次行ってみましょう。ラジオネーム、星ピューマさん、五〇歳、男性。『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『元甲子園球児の星です。実名です。ピッチャーでした』まあ、ひょっとしてお父さんは一徹さん？　　『ちなみに、姉の名前は夏子です』くー、惜しい！『野球に明け暮れたあの時代は本当に幸せでした。アホな上司も、横柄な客も関係ないあの時代にもどりたい』あら、あら、結構ストレス溜めていますね。大丈夫ですか？定年まであと十年かな？　うーん、星さん、なんだかそれまでもちそうにもないわね。で、続きはっと『ベロニカさんは、学生の頃、何かスポーツはやっていましたか？』あら、星さん、ご存じないのかな？私は、太極拳をやっていたんです。イエーイ！（パフパフクラクションを鳴らす）それも武術の方。結構体育会系なのですね、私。詳しくは私のブログを覗いてみてね。あ、私、武道も大好き。思うんですよねー、日本人は、男子も女子も、義務教育の間は、武道を学ぶべきだって。男は柔道、女子は剣道、合気道。そうしたらきっと犯罪率も少なくなりますね。だって、人の痛みがわかるし、マナーも身につくし、ストレスも解消されますからね。武道はメンタル的にもいいですわ。そうそう、小学校の高学年からは、茶道も必修科目にするといいですね。私は、何々術とか何々道ていうのが好きなの」

Ｍ：ベロニカミューティドトランペット曲

（Ｃ・Ｆ）：音楽は大きくなり、吟泉の台詞が小さくなっていくクロスフェード

ベロニカ「将来は、私、モデル道っていうのを極めて、学校作りたいのですね。体型の維持なんかも精神的な部分からのアプローチが必要だし、そういった基礎をつちかってこその美なわけですよ。モデル業は決して甘くありません。男性モデルのユウスケなんか、無理なダイエットがたたって、頭はげちゃってるし……（スタッフに）うん、何？　あ、まずかった？（マイクに）ユウスケごめーん、つい名前出しちゃったよ。あははは、仕方ないねー。男なんだかスパーっとあきらめようねー」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











十三「再び忍び寄る奴ら」



○　13-1.　　公園・夜九時頃

ＳＥ：犬の鳴き声。

夜の公園をベロニカが歩く、ハイヒールの足音が続く。

Ｍ：ベロニカミューティドトランペット曲

ナレーター（Ｍ）「ベロニカ、夜の公園はあぶないからね、気をつけて帰るんだよー。帰ってゆっくりとお風呂にでも入って……おや？……あの出口に止まっているワゴン車……あ、あのマークは……オーマイゴー！　ベロニカっ、気をつけろ、奴らだ、奴らが待ち伏せしてるぞ。きっとあのワゴン車で君を……おや、おやおやー、オーマイゴーゴーゴーゴー！　ワゴン車にはベロニカのマネージャーも乗っているじゃないか。柿元の言ってたことは本当だったんだな。奴が黒幕だったのかー。あ、奴らの広告塔のティース百合子も乗ってる。やっばいなー」

夜の公園をベロニカが歩く、ハイヒールの足音が続く。

ナレーター（Ｍ）「ベロニカ、ベロニカー。ちくしょう、やっぱり聞こえないか。ああ、あのトドがいてくれたらなあ、柿元ー、か、き、も、とー！」

以下、小さい音でハイヒールの音は続く。

柿元はバーガーを食べながら小声で返事をする。

柿元「もう、なんれすかー？　呼び捨てしないでくださいよ」

ナレーター「（はんべそになる）おお、おおお、いたんだ、柿元さん、やっぱりいたんだ、ありがとう」

柿元「当然じゃないですか。私を誰だと思っているんです」

ナレーター「芸能レポータートドの、あ、もとい、ハイエナの柿元さん……コードネーム、ダイアナ。（ピー音）国のスパイです」

ＳＥ：トライアングルのチーンという音

柿元    「（バーガーを食べながら英語のあいづち）アーハーン。わかればよろしい、わかれば」

ナレーター「お願いします、ダイアナさん、ベロニカを助けてください」

柿元「えー、えー、あなたに言われなくても、助けますよ。ただ、もう、あなたうるさいからちょっと引っ込んでなさい」

ナレーター「*H, yeah」

ＳＥ：ハイヒールの足音。

足音が止まる。あたりを見るベロニカ。

ベロニカ「うん？　なんか後ろがうるさいな。急いで公園出ちゃおう。（ベロニカは歩き始める）それにしてもおなかすいた。屋台のたこ焼き、まだ売ってるかなあ」

ハイヒールの少し早足の足音。後方から柿元の声。重い柿元の足音がだんだんベロニカに近づいてくる。

柿元「おーい、おーい、ベロニカさーん、おーい」

歩くのをやめるベロニカ。

ベロニカ「うん？誰？それに重そうな足音ねえ」

柿元「ベロニカさーん」

ベロニカ「あ、あれは」

柿元の足音が近づいてくる。

柿元「はー、はー、あー、やっと追いついた」

ベロニカ「か、柿元さん」

柿元「チョス、あ、は、はい、ハイエナの柿元です。恐縮です」

ベロニカ「こんな夜更けに……私を取材しているって本当だったんですね。困ったわ」

柿元「まあ、まあ、とにかく、この公園を抜けましょう。女性がこんなところを一人で歩くのはよくありませんから。（ベロニカをうながして）さ、さあ、さ、さ、さ、」

二人は歩き始める。以下二人の足音が続く。

柿元は持っている紙袋を探る。

ベロニカ「な、なになさってるの？」

柿元「恐縮です、ちょっとお待ちください……あ、このバーガーまだ温かい。（紙袋とバーガーを包みから出す音がする）今走った分のカロリー補充しなきゃ。（一口食べながら）はー、おいしい……」

ベロニカ「補充って……」

柿元「はっ、そうじゃなかった。バーガー食ってる場合じゃない、えーっと。」

柿元は鞄を探る。

ベロニカ「こ、今度は何を？」

柿元「これですよ、これ。ビデオカメラ。（ビデオカメラを操作する）（小声になり）あ、でも、心配しないでください。あなたを撮るつもりはない」

ベロニカ「え？」

柿元「シー、私を信じて。私が撮るのは、公園の出口に止まっているあのワゴン車です。ズームイン」

ＳＥ：ビデオカメラの操作音、ズームする音

ベロニカ「出口？ワゴン車？」

柿元「ほら、あのたこ焼き売っている屋台の横」

ベロニカ「ああ、あれね。よかったー、まだ、たこ焼き売ってるう。お腹すいて死にそうだよー」

二人の足音が続く。

遠くでワゴン車がエンジンをスタートさせ、動き出し、走り去っていく音がする。

柿元「ふん、あのワゴン車の奴ら、あきらめたようですね。もう大丈夫だ。緊張しましたー」

ベロニカ「ワゴン車の奴ら？（バーガーの包み紙の音がする）あー、また、食べてー」

柿元「恐縮です。（バーガーを食べながら）緊張するとカロリー減りますから……ちゃんと撮れたかな？」

ＳＥ：ビデオを巻き戻す音

ベロニカ「ねえ柿元さん」

柿元「チョス、あ、あ、は、はい」

ベロニカ「ひょっとして（少し笑いながら）私を助けてくれました？……例の団体がまた私を？」

柿元「チョス、あ、はは、はい。（テープがとまりプレイが押されテープが始まる音がする）ちょっとこのビデオ見てみてみましょうか。あー、映ってる映ってる。今日はティース百合子も来てますね」

ベロニカ「ああ、しつこいなあ」

柿元「それに……」

ベロニカ「わ、マネジャー。な、なんでマネージャーが？」

柿元「ご心中お察しします……実は」

ＳＥ：遠くで屋台のシャッターの降りる音

ベロニカは、柿元の話の途中、あわてる。

ベロニカ「あ、屋台のシャッターが、私のたこ焼きが……（ベロニカ走り出す：遠のく声や足音）待ってー、まだ、閉めないでー。一皿くださーい」

あきれる柿元。

柿元「たくましいというか何というか……あ、（柿元の足音が遠のく。）ベロニカさーん、私の分もー、一皿注文お願いしまーす」

ベロニカ「（遠くから）チョース」

柿元「恐縮でーす」

（終わり）











十四「カップ麺と玄米茶からの開放」



○　14-1.　　吟泉堂店内

（ＢＧＭ）吟泉堂のテーマ

店主吟泉はタバコをくわえて、品物を鑑定している。

吟泉「うーっむ……」

ベロニカ「で？」

吟泉「う、うーん……」

ベロニカ「で、いくらなのよ？」

吟泉「ベロニカ、いったいこれどうしたのよ？」

ベロニカ「ファンからの……」

吟泉「（タバコの煙をはく）……ファンからのねえ……ぬいぐるみって……お前さんのイメージと合わねえけどなあ……」

ベロニカ「わ、私だってぬいぐるみくらい……」

吟泉「くまのプーさんはねえだろう」

ベロニカ「だっ、大好きよ」

吟泉「こりゃあ、たかしの貢ぎ物でもなさそうだしなあ……」

ベロニカ「ねえ、いくら？」

ベロニカの言うことを聞いていない吟泉。

吟泉「なーんか変なんだよなあ……」

ベロニカ「ねえ、ちょっと聞いてんの？」

吟泉「まさか、食うに困って万引き？」

ベロニカ「してません！」

吟泉「うーん……おや？　このプーさんは……ぬいぐるみ関係の鑑定本はと……たばこじゃまだな（灰皿でたばこを消す）あ、あったあった、えーと（重そうな本を広げページをめくる）へ、へー……」

ベロニカ「ひょ、ひょっとしてレアもの？　ね、ねえ」

吟泉「ますます変だな……ファンからなんてなあ……うーん……」

ベロニカ「（色っぽく）ね、ねえー、い・く・ら？」

吟泉「七万」

ベロニカ「え！」

吟泉「あ、いけねえ……つい本音言っちまった。お前さん、色気は反則だよ」

ベロニカ「な、七万……ほ、ほんと？」

吟泉「ホント。これは上物だね。お前さんの言うとおり、レアもんのプーさんだ」

ベロニカ「くー、久しぶりの万札だよー。（応援団のようなリズムに乗せた口調で）な・な・ま・ん、な・な・ま・ん……」

吟泉「おっと、ベロニカ、喜ぶのは良いが、その前に」

ベロニカ「何よ」

吟泉「こいつはどうやって手に入れた？　正直に言いな。でないと、引き取れねえな」

ベロニカ「わかったわよー。あのね、昨日の夜マンションに帰ったら、寝室にあったのよ」

吟泉「じゃあ、やっぱりたかしか？」

ベロニカ「ちがうわ。たかしと別れてから、すぐに鍵は代えているもの」

吟泉「じゃあ誰だよ。おふくろか？」

ベロニカ「ちがうわよ」

吟泉「じゃあ誰だよ」

ベロニカ「たぶん……マネージャー、っていうか、元マネージャー」

吟泉「元ってなんだ？」

ベロニカ「うん、ちょっとね。彼、事務所クビになったんだよね」

吟泉「へえ……」

ベロニカ「彼なら、私の部屋の鍵持ってたしね」

吟泉「マネージャーって、鍵まで持ってるのか？」

ベロニカ「私の事務所はね、そういう方針。でも、もうその鍵も代えてもらったけどね」

ＳＥ：ライターの音

吟泉はタバコに火をつけ、吸いながら話を続ける。

吟泉「トップモデルの部屋の鍵かあ……でもなんで元マネージャーがそんなことを？」

ベロニカ「たぶん、お詫びの印なんだと思うよ、うん」

吟泉「（煙草の煙をはいて）……何か、事情がありそうだな」

ベロニカ「そうねえ、ちょっと言えない事情かな。大金絡んでるし」

吟泉「そうか……で、今は、お前さん、マネージャーは？」

ベロニカ「募集中。でも、一人候補はいるわ。近くのお寿司屋の娘さんなんだけどね、彼女にお願いしようかと思ってる」

吟泉「そうか、そりゃあよかった……（煙草の煙をはいて）……俺がもう少し若けりゃ、お前さんのマネージャーやるんだけどなあ……」

ベロニカ「何言ってるんだか。ねえ、それより、七万円」

吟泉「おっとそうだった（手提げ金庫からお金を出し、一万円札を数える）ひい、ふう、ほれ、七万円」

ベロニカ「ありがとう」

吟泉「と、その前に、一つ注文がある」

ベロニカ「な、何よ、もう？（小声で）はやくよこせー」

吟泉「お前さんのほれ、何だ、あのラジオ番組」

ベロニカ「『おしえてベロニカ』のこと？」

吟泉「そうそう、それでな、たまには、この吟泉堂の宣伝してくれよ」

ベロニカ「私が質屋に通っているなんて、言えるわけないでしょ」

吟泉「なるほど、そりゃ一理あるな……じゃあこんなのはどうだ。お前さんは、太極拳仲間の俺の商売を手助けするため、時々、質草を持ってきてくれている、ってのは？」

ベロニカ「うん、それならいいわ」

吟泉「でな、そのとき、このぬいぐるみの宣伝してくれねえか？　引き取ったはいいが、レアなぬいぐるみなんてえのは、なかなか流れねえからさ」

ベロニカ「わかった。約束する」

吟泉「ありがとうな。ほんじゃ、七万円」

ベロニカ「ありがとう」

ベロニカは扉を開け店を出る。

ベロニカ「（ガッツポーズをとり）ななまんえん……よ、よし、これでカップ麺と玄米茶の生活から脱出できる。帰りにワイン買っちゃおうかなあ……サンクス、マネージャー、いや元マネージャー。あんたの横領した三千万、これでちゃらにしてやるよ！」

ベロニカは歩き出す。

ベロニカ「んなわけないか。大体三千万も妙な団体に寄付するんじゃねえよ、ばーか。しっかし頭に来るよなーあの団体。いっそのことダイアナから大統領にお願いしてもらって……（笑う）うふ、ダイアナなら、きっと（柿元を真似て）『チョス、恐縮です』なーんて言って引き受けてくれそうだけどなあ……」

（Ｃ・Ｆ）：ベロニカの台詞が小さくなり、吟泉堂の*GＭが大きくなるクロスフェード

（ＢＧＭ）吟泉堂のテーマ

吟泉（Ｍ）「元マネージャーのお詫びの印って、ベロニカ、どこまでおめでたいんだ。こりゃあ、体のいい脅迫じゃないか……裏で大きな組織が動いてるな。さあてと、防犯カメラの映りのいい店舗は……」

吟泉「おーい、これ大名の店舗に百万で出しておいてくれー」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











十五「されど玄米茶」



○　15-1.　　れいかの美容院

（ＢＧＭ）店内で流れるにふさわしい音楽

ＳＥ：波打つようなヘアドライヤーの音が続く

れいか「お忙しいのに、わざわざ美容院まできていただてすみません。言ってくださればご自宅へ出張しましたのに……（ドライヤーで髪を乾かしながら、指で髪をバサバサといている音がする）……ベロニカさんの髪ってホントにサラサラですね。指がスーって入っちゃう。一体どんなお手入れをしているんですか？……ベロニカさん……」

ベロニカ「あ、ああ、ごめんなさい。気持ちいいもんで、眠ってたわ」

れいか「すいませーん。起こしちゃって」

ベロニカ「いえ、いいのよ。全然」

ドライヤーの音が止む。

れいか「えーと、五センチくらい切るんでしたよね。じゃあ、これくらいですけど、大丈夫ですか？」

ベロニカ「あら、思ったより短くなるわね。三センチにしておこうかな」

れいか「じゃあ、このくらい」

ベロニカ「ええ、そのくらいで」

れいか「わかりました」

以後、ハサミの音や椅子のきしむ音をが続く。

れいか「ベロニカさん、今日はお仕事お休みですか？」

ベロニカ「ええ、今日はオフなの」

れいか「わざわざ来ていただいてすみません。連絡いただいたら、ご自宅まで出張しましたのに」

ベロニカ「じゃあ、今度はお願いするわ」

れいか「ええ、ぜひ」

ベロニカ「でも、結構忙しそうねえ」

れいか「まあまあです」

ベロニカ「休日は？」

れいか「毎週月曜日です」

ベロニカ「週一？」

れいか「はい。あ、ちょっと下を向いてください。すみません」

ベロニカ「スタッフさんは何人いるの？」

れいか「私も入れて六人です」

ベロニカ「六人もいるんだ」

れいか「本当はあと二人欲しいんですけどね」

ベロニカ「六人でも足りないんだ」

れいか「ええ」

ベロニカ「まあ」

ベロニカ（Ｍ）「うーん、マネージャーお願いするの無理かな……。」

れいか「どうかしました？」

ベロニカ「い、いえ」

れいか「お疲れなのかも。ベロニカさんのお仕事は分刻みだから」

ベロニカ「そうねえ……」

ベロニカ（Ｍ）「あちゃー、だめだこりゃー。あきらめよう。」

れいか「あ、そういえば、昨日、父のお店に、ティース百合子が来たんですよ」

ベロニカ「ええっ？」

れいか「知り合いの芸人さんに教えてもらったって言ってましたけど」

ベロニカ「知り合いに？」

ベロニカ（Ｍ）「マネージャーが話してたんだな。やばー」

れいか「あの人テレビと同じでおもしろい人ですね」

ベロニカ「そうなんだ」

ベロニカ（Ｍ）「どうしよう。ダイアナに連絡しなきゃ」

れいか「例の『ミョッポーン』、何度もやってくれて。お客さんも大笑い」

ベロニカ「まあ」

ベロニカ（Ｍ）「ただでギャグやるなんておかしい。やっぱり何か企んでる」

れいか「店中大爆笑でしたよ」

店内（二人から離れたところ）の電話が鳴る。店員がとり呼び出し音が止む。

ベロニカ「れいかさん、あの……」

店員「れいかさーん、お父様からお電話でーす」

れいか「はーい。（ベロニカに）すみません」

ベロニカ「どうぞ」

れいか「（遠くで）　もしもし……うん、いらしてる……（笑いながら）別に隠してたわけじゃないわよ……さあどうかなあ……ちょっと待って、（ベロニカに）ベロニカさん、父があとで夕食いかがですかって言ってますが、お時間ありますか？」

ベロニカ「えーっと、今日は……」

ベロニカ（Ｍ）「今日は断った方が無難かな……ティース百合子が接触した翌日だし」

れいか「（電話に）えー、ぜひ誘えっていわれても、ベロニカさん忙しいわよきっと……うん、わかった、もし、お時間あるようだったらね……（笑いながら）わかったよ、わかったって。じゃあね、またあとで」

ベロニカ（Ｍ）「なんとかしないとなあ……仕事だけじゃなくて、たきがわ寿司まで浸食されたんじゃたまらない」

れいか「すみませーん、いつものことで」

ベロニカ「いえ、こちらこそ。いつもありがたいわ」

ＳＥ：ハサミの音

れいか「もう、父ったら、（笑いながら）ティース百合子の時と大違いなんだから」

ベロニカ「え？」

れいか「あのですね、お客さんはティース百合子が気に入ったみたいなんですけど、父は全然で」

れいか「はあ？」

れいか「ティース百合子、玄米茶が嫌いみたいなんです」

ベロニカ「玄米茶？」

れいか「私、ベロニカさんが玄米茶がお好きだって父に話したんです。（笑いながら）そうしたら、翌日からお店で玄米茶出すようになって……でも、ティース百合子ったら『昔から玄米茶嫌いやねん』って」

ベロニカ「へえ」

れいか「（笑いながら）実はたきがわ寿司の店員みんなもベロニカさんの大ファンですからね、父と全く同じで……結局、たきがわ寿司はティース百合子には今後一切お寿司は握らないそうなんですよ、全くもう。まさに『ミョッポーン』ですよね」

ベロニカ「まあ」

ベロニカ（Ｍ）「げ、玄米茶に救われるとは思わなかった……。」

（Ｆ・Ｏ）        以下、れいかの台詞と店内のハサミの音などがフェードアウト     

れいか「ほんと、父ったら。ティース百合子だって、通ってくれればお店のいい宣伝になるのに。でも、板さんたちも、気が乗らないっていうんだからしかたないですよね」

（終わり）











十六「マネージャー探して！」



○　16-1.　　ベロニカ自宅マンション室内

ベロニカは電話で事務所の社長と話している。

※（）部分は、会話のタイミングをとるための仮の台詞なので、録音する必要はない。

ベロニカ「もしもし、社長。もしもし聞いてます？（聞いてるよ）だからあ、マネージャーなんとかなりませんって言ってるんです？（お前、当てがあるっていてたろう？）ええ、確かに、当てがあるって言いましたけど、（どうなったんだそいつは？）無理ー。だって、私の実生活をあまりにわかっていないんだから、頼めないじゃないですか。（ははは、なんだそりゃあ？）そこで笑わなーい！。結構深刻なんですから。ファンの夢を壊さないように私も頑張っているわけですよ。（おー、すまん、すまん、そりゃ大切なこったな）大切なこったなあって、また、人ごとのように。元はと言えば、あなたの従業員が、私のプロモーション用に寄付された三千万を横領したからじゃないですか。監督不行届ですよ、全く。私もう踏んだり蹴ったり。もしもし、ねえ、聞いてます、社長？（お、おおう、聞いてるぞ）なーにが、お、おおう、ですか？全くもう！（そういうなよー、ベロニカちゃん、凄腕のマネージャー探してるところだからさあ。）ベロニカちゃんって、もう……でも、凄腕のマネージャー探すってホントですか？私もそろそろ本格的にカムバックしたいんですよね。（事務所としてもそう願いたいね）でしょう？……じゃあ、早く、マネージャー探してください。あ、でないと、これ、国際問題ですよ。何たってあの三千万円は、匿名とはいえ一国の大統領が、私ベロニカのために寄付してくださったお金なんですからね。それが、マネージャーに横領されたなんて、そんなことが知れたら、芸能人の大麻事件どころの騒ぎじゃなくなりますよ。（お、おおう、わかってるよ。）なーにが、お、おおう、ですか？（だってさあ、ベロニカちゃん、なんだかそれって脅しだよー、こわいよー）脅し？（半べそ）ひ、ひっどーい……（あ、ベロニカちゃん、ごめん、ごめん）ごめん、ごめんって、反省するならマネージャー探してください。でないと、ハイエナの柿元が黙ってないと思いますよ。（あたー、それは勘弁して）しつこいですよ、彼。あ、ひょっとしたら、彼が大統領に情報を送ったりして（そんなバカなあ）バカじゃなーい！　インターネットのこの時代に何を安心しているんですか？　目を覚ましなさい！（は、はい）よーし、それでこそ社長！　よ、がんばって！（わかったよ、わかったよー）ほんとに？（わかりましたあ）ほんと？（しつこいなあ）じゃあ、おまかせします。凄腕のマネージャーよろしくお願いしますね。なんたって、これは国際問題なんですから。はい……はい、じゃあよろしく。あ、それから、当面の生活費もね……（押しつけるように）はい、よろしくー」

電話を切る。ピッという音。ベロニカは、柿元に電話をかける。しばらく呼び出し音。

※以下柿元の（）部分は、会話のタイミングをとるための仮の台詞なので、録音する必要はない。

柿元（きょ、恐縮です）

ベロニカ「モモ、モモ。ベロニカです。柿元さん？」

柿元（チョッス！どうしました？）

ベロニカ「チョッス、チョス、実は、今まで社長と話してて」

柿元（プロダクションのですか？）

ベロニカ「チョス、あ、はい」

柿元（何か問題でも？）

ベロニカ「いえ、ノース、ノース。問題ということではなく、マネージャー早く見つけて、私をもっと働かせろ、っていう話で」

柿元（ああ、そう願いたいですね。大統領が喜びます

ベロニカ「だから私言ってやったんですよ、（笑いながら）これは国際問題ですよって」

柿元（ええ、例の三千万円横領事件が耳に入ったら、これは大変です）

ベロニカ「ほんとに大変。ところで大統領はお元気なんですか？」

柿元（ええ、うるさいくらい）

ベロニカ「よかった、お元気で。よろしくお伝えください。柿元さん」

柿元（何ですか？ベロニカさん）

ベロニカ「私、ほんとにカムバックできるでしょうか？」

柿元（大丈夫です。はい）

ベロニカ「ほんとに？……でも、またじゃまされたりして」

柿元（私これでもベテランの芸能レポーターです。その私が保証します）

ベロニカ「ありがとうございます。柿元さんにそう言っていただくと、なんだか勇気がわいてきました」

柿元（恐縮です。私が応援していますから、絶対にくじけないでください）

ベロニカ「チョ、チョス。チョス、柿元さん。ありがとう」

柿元（それには、やっぱりマネージャーですね。何とかしないと）

ベロニカ「ええ、そうなんです。マネージャーがいないと……」

柿元（先日心当たりがあるっておっしゃってましたけど）

ベロニカ「れいかさんのことですね。ダメでした。彼女やご家族のみなさんが、私の生活はすごく忙しくて優雅だって思っていますからね。夢を壊せませんし」

柿元（わかります、わかります。そうですかあ）

ベロニカ「いつもワインと高級料理っていう風に思われてますから」

柿元（それもわかりますよ。ベロニカさんが期限切れのカップ焼きそばを食べているなんて誰も思いませんよ）

ベロニカ「期限切れのカップ焼きそばを食べているって……なぜ、そんなことを？」

柿元（あ、これは失敬）

ベロニカ「ああ、そうだったあ、柿元さんったら、私の出したゴミを……」

柿元（恐縮です）

ベロニカ「フフッ、恐縮ですって、もうー」

柿元「仕事でしたので……恐縮です」

ベロニカ「いいんですよ。なんたってコードネーム、ダイアナ、スパイですからね」

柿元（きょ、恐縮です）

ベロニカ「ウハハッ、また、恐縮ですって、もう……でも、考えてみれば、柿元さんが一番私のことを理解してくださっているんですよね。あ、もしかしたら、私のマネージャーに一番……（柿元がうううっとうめき始める）ど、どうしました、柿元さん？　うううって、柿元さん、どうしたんです？　柿元さん、大丈夫？　柿元さん」

柿元（バ、バーガーエネルギーが切れました）

ベロニカ「はあー、切れた？　バ、バーガエネルギー？　あ、ハンバーガーのエネルギーってこと？　コーラで動いてるフランキーか？……柿元さん、サイボーグじゃないんだから……」

ベロニカ（Ｍ）「だめだこりゃー……（より深いエコーボイスで）はあー、マネージャーが欲しい！」

（終わり）











十七「アロマ･シャンプー」



○　17-1.　　れいかの美容院・夜六時半頃

（ＢＧＭ）店内で流れるにふさわしい音楽

柿元が客として来ている。シェークをストローですすっている。

柿元「は、はあー、落ち着いた。れいかさん、どうもすみません。こうやって美容院で長時間座っておりますと、カロリー不足がおこりまして」

れいか「（笑って）いいんですよ。じゃあ、シャンプーしますから、こちらに」

柿元「は、はい」

柿元はうめきながら椅子に座る。椅子のきしむ音がしている。

れいか「座れます？　ハハハ、お相撲さんみたい。大丈夫ですか？」

柿元「きょ、恐縮です」

れいか「窮屈そうですけど、ほんと、大丈夫ですか？」

柿元「だ、大丈夫です」

れいか「じゃあ、ちょっと失礼して……お顔にタオル置きますねー」

柿元「は、はい」

れいか「じゃあ、はじめますねー」

柿元「は、はい」

ＳＥ：しばらく髪を濡らすためのシャワーの音

れいか「柿元さん、色々教えてくださってありがとうございました」

柿元「は、はい」

れいか「ベロニカさんがそんなに苦労されていたなんて。芸能界ってこわいな。（シャワー音が止まる）はい、じゃあ、シャンプーしていきますねー」

ＳＥ：シャンプーの容器の音、髪にシャンプーをつけて頭皮をマッサージする音

柿元「ああああ、いい匂いだ」

れいか「毎日おつかれでしょうから、少しアロマ効果の強いのを使っています」

柿元「きょ、恐縮です」

れいか「大丈夫ですかー？」

柿元「あ、ああ、あああ、き、気持ちい、いいー」

れいか「でも、許せませんよね、ティース百合子たち」

柿元「ええ、まあ、思想や宗教が変な風にからんでしまいますと、とかく妙なことが起こってしまいます。ああ、ああ、シャンプーがこんなにいいものだなんて……」

れいか「人を陥れておいて何が宗教なんだか……（マッサージ音が強く速くなる）ほんとに、もう！」

柿元「ああ気持ちいい、あああ、あっ、うっ、うあああああ、い、痛っ、ああ、ちょ、ちょっと痛い」

れいか「あ、ごめんなさい。痛かったですか？」

柿元「きょ、恐縮です」

れいか「ほんと、ごめんなさい。つい……大丈夫ですか？」

柿元「大丈夫です」

れいか「じゃあ、シャンプーを洗い流しますねー」

柿元「あ、はははい」

ＳＥ：しばらくシャンプーを洗い流す音

柿元「は、はああ。気持ちいい。このシャンプーの匂いは何の匂いですか？」

れいか「すこし柑橘系のを選んでいます」

柿元「柑橘系ですかあ」

れいか「でも、なぜベロニカさんが、そんな目に遭うんでしょう？」

柿元「はい、私も、なんとかスキャンダルの背後にいる組織くらいまではつかんだんですが、結局、何がきっかけで……といいますか、何が原因で、ベロニカさんを攻撃するようになったのかがいまひとつわかりません」

れいか「そうですよねえ。辛口のベロニカさんでも、特定の宗教を悪く言うなんてないだろうし……」

柿元「らしいですね。本人も、覚えはないそうです」

れいか「あ、その宗教の勧誘をベロニカさんがむげに断ったとか？」

柿元「それも覚えがないそうです」

れいか「そうなんですか……はい、じゃあ、今度はトリートメントしましょうねー」

柿元「トリートメント？」

れいか「はい、髪の中に栄養を入れないと」

柿元「あ、あのう、みなさん、こんなに髪の手入れを？」

れいか「ええ。普通ですよー」

柿元「（つぶやき）そうなんだ」

れいか「こうやって、栄養を髪に染み込ませて……ついでですから、地肌もマッサージしておきましょうね」

柿元「は、はは、はい」

れいか「何かの逆恨みですかね？」

柿元「え？　あ、そ、そうかもしれません」

れいか「ひょっとして、ベロニカさんが、ティース百合子の仕事をとっちゃったとか？」

柿元「あ、なるほど。それは、気づきませんでした。はい。さっそくそれについては調査してみます。ああ、マッサージ、いい気持ちです」

れいか「私、柿元さんのこと、ただの下品なレポーターと思っていました。ごめんなさい」

柿元「普通はそうです。はい」

れいか「そんなことないですよー。ベロニカさんのことそんなに考えていらっしゃるし……」

柿元「ベロニカさんは、ちょっと事情があって特別です」

れいか「え？まだ何かあるんですか？　なんですかあ、その事情って。（マッサージの音が速くなる）。もう、なんですかあ？」

柿元「あああ、あああ、ちょっと痛い」

れいか「す、すみませーん。つい」

柿元「じ、実は、わたくし、（ピー音）国の出身でして」

れいか「へー、そうなんだあ。そういえば、柿元さんの体型って日本人離れしていますよね」

柿元「い、いえ、これは単なる食べ過ぎかと……恐縮です」

れいか「あれ？（ピー音）国って、あのう、最近まで戦争していたんじゃ？……」

柿元「戦争といいますか、正確には内乱ですね。二年前までは大変でした。でも、今は落ち着いていますよ」

れいか「そうなんだ。内乱だったんですね」

柿元「ええ、（ピー音）国は、美しい国なんですけどね。なんかイメージ悪くて……」

れいか「そ、そういえば、『美しい国（ピー音）国』っていう本がありましたね」

柿元「あ、恐縮です。それで、わたくしは、その国の大統領からの依頼で、ベロニカさんのことを調査しておりまして……」

れいか「え、ええ？　大統領？」

柿元「はい」

れいか「いいんですか？私なんかにそんな話をなさって」

柿元「えーっと、あまりよくはありません。どうか、ご内密に」

ＳＥ：デジタルクロックのアラーム音

店員「れいかさーん、ラジオの時間ですよ」

れいか「あ、かけてー、お願い」

店員「はーい」

店員はラジオのスイッチを入れ、『教えてベロニカ』が始まる。

（Ｆ・Ｏ）※柿元たちの台詞の背後で番組のベロニカの台詞がかぶっている。

ラジオの『教えてベロニカ』「教えてベロニカ（軽快なＢＧＭ）はい、と言うことで今週も始まりました、教えてベロニカ、このコーナーではリスナーのみなさんの質問に私ベロニカがお答えいたします。イェー。（パフパフパフとクラクション：ベロニカが鳴らしている体）」

柿元「私、この番組好きなんですよねえ。葉書読まれたこともあります」

れいか「ええ？ほんとですか？」

柿「恐縮です」

（終わり）











十八「教えてベロニカ　五」



○　18-1.　　福岡のラジオ局内録音スタジオ・夜七時頃

ベロニカエコー「教えてベロニカ！」

Ｍ：教えてベロニカの軽快なジングル

ベロニカ「はい、と言うことで今週も始まりました、教えてベロニカ、このコーナーではリスナーのみなさんの質問に私ベロニカがお答えいたします。イェー」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすパフパフクラクションの音、ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「それでは、早速お葉書行っちゃいますかー。えーっと……まあ、これはまたカラフルなお葉書ね。フムフム、あー、やっぱりリスナーのみなさんとのつながりは、お葉書ですね。メールなんかじゃないなあ……って、アナログな私。おっと、えー、ラジオネーム、漢委奴国王（かんのわのなのこくおう）さん。わ、金印ね。三十歳、男性っと。金印……ああ、なるほど、葉書のこれは、金印をデザインしているのか。『ベロニカさんこんばんは』はい、こんばんはー。『先日志賀島の海岸でベロニカさんを見ました』（ガーンというピアノの不協和音の効果音をベロニカが自分で音を入れて）、ブツブツ、どこで見られちゃったんだろ？　ちょっとー、この類（たぐい）のお葉書はなるべく選ばないでって言ってるのにい、もうー……っと。『驚きでした、志賀島でベロニカさんを見るなんて。ラッキー。真っ赤な夕焼けを眺めていたベロニカさんは、まるで女神のようでした。あれは取材かなにかだったのですか？』まあ、女神だなんて、言いすぎよー。あれはー……志賀島の万葉歌碑を尋ねて一人で行ってみたのです。『ちはやぶる　鐘（かね）の岬を　過ぎぬとも　我れは忘れじ　志賀（しか）の皇神（すめかみ）』……波が荒く危険な鐘の岬を無事に過ぎても、安全航路をお願いした志賀の神さまのことはわすれません。昔は、志賀島から奈良へ船で帰るとき、福岡県の『鐘の岬』今の宗像市鐘崎あたりが航海の難所だったそうですね。あ、ご存知でした？　志賀島にある志賀海（しかかい）神社って、あ、これって、『しかうみ神社』っていうのかしらね？　どちらかよく分かりませんけど、まあ、いいか。あの神社って、わだつみ、つまりー、日本神話に登場する海の神さまの総本山らしいですよ。リスナーのみなさんのお知り合いで、航海に関係している方がいらっしゃったら、ぜひ、訪れてみてくださいね。ベロニカの、お・ね・が・い。でもねー、あの日、真っ赤な夕日を堤防越しに見ていたんですけど、堤防下の浜辺には熱々のカップルがいらっしゃって……あー、ひょっとして漢委奴国王（かんのわのなのこくおう）さんって、あの時のカップルの？……彼女とチュッチュしてて、私と目が合ったあの―？」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「やれやれ、次にいきましょう、次に。ラジオネーム、村の駐在さん。五十五歳、男性。まあ、五十五歳の方からなんて。ありがとうございます。『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『おぼえていらっしゃいますかー？昨年大変お世話になりました、村の駐在です』うん？　駐在さん？　わ、ひょっとしてあの時の？　フフフ、駐在さん、お葉書は標準語なんですね。（駐在の訛りと思われる言い方を真似る）あー、もー、びっくりしたー。『あれ以来、私たちも、毎朝太極拳をやっております。（だんだん声が小さくなる）おかげさまで娘も立ち直ることができ、……（聞き取れないように読む）……』へえー、そうなんですか。皆さんお元気そうでなによりですね。駐在さん、わざわざお便りくださりありがとうございました。これからも、この番組を聴いてくださいね。あ、そうだ、忘れる所だった。みなさん、太極拳で一つ思い出しました。実は、私、福岡に太極拳仲間がいるんです。その方、春日公園の近くで吟泉堂っていう質屋さんを営んでいらっしゃるんですけど、この前、その方にどうしてもって頼まれて、お譲りしたものがあるんです。くまのぺーさんのぬいぐるみ。なんでも、吟泉堂さんがおっしゃるには、すごーくレアなものらしいんです。ずっと私と一緒に生活してきたぬいぐるみなんですけどね。まあ、そろそろ、お別れ時かなあとも思いまして、思い切って吟泉堂さんに協力！……って、協力したはいいんですけど、実は、なかなかこういうものってさばけないらしくて……もう！吟泉堂さんったら計画性がないんだから！　みなさん、ご興味のある方は、ぜひ、一度、吟泉堂さんに行ってみてください。ウフッ、私の分身とも言えるぬいぐるみ、早い者勝ちよ」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「ラジオネーム、ボスこと株式会社ＧＭＴ広報課長津田のぞみさん、あ、あれ？これっていつかの……『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『先日の放送でベロニカさんにあきれられた津田のぞみです。』あらあー、やっぱりあの課長さん。部下との飲み会で悩んでいた……『匿名希望だったのに、名前を読まれてしまった津田のぞみです』失礼しました……『あの放送の後、それはもう広報課内は、大騒ぎ。あんなことやこんなことや、それはそれは大変でした』し、失礼しました。『でも、結局は、あれでよかったみたいです。私もみんなと腹を割って話すことが出来始めました。くよくよしている暇があったら、どーんと飛び込んでみる方がいいみたいですね。ありがとうございまし。』　で、でしょー。きっとこうなると思ったんですよね。職場の人間関係って、そう簡単に避けられるものでもありませんからね。どうせなら、どーんって直接ぶつかったほうが結果オーライになる可能性も大きいんじゃないかと思ったわけですよ。よかったですね、津田のぞみさん」

Ｍ（Ｆ・Ｉ）：ベロニカミューティドトランペット曲

（Ｃ・Ｆ）：音楽は大きくなり、ベロニカの台詞が小さくなっていくクロスフェード

ベロニカ「でも……ふふふ、ちょっとあまいかも。本当に事態が改善されたのかしらね。ひょっとして、本当は部下の皆さんがあなたに合わせてくれているだけかも。あなた抜きの飲み会……意外に今も続いていたりして」

（終わり）











十九「糸口」



○　19-1.　　れいかの美容院・夜七時半頃

（ＢＧＭ）店内で流れるにふさわしい音楽

ＳＥ：しばらくドライヤーの音が続き、止む

れいか「柿元さん、ちょっとだけ仕上げのカットしますけど、カロリー補給は大丈夫ですか？」

柿元「は、は、はい。なんとか」

れいか「じゃあ」

ＳＥ：ハサミで髪を切る音（仕上げのカットなので、時々なる程度）

れいか「ベロニカさん、志賀島に行くなら言ってくれれば良かったのにな」

柿元「え？」

れいか「実家がお寿司屋ですから、しょっちゅうお魚の仕入れで行ってるんです」

柿元「ああ、なるほど。実はあれ……私がベロニカさんのお供をしたんです」

れいか「ええ？　そうなんですか？」

柿元「放送ですから、一人で行ったことになってましたけど」

れいか「へえ」

柿元「志賀島の金印ドッグが食べたいっておっしゃるもので」

れいか「わー、私大好きですよー、それ。あれ、でも、金印ドッグって……ベロニカさんもたまにはお肉を食べるんですね」

柿元（Ｍ）「おっと」

柿元「あははは、実際に食べたのは、私ですけどねー」

れいか「なーんだ、やっぱりー。でも時々は食べたらいいのにな」

ハサミの音が止む。

れいか「はい、おつかれさまでした」

柿元「きょ、恐縮です」

れいか「後ろはこんな感じになっていますよー。鏡見えますか？」

柿元「は、は、はい。ありがとうございます」

れいか「トリートメントもしてますから、ほら、髪がつやつやして」

柿元「わー、ほんとだ」

れいか「十歳は若返った感じですよね」

柿元（Ｍ）「ふーん、若返ったハイエナか」

柿元「あ、あのう、髪って、こんなに手入れをするものなのでしょうか？」

れいか「人にもよりますけど、柿元さんみたいに芸能関係の方はなさった方がいいと思いますよ」

柿元「わ、わかりました。これから通わせていただきます」

れいか「お待ちしています。ところで、柿元さん」

柿元「は、はい」

れいか「今日は、ベロニカさんの事情を話してくださってありがとうございました」

柿元「きょ、恐縮です」

れいか「ベロニカさんを追い詰めている団体の広告塔がティース百合子、そして、その団体の一味にベロニカさんのマネージャーがからんでいた。そして、柿元さんのお国の大統領がそれを気にしていて……柿元さんは、芸能レポーターの傍ら、何がきっかけでこんなことになったのかを調査している」

柿元「す、すばらしい。私のとりとめもない話から、よく、まあ。やっぱり、れいかさんは、頭のいい方ですね」

れいか「そんなー、はい、シェークどうぞー」

柿元「あ、これはどうもすみません。アイ・ラブ・シェーク。（シェークをすする）は、はああ、幸せ」

れいか「柿元さんがおっしゃっているマネージャーの件、もう少し考えさせてください」

柿元「きょ、恐縮です。急ぎませんから。それに、プロダクションでも探しているでしょうし」

れいか「すぐにお返事できずにすみません。でも、身の回りのお世話くらいなら、なんとかさせていただきますから」

柿元「きょ、恐縮です」

れいか「人前であんなに明るく毅然とされているベロニカさんが、こんなに苦労されていたなんて。知らなかったー。やっぱりプロですね、ベロニカさんっ」

柿元「はい。プロですねえー。それに……」

れいか「それに？」

柿元「みなさん誤解されていると思いますけど、ベロニカさんって、意外とシャイなところがありまして。今日の放送でも、村の駐在さんのところでベロニカさん何かをごまかしていたでしょう」

れいか「そう言えば……」

柿元「あれって、きっとベロニカさんの照れ隠しだと思います」

れいか「駐在さんから丁寧なお礼を書かれて照れてたんですね？」

柿元「実は、あの駐在さん、私の調べでは、ベロニカさんのスキャンダルの鍵を握っている方のようでして」

れいか「えー。あの駐在さんがですか？」

柿元「はい。絶対に解決の糸口を握っています」

れいか「ベロニカさん、ティース百合子たち、村の駐在さん？」

柿元「三者には何かがあるはずです。ベロニカさんも気づいていない何かが。そのうちすべてを暴いてみせます、はい。私は、誰あろう、（ジングルが鳴る）ハイエナの柿元ですから」

れいか「かっこいー。私もぜひその調査に協力させてください」

柿元「きょ、恐縮です」

れいか「ところで、今、タイミング良くジングルみたいなのが聞こえませんでした？」

柿元「ああ、これですか？　私、（ジングルが鳴る）ハイエナの柿元ですから」

れいか「それそれー。どこから聞こえてくるのかしら？」

Ｍ（Ｆ・Ｉ）：ベロニカミューティドトランペット曲

（Ｃ・Ｆ）：音楽は大きくなり、二人の台詞が小さくなっていくクロスフェード

柿元「実は、私個人的に音響さんにお願いしまして、私が、手をこういう風に挙げたときに、（ジングルが鳴る）鳴らしてもらうようにしているんです」

れいか「わー、いいなあ、いいなあ、私も欲しい、音響さーん、私もジングルが欲しいー」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











二十「神谷（かみや）真理子」



○　20-1.　　吟泉堂

（ＢＧＭ）吟泉堂のテーマ

神谷真理子、ベロニカ、吟泉が、大名支店で撮していた防犯カメラの映像チェックをしている。真理子がキーボードを操作し、店主とベロニカが映像を見ている。

ＳＥ：台詞のタイミングに合ったキーボードの操作音

吟泉「いやあー、しかし、新しいマネージャーもウルトラ級の美人じゃなあ。でへ、えへ、えへ」

ベロニカ「ほらあ、よだれ垂らしてないで、ちゃんと映像のチェックする！」

吟泉「うーん、そう言われてもねえ。こんなに人が映ってるんじゃ……」

ベロニカ「ねえ、真理子、ちょっと映像止めて」

吟泉「おお、神谷さん、下の名前は真理子さんっていうのか」

真理子「はい」

吟泉「ああ、よい名前だ。おせんべい食べる？（せんべいを食べながら）このせんべいはねえ……」

ＳＥ：キーボードの操作音

ベロニカ「こらこらあ、さぼるんじゃない。そもそも、これって、あなたが考えたんでしょう。大名支店にくまのぺーさん置いて、それを見に来る客を店のカメラで記録する。そしてその映像をこうやってチェックすれば、ぬいぐるみを置いたのが誰なのか、何か手がかりがつかめるんじゃないかって」

吟泉「まあね。犯人は犯行現場へ戻るって言うじゃろ。そもそもおまえさんの言う、マネージャーが詫びに置いていったっていう説は、どうにもしっくりこんかったもんでなあ。これは、明らかに、有名イリュージョニストが経験したっていうあの、某国の手口に酷似しておるでな。ワシは、何らかの組織の存在を感じたんだよ。しかしまあ、お前さんのラジオがここまで威力があるとはね。こりゃあ、集まりすぎだよ。これじゃあわからん。（ベロニカのまねをして）『私の分身とも言えるぬいぐるみ、早い者勝ちよ。』なーんて、おまえさんが嘘八百言うからだぞ」

ベロニカ「だってー、私単純にぬいぐるみの宣伝をすればいいって思ったんだもの。こんな考えがあるのなら、最初から言ってよー。それになによー、この値段。ひゃ、百万？私からは七万で引き取っておいて、百万って」

真理子「ベロニカ！」

ベロニカ「は、はい」

真理子「吟泉堂さんはあなたのなあに？」

ベロニカ「と、友達？　太極拳仲間？（吟泉に向かって）ね、ねえ？ちょっと、なんとか言ってよー」

吟泉「ま、お友達、お得意様、太極拳の仲間、ってとこでしょうか」

ベロニカ「そ、そう、そう」

真理子「そうでしょう？　肉親でもないそんな方が、わざわざご自分のお店のカメラを使って、こうやって犯人捜しに協力してくださっているのよ。わからないの、それが？」

ベロニカ「はい、すみません」

真理子「それに……」

ベロニカ「ま、まだあるの？」

真理子「この防犯カメラ作戦は、あなたの身を案じてくださっているからこそのものでしょう、違う？」

ベロニカ「はい、そうです」

真理子「じゃあ、吟泉堂さんに横柄な口をきくんじゃありません。いいわね」

ベロニカ「はい」

真理子「吟泉堂さん、ベロニカの失礼、お許しくださいね。あら、どうなさったの？」

吟泉は涙を流す。

吟泉「真理子さん、ワシは、ワシは、今の今まで、この世の中に女神なんておるもんかと思っておったよ。ああ、なんて運が良いんだワシは。死ぬ前に、あなたに出会えて、よかった。うん、よかった。この世の女神の名前は真理子っていうんじゃなあ。（泣く）」

真理子「そ、そんな」

吟泉「よし、真理子さん、映像を流してくれ。あんたのそのやさしさにワシは報いねばな」

真理子「ありがとうございます」

ＳＥ：カチャカチャというキーボードの音

真理子「ほら、ベロニカ、あなたも、もっとこっちへ来て、ちゃんとチェックしなさい」

ベロニカ「はいっ」

吟泉「それにしても、ベロニカ、お前さん、こんな敏腕マネージャーをどこで？」

ベロニカ「プロダクションもいろいろあたってくれたんだけどね、結局だめで。なーんか、芸能界って冷たいねー。美容院のれいかさんも、柿元さんが頼んでくれたみたいだけど、やっぱねえー、申し訳なくて。それでね、まあ、唯一の頼みの綱ってことで、私が頼み込んだわけ」

吟泉「お前さんの頼みの綱？　へえ」

ベロニカ「まあ、詳しいことは言えないけどね」

Ｍ（Ｆ・Ｉ）：ベロニカミューティドトランペット曲

吟泉「おお、そんなこと言われると、教えて欲しくなるのが人の性（さが）。ベロニカ、教えてくれよ、そこんとこ」

ベロニカ「だめー。だめったら、だめー」

吟泉「あー、くそー、お前さんのその顔、憎たらしいけど、男泣かせな。教えろよー」

ベロニカ「（色っぽく）だめぇ」

吟泉「あ、こんどは色仕掛けか。真理子さん、教えてください。ベロニカとはどんな間柄なんです？」

真理子「ダメ」

吟泉「はい」

（Ｆ・Ｏ）











二十一「映像分析……の続き」



○　21-1.　　吟泉堂

（ＢＧＭ）吟泉堂のテーマ

ＳＥ：キーボードの操作音

ベロニカ「防犯カメラ作戦もからぶりね、これは」

真理子「これだけ大勢映像に映ってたら、さすがに難しいわね」

吟泉「めんぼくねえ。作戦倒れだった」

ベロニカ「（笑いながら）いいのよ、気にしないで。ねえ、これいつの映像？」

吟泉「今朝のじゃよ」

ベロニカ「そう……あ、あー、柿元さんだ」

真理子「ほんとだー、テレビと同じね、太ってるー。あはは、おいしそうにバーガー食べて」

吟泉「ベロニカ、お前さん、彼にはこのぬいぐるみのことは話していないのか？」

ベロニカ「まだ話してなかったー」

吟泉「相変わらずのんきなもんだ。ワシは、詳しい事情はわからんが、それでも、お前さんが今関わっている問題は、結構まずい問題だってことくらいはわかるぞ」

ベロニカ「えー、脅かさないでよ」

吟泉「いいか、ベロニカ、これからは、この真理子さんの言うことをよーく聞いて、何事も慎重にな。信じて良いのは、この真理子さんだけかもしれんぞ」

ベロニカ「ねえ、真理子ー。私、そんなにやばいのかい？」

真理子「（きっぱりと）やばい」

ベロニカ「マジ？」

真理子「マジ……あ、この人」

ＳＥ：キーボードの操作音。

ベロニカ「どれ？この人？」

真理子「知ってる？」

ベロニカ「知らん」

真理子「これ、ティース百合子のマネージャーよ」

ベロニカ「へえ。やっぱりぬいぐるみはあの集団か？」

真理子「おそらく」

ベロニカ「でも、何で真理子がマネージャーの顔なんか知ってるの？」

真理子「昔、ティース百合子を取材したことあるのよ。そのとき、この人マネージャーで横にいたもの」

吟泉「取材？」

真理子「ええ、私、本職は雑誌編集なんです。旅行雑誌なんですけど」

吟泉「おお、なんと知的な」

ベロニカ「ああ、もう、はいはい。でもさ、ティース百合子のマネージャーが店に現れたからって、それが何を意味することになるの？」

吟泉「なあ、ベロニカ。お前さん、ティース百合子に公園で待ち伏せされたよな」

ベロニカ「ええ」

吟泉「次に、お前さんの行きつけの寿司屋にもティース百合子は現れた」

ベロニカ「ええ」

吟泉「なぜだと思う？」

ベロニカ「公園のときは、私を拉致でもする気だった。お寿司屋は……私への嫌がらせ？　偵察？　うーん、言われてみれば、わかんないな」

吟泉「拉致ねえ……」

ベロニカ「違うの？」

吟泉「（シャイな感じで）ま、真理子さんはどう思う？」

真理子「ベロニカから聞いた話だと、ティース百合子は、公園のとき、ベロニカと柿元さんに気づかれたのでその場を去った、ってことだけど……そうよね、ベロニカ」

ベロニカ「ええ。柿元さんがビデオで撮影始めたのに驚いて……」

真理子「でもねえ、もしそれが本当なら、その後で、わざわざたきがわ寿司にやって来て、『ミョッポーン』なんてやるかしらね？」

吟泉「みごと、みごと。ワシも、そこがひっかかっておった」

ベロニカ「なーるほど。普通はしないね、そんなこと。ひとまず、ほとぼりが冷めるまでおとなしくするのが普通よね。すると……」

真理子「ここ数日の行動は、危害を加えるって言うより、精神的に追い込むためのもの？」

吟泉「まさに。ぬいぐるみもそうじゃないの？」

真理子「（不気味にハスキーな声で）おー、ベロニカー、夜道は気をつけなー、行きつけの店もマークしたー、家に帰っても安心するんじゃねえぞー、（明るく）こういう無言のメッセージなんじゃない？」

吟泉「つまりー、ベロニカ、（煙草を口にくわえ、明るく）お前さんは、ここんとこかなり悪質なストーキングにあっておるというわけじゃな」

吟泉は笑いながら、ライターでタバコに火をつける。

ベロニカ「（冷たく）真理子はたばこ大嫌いだよ。ちなみに私もね」

吟泉「し、失敬。（あわてて煙草をくちから放す）ワシだって、私だって、たばこは大嫌いだ、嫌いです。ああもう、忌々しい。一体どうして私の口にたばこが……」

ベロニカ「（笑いながら）いい機会だからおやめなさいな。あ、真理子、ストップ」

ＳＥ：キーボードの音

吟泉「どうした、ベロニカ、驚いて？」

真理子「また、柿元さんだ」

吟泉「なーんだ」

真理子「（驚いて）あー！」

吟泉「どうしました、真理子さん？」

真理子「柿元さんの隣にいる人」

吟泉「この大男がなにか？」

真理子「この人、（ピー音）国の大統領じゃない？」

吟泉「えー」

Ｍ：エンディング曲

ベロニカ「やっぱりー。でも、大統領ってそんなに簡単に町の中歩けるわけ？」

吟泉「いわゆる『お忍び』ってやつかもな」

ベロニカ「『お忍び』で、ぺーさん見に福岡にくるかな？　柿元さん、なんで黙ってたんだろ？」

真理子  「電話して聞いてみたら？」

（終わり）











二十二「ストーカー対策」



○　22-1.　　吟泉堂

（ＢＧＭ）吟泉堂のテーマ

ベロニカが携帯電話で柿元と話している。

ベロニカ「はい、じゃあそういうことで。あ、柿元さん、バーガー少しひかえましょうね。本気で体のことを考えないと。あ、そうだ、今度、太極拳に挑戦してみませんか？　ダイエットにもいいし。いいインストラクター紹介しますよ……（笑って）わかりました。じゃあ、また。チョス」

ＳＥ：携帯電話を閉じる音

ベロニカ「とまあ、お聞きの通りよ」

吟泉「（ピー音）国で有名な大統領のそっくりさんだったとはな。ま、一国の大統領がお忍びでほいほい出歩けるはずもないが」

ベロニカ「（ピー音）国のテレビ番組の収録を手伝ってたんだって」

真理子「柿元さん、日本と（ピー音）国とのいい橋渡しになってるじゃないの」

吟泉「ベロニカから柿元や（ピー音）国の大統領のことを聞いたときは、半信半疑だったが……」

ベロニカ「これで信じた？」

吟泉「信じざるをえんな。大統領がご執心のモデルかあ……しかしお前さん、なぜ、このことを利用せんのだ？」

ベロニカ「このことをって？」

吟泉「大統領がお前さんにご執心ってことをだよ。いい宣伝になるだろうに。そしたら、仕事も増える。そんなヨレヨレのジーンズなんかとはおさらばできるだろうに。それにしてもまあ、お前さんだとヨレヨレジーンズもさまになるからしゃくに障る」

ベロニカ「（色っぽく）アッハーン。伊達にモデルやってませーん。でもね、大統領のこと、私もちょっと考えたことあるけど、やっぱり宣伝に使うなんて無理よー。政治に絡んだらろくなこと無いし」

吟泉「弱肉強食のお前さんの業界、利用できるものはした方がいいんじゃないか？ベロニカ」

真理子「（つぶやいて）マリリン・モンローの例もあるからねー」

吟泉「あ、なるほど、そうですよねー。政治には関わらない方が身のためですね」

ベロニカ「（あきれて）おいおい」

真理子「あ！」

吟泉「真理子さん、どうなさったかな？」

真理子「いいこと思いついちゃった」

ベロニカ「何々？」

真理子「ティースたちのストーキング対策」

吟泉「おっおー、それはすばらしいですぞ。さすが真理子さん」

真理子「ベロニカ、あなたが巻き込まれていることって、簡単に言えば、こうよね。つまり、去年、あなたは何が原因かわからないけど、ティースたちからストーキングや、仕事の妨害を受け始めた」

ベロニカ「そうなんだよねえ、私が何したっていうんだろう？」

真理子「その集団は、モデル業界にもかなりの影響力を持っていて、あなたのほとんどの仕事を奪ってしまった」

ベロニカ「(がっくりして)そうなんだよねえ……」

吟泉「じゃが、誰もそれについては触れない。よっぽど影響力のある集団なんじゃな」

真理子「だから、世間は、あなたが今年休養期間に入っているくらいにしか思っていない」

ベロニカ「そうなのよー。週刊誌も全く書いてくれないし。（大げさに泣きながら）おまけにさー、たかしが原因だって思ってる人が多いのよね、もう最悪ー」

吟泉「ワシも最初はそう思っておったぞい」

ベロニカ「やめてよー。男が原因で仕事減らすなんてこと私がするはずないでしょ」

吟泉「ない」

真理子「（笑いながら）ありえない。話をもどすと、このスキャンダルの少し前、大統領が日本へ来た。そして、あなたを見て、いたーく気に入った」

ベロニカ「そうらしいわねー。何を気に入ったのかな？　やっぱり私の美貌？」

吟泉「お前さんが言うとリアルじゃな。でもまあ、そうだろ。お前さん、フェロモンだけは人一倍じゃしな」

ベロニカ「（からかって、店主に触る）ふーん……フェロモンねえ」

吟泉「わ、ワシはお前さんの太極拳に惚れとるんじゃがな」

真理子「続けますよ」

ベロニカ・店主         「はい」

真理子「大統領はたぶんあなたの元マネージャーに連絡を取ったのね。そして、何かの目的、おそらくあなたの活動費にと、三千万円を事務所に寄付した」

吟泉「ところが、その金はマネージャーの懐には入ってしまった」

ベロニカ「許せないよねー、全く」

真理子「こともあろうに、その三千万はベロニカを苦しめている集団へと渡った」

吟泉「マネージャーがその集団に関わっていたからのう」

真理子「そんなこんなで、ベロニカはしかたなく一線から退いて、今は福岡の活動で何とか生き延びている」

ベロニカ「くー、福岡はあたたかいねー」

真理子「ところが、その福岡にもティース百合子たちが現れ始めた」

ベロニカ「今更なんなのよー」

吟泉「わざわざ福岡くんだりまでやってきてな？」

ベロニカ「そうよー、そっとしておいて、って感じなのにな」

真理子「ベロニカがティースたちにとって、要注意人物であるのは確かみたいね」

ベロニカ「どうせなら、ＶＩＰがいいよー。で、真理子、一体何が言いたいのよ？」

真理子「あ、ごめん、ごめん。一応これまでのことを頭に入れ直しておきたかったから」

ベロニカ「結局、ティースたちをどうやって追い払うの？」

真理子「大統領に頼んで、ティース一派に圧力をかけるのよ」

吟泉・ベロニカ            …吟泉：「おーそれは名案」ベロニカ：「だからそれは無理」（吟泉・ベロニカ同時に）

吟泉・ベロニカ　「え？（吟泉・ベロニカ同時に顔を見合わせる）」

吟泉「やっぱり名案だって」

ベロニカ「だからいやだって。政治にからみたくないよ」

真理子「大丈夫。だって、そっくりさんに頼むんだから」

吟泉「おお！」

ベロニカ「はあ、なーる……」

真理子「ね。柿元さんにお願いしたらなんとかなるんじゃない？」

ベロニカ「うーん……」

吟泉「どうした？　何を悩んでおる？」

ベロニカ「最近、柿元さんにはお世話になりっぱなしだからねー」

吟泉「え！？　他人の骨の髄まで食い尽くすお前さんの台詞とは思えん」

ベロニカ「どんなイメージなのよー」

吟泉「（からかって）お前さん、いやに柿元にはやさしいね。お、そう言えば、さっきの電話でもいやに柿元の体を気づかっておったなあ」

ベロニカ「そ、そんなことないわよ。ただ、あの肥満体を見てると、イライラして」

Ｍ：エンディング曲

（Ｆ・Ｏ）

吟泉「イライラねえ……そんな風には聞こえなかったがなあ……ま、真理子さんはどう思われました？いまの聞いてて」

笑う真理子

吟泉「あ、それより、お前さん、さっき柿元に太極拳のインストラクター紹介するって言ってたけど……」

ベロニカ「（サラリと）あ、それ、あなたのことね」

吟泉「おいおい、勘弁してよ。ワシは、男はお断り。それにあの巨漢をどうやって教えろと？」

（終わり）











二十三「教えてベロニカ　六」



○　23-1.　　福岡のラジオ局内録音スタジオ・夜七時頃

ベロニカエコー         「教えてベロニカ！」

Ｍ：教えてベロニカの軽快なジングル

ベロニカ「はい、と言うことで今週も始まりました、教えてベロニカ、このコーナーではリスナーのみなさんの質問に私ベロニカがお答えいたします。イェー」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすパフパフクラクションの音、ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「それでは、早速お葉書行っちゃいます。ラジオネーム『蛙（かわず）』さん、五十歳、男性。五十歳？ありがとうございます。でも、最近、気のせいか年輩の方のお葉書が多くなりましたね。『ベロニカさんこんばんは』はい、こんばんはー。『先日の放送で芭蕉の句についてお話されていましたね。話題豊富なベロニカさんに家内ともども驚いております』まあ、ありがとうございます。話題豊富だなんて照れちゃいます……まだまだです。ベロニカ、これからも勉強をしてまいりますので、よろしくお願いいたします。『さて、私たち夫婦も俳句が趣味でして、毎週一回、公民館で開かれる俳句講座に二人で参加しています』へー、なんだかいいですね、それ。ご夫婦で仲良く俳句だなんて。うらやましいな。『その講座で知り合った友人が言っていたのですが、芭蕉の蛙の句は、（ベロニカ、少し躊躇して小声になる）どうも、解釈が色々あって、ベロニカさんのおっしゃった説も、（ベロニカ、軽く咳をする）数ある説の一つのようです。（咳をしながら）山吹やかわずとびこむと言う弟子の』（ベロニカ激しく咳をする）（咳をしながら）ご、ごめんなさい、ちょっと急に咳が。お、音楽」

Ｍ：ベロニカのテーマ（アップテンポバージョン）が数十秒流れる

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「はい、どーもー。（声の調子を見る感じで）あー、あー。うん、咳も治まったみたいです……ごめんなさいね。ちょっとした放送事故ですね、これは。（マイクオフ）うん？いつもだ？（マイクオン）（少し笑いながら）もう、失礼しちゃうな。あ、ついでですから、ご紹介しておきます。今、掛かっていました音楽は、福岡在住の私の友人が作曲してくださったベロニカのテーマです。なかなか軽快でいいでしょ？　私、これ、着メロにもしてて（マイクオフ）え？　リスナーのみんなは聴いたことある？（マイクオン）あ、これみなさん、ご存じだったんですね？　失礼しましたー」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「さて、次のお葉書に行ってみましょう。ラジオネーム、プリンスの妻さん、女性。年齢は、えーっと、書いてない。『ベロニカさんこんばんは』はい、こんばんはー。『伊吹奈々ですけど、お久しぶりー』え……ええ、奈々ちゃん？ああ、そうかあ、プリンスの妻ってそういうことねえ。奈々ちゃん、元気なのかなあ？……はっ、みなさん、すみません、興奮しちゃって。このお葉書は、昨年までアイドルやっていて、突然、引退した伊吹奈々ちゃんからです。いやあ、いきなりイケメンの先生と結婚して、あっという間に引退。みんな驚きましたよね。あ、お葉書を読まないと。（軽く咳払いをする）『旦那の関係で』お、イケメンの旦那だよねえ『旦那の関係で、先日福岡に来ました。その時、偶然このラジオ番組を聞きました。ベロニカったら、こんなところで活動していたんだね。元気そうで安心したよー。今度また、いつかみたいに、思いっきり飲もうね！　あ、でも、今度は、酔っぱらって素人さんを投げ飛ばしちゃだめだよー。応援してます。頑張れ、ベロニカ』奈々ちゃん、ありがとうね。ふふふ、芸能界引退したから奈々ちゃんもなんだか自由な感じ。奈々ちゃんがお酒飲むなんて、みなさん想像もしていたなかったでしょうけど、彼女、すごく強いんですよ、実は。二人でよく、ウオッカの飲み比べしてたんだよね。しかし、奈々ちゃんさあ、素人さんを投げ飛ばしたって、いつまで言うかなー。（少し笑いながら）みなさん、これね、奈々ちゃんと二人で地方に営業で行ったときの話なのね。実は、この前のお葉書の村の駐在さん、みなさん覚えてます？　あの駐在さんに、この時お世話になっちゃって。あはは。駐在さんと奈々ちゃんがこうやってお葉書くれるなんて、変な感じー。太極拳やってるから、つい、反射的に投げちゃったんだよねー。でもさあ、あれって私悪くないよ、うん。あの大男が、酔った勢いで、駐在さんの娘さんにしつこくちょっかいなんか出すからさ、私見ててすっごく気分悪くなっちゃって……」

Ｍ：エンディング曲

（Ｆ・Ｏ）

ベロニカ「あ、駐在さんの娘さんって、評判の日本美人で、和服がこれまた似合うんだよねー。環境問題をすごく真剣に考えていらっしゃって、ペットボトルをなるべく減らそうって頑張っていらっしゃるのよね。すごいでしょ」

（終わり）











二十四「駐在さんの証言」



○　24-1.　　駐在さんの村の田舎道・一年前

一年前の田舎道でベロニカが大男を投げ飛ばす。

ベロニカ「いい加減になさい！（エコー声で）たぁー」

大男「（エコー・スロースピードで）う、うわあぁー」

ＳＥ：大男が地面に落ちる音

ベロニカ「（酔っ払った感じで）いいおっさんが若い子にねちねちいいよるんじゃない！（フェードアウト:　少しエコー気味に）こんな田舎にもあんな馬鹿オヤジがいるとはな。あ、駐在さん、今、全部見てたでしょ。このオヤジ、逮捕ね、逮捕。あー気分悪いなー。奈々ちゃん、飲みなおすわよ！私、ウォッカもう一本持ってるからさ。

（Ｆ・Ｏ）



○　24-2.　　駐在さんの村・現在

ＳＥ：虫の声

取材を受け証言している駐在。

駐在「駐在所から自転車で駆けつけたときよー、おれが見たのはな、そらあ、きれーなもんだったよ。あっちの方の地平線から満月がちょうど上り始めたときでよ、そんお月様の光ん中に、フラフラーっち、髪の長―い天女みたいな女子（おなご）が現れたと思うと、いきなりあん大男を気合もろとも投げ飛ばしたのさ。『たー』……てな感じでよ。大男はスーっとスローモーションよろしく投げ飛ばされてな。それがきれいでよー」

真理子「きれい？」

駐在「ああ、なんつーかー動きがよー……あらあ芸術だな。（心底感動して）美しかったなー。満月背景に、大男のシルエットが弧を描いたんだな」

真理子「わ、なんだかちょっと詩的な描写ですね」

駐在「だべ、だべー。あれから、何度も思い出してさ、どんなふうに伝えたらいいのか考えてるんだわ」

真理子「へー」

駐在「人の体っつーのは、あんなふうにきれーに動くもんなんだなー。天女だったなーありゃ」

真理子「それが、ベロニカ？」

駐在「そうそう、ベロニカさんだあ。ああいう人を目の覚めるような美人っつーんだろうなあー。あの華奢な腕で、よくもまあ、教祖さんみたいな大男を投げ飛ばしたなあって」

真理子「え？」

真理子の『え？』に気づかず続ける駐在。

駐在「今思い出しても、ホント信じられんねえ。（ふと気づいて）あれー？　お前様、神谷さんって言ったっけ？　よく見ると、お前様もきれーな人だなあ。ベロニカさんみたいだ。やっぱあれか、東京の人か？」

真理子「い、いえー、福岡です」

駐在「福岡かあ。ベロニカさんもそうだなあ。福岡は美人が多いんだなあ。それに比べてこの辺はもう（ため息をつきながら）……『よそ見すな　この村に　美人はいねべさ』なんつー交通標語もあるくらいでよー」

真理子「あらあ、でも、駐在さんの娘さんは、着物の似合う日本美人っていう評判じゃないですか」

駐在「なー、親のおれが言うのもなんだけども、ありゃあーべっぴんだなあ」

真理子「この村にも、美人はいるでねーか」

駐在「まーなー」

真理子「ね、ねえ、駐在さん、ところでさっき、教祖さんっておっしゃった？」

駐在「ベロニカさんが投げ飛ばした男のことけ？」

真理子「そうそう。その人のこと。その人、ひょっとして……」

駐在「教祖さんだな。ほれ、あの山にホテルみたいな建物んが見えるべ」

真理子「わー、けばけばした建物ですねー、趣味悪―い。あれ、本部かなにか？」

駐在「だなー」

真理子「あそこで何してるんでしょうね？」

駐在「知らねー。だけんど、毎日のように、芸能人が来てよー」

真理子「へー。たとえば？」

駐在「しょっちゅー来るのは、あのひょうきんな女子（おなご）、えーっと……ほれ、最近毛皮のＣＭに出てる……」

真理子「ティース百合子さん？」

駐在「ああ、そうそう、そのティース百合子とか、男みたいな女優さんでほれあの……」

真理子「ああ、あの、悪役女優さんですね。苦情真子（くじょうしんこ）」

駐在「それそれー」

真理子「でも、宗教の教祖様が、駐在さんの娘さんに、どうして？」

駐在「そりゃあ、教祖様といえど、男だかんな……器量よしの女子（おなご）にこんな村であったらよ……」

真理子「あー、やっぱりそうなんですか……娘さん、ショックだったでしょうね」

駐在「だなー、ベロニカさんがいなかったら、どうなってだろうなー。ホント感謝だなー。だからよー、ベロニカさんみたいに心も体も元気にってことで、親子で毎朝太極拳さー」

真理子「へー。（独り言）ベロニカも人の役にたってるんだな……（駐在に）でも、ベロニカ、自分が投げ飛ばしたのが教団の教祖だったなんて言ってなかったんですけど……」

Ｍ：エンディング曲

駐在「（笑いながら）そりゃあそうだろうなあ、なんたって、ベロニカさん、翌日もまだベロンベロンでよ、おれが事情聴取やってる間ずーっとわけわかんねーことばっかり言ってたなー。まー、それもいい感じだったけどなー、あは、あは。それからー、なんだっけなー、アイドルの……」

真理子「伊吹奈々」

駐在「そうそう、その娘っ子もベロベロでよー、話になんねーのさ。だから、二人とも、ほとんど覚えてねーわけ。んで、次の朝、二人が東京さ帰るってときに、娘が挨拶に行ったらさ、やっとぼんやり事情がわかったみたいでなー」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











二十五「梅ヶ枝餅を食べながら」



○　25-1.　　太宰府天満宮・昼間

柿元が息を切らし、つらそうに歩いている。

柿元「れいかさーん、ちょっと一休み、一休みお願いしまーす」

れいか「はーい。（笑いながら）柿元さんは、大体二十分くらい歩くと、足が止まっちゃうんですね。あ、そこに腰掛けましょうか」

柿元「（息を切らして）、ありがとうございます。よっこいしょ。はー、らくちん。これでも歩けるようになったんですよ。２週間前までは、十分でこうなっていました」

れいか「わー、やっぱり太極拳の効果ですか？　私も吟泉堂さんに教えてもらおうかなあ」

柿元「（泣きそうな声で）吟泉堂さんは鬼です」

れいか「あらあ、厳しいんですね」

柿元「厳しいのなんの。わたし、ベロニカさんが、あの鬼よりも強いなんて信じられませんよ」

れいか「そんなに強いんですか？」

柿元「吟泉堂さんはそうおっしゃっていますよ」

れいか「へー」

柿元「あ、ところでれいかさん、今日はお忙しい所をありがとうございます」

れいか「とんでもない。私、太宰府天満宮は子供の頃から好きでよく来るんです。柿元さんにご紹介できてよかったですよ」

柿元「恐縮です」

れいか「ベロニカさんも仕事が入っていなければ絶対来たいっておっしゃってたんですけどね」

柿元「仕事入り始めてよかったですね」

れいか「柿元さんと大統領のおかげでしょ？私、真理子さんから聞きました」

柿元「いえいえ、恐縮です。ちょうどいいタイミングでそっくりさんが来ていたものですから。でも、安心はできません。今回の措置はあくまでも表面的なものにすぎませんから」

れいか「って言いますと？」

柿元「あの集団が影響力を持っているのは芸能界だけではありません。たとえ彼らが表立った妨害を止めて、ベロニカさんが以前のように仕事ができる状態に戻って行っても、今度は他の方面から手を使って巧妙にベロニカさんつぶしをしてくることも考えられます」

れいか「例えばどんなことですか？」

柿元「うーん……これは企業秘密に近いのですが……れいかさんならいいか……れいかさん、最近、有名人で突然業界から引退なさる方が多いとおもいませんか？　特にこの二年くらいですけど。映画監督、俳優、モデル、はたまた運動選手、政治家」

れいか「そういえば、つい最近も、記録更新中の野球選手が突然……」

柿元「アイドルだと、小野小小町（おののここまち）、グレン、友山エリー、チャロロ、九十九（つくも）マリー……」

れいか「わー、言われてみれば、みなさん、これからっていうときにフッって一線からいなくなりましたね」

柿元「家業を継ぎたくなった、ふるさとへもどります、本当にやりたいことを見つけました、フランスへ留学します、不倫してました、こーんな理由で突然引退です……だれかに脅迫されているとしか私には思えません」

れいか「ベロニカさんも引退に追い込まれるかもしれないと？」

柿元「気をつけるにこしたことはありません。あ、ちょっと失礼して。（柿元は音を立てて紙袋の中を探る）……あ、これこれー」

れいか「（笑いながら）さっき参道で買ったばかりの梅ヶ枝餅。もう食べちゃうんですか？」

柿元「ちょっとだけカロリー補給に。バーガーばかりじゃ体に悪いですからね。（小声で）ベロニカさんにも言われてるし。（れいかに）これ食べたらもう少しお話いたしましょう」

れいか「はい。でも、柿元さん、和菓子っていうか、おまんじゅうもイケるんですね」

柿元「（チ、チ、チとれいかをたしなめながら）みなさん、梅ヶ枝餅をおまんじゅうと思われていますけど、これは、正確にいいますとお餅です」

れいか「く、詳しいですね。でも、柿元さん、太宰府天満宮は初めてなんじゃ？……」

柿元「（笑って）昨日インターネットで調査済みです。（独り言）あ、やっぱりおいしいな……」

れいか「す、すごい探究心」

Ｍ：エンディング曲

柿元「なんたって私は（ジングル）、ハイエナの柿元ですから」

れいか「わー出たー、ジングル。私も、私もほしいー。音響さーん、私もジングルほしいー。あ、失礼……話に戻らなきゃ……（笑って）それにしても、本当においしそうに食べますね」

柿元「れいかさんもお一ついかがです？」

れいか「じゃあ、一つだけいただきます」

柿元「どうぞ、どうぞ」

柿元「はー、それにしても、ネットの情報どおり。梅ヶ枝餅のこの焦げ目はなんともいえないおいしさが……」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











二十六「ミステリアス柿元」



○　26-1.　　太宰府天満宮横の寺・昼間

ＳＥ：流れる水の音

柿元「太宰府天満宮のすぐ横に、こんなに静かなお寺があるとは」

れいか「いいでしょう、ここ。表の石庭もいいですけど、裏側のこのお庭も風情があって。苔寺とも呼ばれてるんですよ」

柿元「苔寺ですか……いいですねえ。静かで……拝観している皆さんもおだやかなお顔で。日本はやっぱりいいですね」

れいか「柿元さんの国にはこういうところは？」

柿元「ないですねー。見物する所はたくさんありますけど、こんな風に、心底安心して落ち着ける場所って、ホント、ありません」

れいか「そうなんですかー」

柿元「私たちさっき道端で梅ヶ絵餅を食べましたけど、あんなことを私の国でしたら、あっと言う間に人が集まってきて、お餅全部とられちゃいますよ」

れいか「へー」

柿元「（しみじみと）日本はいい。礼節をわきまえた精神がまだ生きている。世界中がこんな風に、安全で、子供に笑顔が耐えない国になってほしいと思います、はい」

れいか「柿元さん……」

れいか（Ｍ）「ベロニカさんの言ってた通りだなー。柿元さんって、ちょっとミステリアス」

柿元「もちろん日本も病んでます。変な犯罪も増えてますし。でも、こんなのは貴族の痛風と同じでして、贅沢な悩みです、はい。日本の大人がしっかりしていれば、すぐにでもなんとかなる。だって、人同士が殺しあっていないんですからね。こんなに幸せなことはない。私の国と比べたら夢のような国です、ここは。（ため息まじりに）私の国はまだまだひどい。大人は小学生くらいの子供に平気で銃を渡すんですから。地域によっては子供の軍隊まで組織されてますし」

れいか「軍隊？」

柿元「ええ、本物の銃を持った殺しの集団ですよ。子供の」

れいか「まあ……」

柿元「残念なことに日本で、国中が平和ボケしているって訴える方が増えてきた。平和ボケしているから、兵力を持って備えろっていう人が増えてきましたよねー」

れいか「確かに……核兵器も持つべきだなんていう人もいますね」

柿元「『ミョッポーン』ですね、まさに。私から言わせてもらいますと、そういう人は人一倍平和ボケしています、はい。そういう人に限って、『自分は家族を守るために銃を持って戦う！』なんていう夢みたいなこと言いますよ。テレビの見すぎです。ダブルで『ミョッポーン』です。普通の人が銃を持ってノコノコ出て行っても、ズドンって撃たれておわりなんです、実際は」

れいか「た、確かに」

柿元「（笑いながら）『ミョッポーン』大切なのは、そんな状況にまずしないことです。核爆弾を何発持ってもいざとなったら、死ぬ気で攻めてくる国だってあるんですから。日本がそうだったじゃないですか。（笑いながら）あ、ちょっと話しすぎました。『ミョッポーン』」

れいか「（笑いながら）『ミョ、ミョッポーン』

柿元「恐縮です。さて、私の国の話はまた今度、スピンオフの機会でもありましたらそのときにということで、ベロニカさんの話に戻りましょうか」

れいか「はい」

柿元「真理子さんのお話ですと、伊吹奈々さんと地方営業に行っていたベロニカさんは、そこで、駐在さんの娘さんに出会った」

れいか「その娘さん、和服の似合う日本美人だそうですね」

柿元「はいー、ただそれが災いして、言い寄ってくる男が絶えない」

れいか「その男の一人にティース百合子たちの教祖がいた」

柿元「まあ、それがなんというか、話し振りといい態度といいねちっこい男みたいでしてね」

れいか「ベロニカさん嫌いだろうなあ、そういう人」

柿元「まったく。ある意味教祖さんもお気の毒だったのかも、はい」

れいか「で、頭にきたベロニカさんが酔った勢いでとうとう……」

柿元「『たーっ！（ベロニカが投げ飛ばすときの気合）』ってことになりました、はい」

れいか「つまり、これまでの一連のベロニカさんへの妨害行為は、教祖の腹いせということでしょうか？」

柿元「真理子さんはそうおっしゃっております」

れいか「全く信じられない。教祖のくせに腹いせでなんて」

柿元「ところが……」

れいか「え？　違うんですか？」

柿元「恐縮です。私あることに気づきました」

れいか「は、はい」

柿元「コメディアンティース百合子、悪役女優の苦情真子（くじょうしんこ）。この二人は、教祖さんの広告塔であり、たぶん……」

れいか「ええ、まあ……たぶん、そういう関係の方でしょうねー」

柿元「この二人ですけど、お世辞にも美しい方々とはいえない」

れいか「え、ええ、まあ……」

柿元「ひょっとしたら、教祖さんの趣味って、こういう女の人なんじゃ？」

れいか「（少し笑いながら）も、もしかしたらそうですね」

Ｍ：ベロニカのテーマ（アップテンポバージョン）

柿元「そう仮定いたしますとー、ちょっと矛盾が生じてまいります、はい」

れいか「矛盾？」

柿元「ええ、矛盾が……ということで、次回のお楽しみ」

れいか「ええ！？」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











二十七「矛盾」



○　27-1.　　太宰府天満宮横の寺・昼間

※前回（二十六）のやりとりが流れる。

（ＢＧＭ）少しミステリアスな音楽

※

柿元「恐縮です。私あることに気づきました」

れいか「は、はい」

柿元「コメディアンティース百合子、悪役女優の苦情真子（くじょうしんこ）。この二人は、教祖さんの広告塔であり、たぶん……」

れいか「ええ、まあ……たぶん、そういう関係の方でしょうねー」

柿元「この二人ですけど、お世辞にも美しい方々とはいえない」

れいか「え、ええ、まあ……」

柿元「ひょっとしたら、教祖さんの趣味って、こういう女の人なんじゃ？」

れいか「（少し笑いながら）も、もしかしたらそうですね」

柿元「そう仮定いたしますとー、ちょっと矛盾が生じてまいります、はい」

れいか「矛盾？」

柿元「ええ、矛盾が……」

※ここまで前回のやりとり。

ミステリアスなＢＧＭが止まる。

柿元「とまあ、ここまでが前回苔寺からお送りしたお話でございました。音響さんありがとうございました。なかなかミステリアスなＢＧＭで、イメージどおり」

れいか「あ、柿元さん、柿元さん、音響さんって言えば、ほら（はさみの音をアレンジしたれいかのジングルが流れる）。私のジングル。ほら、ほら、私もこうやって右手をあげると。（ジングルが流れる）。ね」

柿元「おー、美容師さんらしいジングルで……」

れいか「でしょう！？」

柿元「よございました」

れいか「音響さん、ありがとうございまーす」

柿元「では、そろそろ話をもどしましょうか？今週も再び苔寺から」

れいか「（明るく）はい。では、コホン」

ＳＥ：流れる水の音

れいか「（芝居モードで）え？、矛盾があるって、どういうことですか、柿元さん」

柿元「（独り言）若い方の切り替えはホントに早い……（咳払いをして）（れいかに）コホン、よろしいですか？　教祖さんの女性のご趣味は、もしかしたらティース百合子や苦情真子のような、いわゆる（躊躇しながら）「美人でない方」なのかもしれません。すると、なぜ、教祖さんは、美人と評判の駐在さんの娘さんに言い寄ったのでしょうか？

れいか「はー、なるほど。でも、つい出来心でってことは？」

柿元「美人好きな方でしたらねえ……駐在さんの娘さんのような美女を見初めて、どうしても！って思うこともあるでしょう……それなら多少のリスクも顧みずっていうのもわかります……（ため息をついて）それなら私にもわかります」

れいか「まあ。意味深なため息ですね」

柿元「恐縮です。私にも昔かなわぬ恋の経験がありまして……」

れいか「わー、聞きたい、聞きたい。あ、それも、いつかスピンオフで？」

柿元「そうさせてください。恐縮です」

れいか「はーい」

柿元「恋愛はある種狩みたいなものですから、はい……しかしー、教祖さんのように地位も名誉もある方が、好みの違う方に手をだそうとするなんて……おまけに、教団の本部があるあの土地で」

れいか「本拠地だから好き勝手にできると思われたんじゃないですか？」

柿元「本部内には教祖さんのお気に入りの女性もいらっしゃったでしょうに」

れいか「そうか、なるほど」

柿元「とまあ、私は、こう分析いたしまして……教祖さんが駐在さんの娘さんに強引に言い寄ったのには、何か他の理由があったんじゃないか？　と思ったわけでございます」

れいか「他の理由？」

柿元「ええ。そして、私、見つけました。それが何かを」

れいか「ええ？すごい！」

柿元「なんたって、私は（ジングルが鳴る）ハイエナの柿元ですから」

れいか「わーきまったー（独り言）そうか、あんなふうに使うんだ」

柿元「（早口にさりげなく）決め台詞はやっぱり必要かと」

Ｍ：エンディング曲

柿元「おっと、そろそろ時間のようです。私が何を見つけたかって？（英語っぽく）アア、ハーン……そのヒントは次回の『教えてベロニカ』で」

れいか「ええ、そんなあ……で、でも、ラジオ聞かなきゃ」

柿元「恐縮です」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











二十八「教えてベロニカ　七」



○　28-1.　　福岡のラジオ局内録音スタジオ・夜七時頃

ベロニカエコー         「教えてベロニカ！」

Ｍ：教えてベロニカの軽快なジングル

ベロニカ「はい、と言うことで今週も始まりました、教えてベロニカ、このコーナーではリスナーのみなさんの質問に私ベロニカがお答えいたします。イェー」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすパフパフクラクションの音

ベロニカ「コホン、まず、ご挨拶から。全国のみなさーん、こんばんはー。（クラッカーの音）（笑って）この番組『教えてベロニカ』は、福岡を中心に九州のみで流されていた番組だったんですけど、本日の放送から、全国放送になっちゃった。まー、全国放送になっても、肩肘張らず、マイペースで精進いたしますので、これからもよろしくね」

ＳＥ：ベロニカが鳴らすベルのチン！　と言う音

ベロニカ「では早速行ってみましょう。ラジオネーム、ダイアナさん、四十歳、（意味ありげに＝ベロニカはこの葉書の内容を知っている）女性。『ベロニカさんこんばんは』はい、こんばんはー。『覚えていらっしゃいますか？以前ダイエットのことでご相談したダイアナです』はい、はっきり覚えていますよー。ダ・イ・ア・ナさん。何度もお葉書いただいて、恐縮でーす。『あれ以来、なんとかかんとか減量に挑戦し続けているダイアナです』頑張れ！　基本は日本食と運動ですよ、ダイアナさん。『ところで、先日番組でお話されていた駐在さんの娘さんですが、私、気になったのでちょっと調べてみました。ここにその詳細を報告いたしまーす。ご本人の許可ももらっていますから、ご安心を』（笑いながら）まあ、一体どうやって調べたのかしら？　えーっと、『この娘さん、ベロニカさんがおっしゃるように和服の似合う評判の日本美人！　どころではなくてー、巷では、美人過ぎる動物保護運動家として知られている方』あー、わっかるなー、ほんと女優さんかって思うような美人さんですからね。えー、なになにー『それもアメリカの大学で動物園学を専攻され博士号を取得された秀才です。日本の大学ではあまり動物園学というものを耳にしませんが、欧米では立派な研究分野ということで』へー……あの娘さん、動物園学の博士さんだったのかー。環境問題を真剣に考えていらっしゃるのもその関係からかもしれませんね。それにしても和服美人の博士っていうことになれば……そりゃあ、美人過ぎる動物保護運動家って呼ばれますよね。コホン、おっと続きを読みますね。『さて、おもしろいのは、ここからです。この美人博士、昨年、毛皮愛好グループの主催するある懸賞論文に応募しみごと最優秀賞を獲得。二百万円の賞金を得ました』すっごーい、論文で二百万円獲得だなんて……それにしてもすごい額の賞金ね。きっと大きなスポンサーがついてるんですね。えーっと、『論文のタイトルは、【偽善的動物保護の実態。動物学と統計学的視点からの論証】というもので、人間が動物の肉を食べたり、毛皮を利用したり、動物実験をしたりするのは、生きていく上で仕方のないことである。こういった人間の行為に対し声だかに反対運動をしている人は、世の中の仕組みを全く理解していない偽善者である、といった内容です』へえ、動物保護運動を推進している人にしては、何だか意外な内容なんですねえ。それに、結構攻撃的な感じの論文ですね。あの娘さん、もっと大人しくてシャイな感じがするんですけど。えー、続きを読んでみましょう。『論文では、人間の生活レベル維持のためには現状程度の動物の犠牲は避けられないという点が、様々な統計データを元に、断定口調で強く訴えられていたそうです。私が手に入れた審査員のコメントによりますと、その論旨の明解さには、審査員全員が驚嘆し、口をそろえて賞賛したとあります』つ、つまり、めちゃくちゃにいい論文だったっていうことですね、これ。『さて、ベロニカさん、これってなんとなく変だと思いませんか？動物保護を訴えている博士さんが、どうしてこんな論文を書いたのでしょう？』チョス、チョス、それそれー、それですよ、ダイアナさん、私もそれがわからない、あ、失礼しました、先を読みます。『実は、この論文、書かれている内容はデタラメもいいとこ。使われている統計も、ちょっと勉強した人が読めば、その数値処理に問題があるのは一目瞭然、というものでした』おー、ってどういうこと？　えーっと、『早い話、この論文は、懸賞論文主催者に対する美人博士さんの悪戯だったんです。人間のエゴで動物が犠牲になっている現状を憂（うれ）えた美人博士さんが、警告の意味を込めて書いたのです。そんな論文がみごと最優秀賞。それで美人博士さん、最優秀賞が発表された翌日に、ご自分の書かれた論文が抗議を込めた悪戯であったことを公表なさいました』チョス、チョス、かっこいー、すごいですねー、これは。『厳正な審査の結果選ばれたはずの論文が、まったくのでたらめだった。審査員をはじめ懸賞論文主催者、スポンサーの社会的信用は失墜』わー、まさに、ペンは剣よりも強し、ですね」

Ｍ：エンディング曲

ベロニカ「それにしても、全国放送第一回目早々、かなりショッキングな内容となりました。ダイアナさん、情報ありがとうございました。えー、みなさん、ダイアナさんの葉書の最後の部分を読んで、今日はお別れにいたします……うーん、とはいえ、全部読んで大丈夫かなあ……反響が大きそうだなあ……（あっけらかんと）ま、いいかー、これは、ダイアナさんのお葉書ですからね……（スタッフに）読んでいい？　あ、っそう。（リスナーに）スタッフは笑っています。ははは、では。（咳払いをして）『しかし、この事件、一般の方にはあまり知られておりません。というのは、主催者の毛皮愛好グループはマスコミに大変顔の利く団体をバックに持っておりまして、その団体がすべてをもみ消したようなんです。その団体こそが……」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











二十九「記者会見」



○　29-1.　　吟泉堂店内

（ＢＧＭ）吟泉堂のテーマ

真理子、吟泉、れいかがテレビを見ている。

れいか「吟泉堂さん、もうちょっとボリュームをあげてください」

吟泉「ほい」

テレビの真理子         「以上が……」

ＳＥ：マイクの軽いハウリング音。ボンボンとマイクを軽く叩く音

テレビの真理子         「以上が、昨年から先日までベロニカが芸能生活を控えざるを得なかった理由、ならびに、ベロニカの身辺（しんぺん）で起こっていた事件の経緯（けいい）です。こういった経緯（いきさつ）を鑑み、この度、ベロニカは、主義主張の違いを理由にベロニカの前に立ちはだかっていた団体への抗議の意思表示、また、環境問題で孤軍奮闘を続けていらっしゃる島田美津子博士を少しでもサポートして差し上げたいという思いから、博士の推進されている動物保護運動に積極的に関わって行く決心をいたしました」

ＳＥ：カメラのシャッター音

テレビの真理子         「本来であれば、ベロニカ本人の口から発表する方がよろしいことかとは思いましたが、現在ベロニカはイギリスにて撮影中であり、それも叶いません。しかし、一刻も早くこの決心を皆様にお知らせいたしたいという本人の希望もありまして、本日マネージャーである私からお知らせしている次第でございます」

ＳＥ：カメラのシャッター音

テレビの真理子         「さて、今後の運動についての詳細ですが、具体的には、島田美津子博士と共に、いくつかの動物保護キャンペーンを展開して行くことになるかと思います。特に、不必要な毛皮の使用は止めようという抑制キャンペーン、菜食中心の食生活の推進といったキャンペーンが主なものになるでしょう」

ＳＥ：カメラのシャッター音

テレビの真理子         「私たちは毛皮や食肉のために動物を殺しています。それも必要以上に。芸能界でも多くの人がこのことに疑問を投げかけてきました。名前をあげて良いという許可をいただいておりますので申しますが……ベロニカの友人だけでも、小野小小町（おののここまち）さん、グレンさん、友山エリーさん、チャロロさん、九十九（つくも）マリーさん……これらのアイドルのみなさんが、動物保護を訴えていました。でも……お気づきのように、これらの方々は、活躍半ばにして突然芸能界を引退されていらっしゃいます。たずねてみますと、みなさんベロニカと同じ目にあっていらっしゃった」

ＳＥ：カメラのシャッター音

テレビの真理子         「（強い口調で）今度また……私たちに組織的な圧力をかけてくるようなことがあれば、ベロニカは、芸能界生命をかけてでも、断固立ち向かう所存です……動物のため、友人のため、健全な社会のために」

ＳＥ：カメラのシャッター音

真理子はテレビを消す。テレビから聞こえていたシャッター音が途中でプツンと切れる。

真理子「（笑って）とまあ、こういう段取りにしてみました」

吟泉「う、ううむ……なんと大胆な……しかし、ま、真理子さん……だ、大丈夫なんですか？　ベロニカがいない間にこんなこと発表しちゃって」

れいか「菜食主義のベロニカさんだから、極端に困ることもないでしょうけど……私もちょっとそれは心配です」

吟泉「え？ベロニカって菜食主義なの？　あれえ、昔は何でも食ってたような……あ、でも、この前は京料理だったな……」

真理子「（少し慌てて）え、ええ。時々、思い出したようにお肉は食べますけど、き、基本的には」

れいか「あのう、今後のベロニカさんの菜食中心の食生活って、どの程度の？」

真理子「とりあえずは、お肉を食べないってことにしましょう」

れいか「お魚はオッケーですか？」

真理子「はい」

れいか「よかったー。お寿司食べていただける……はっ、そうだ……でも、真理子さん、大丈夫なんですか？ベロニカさんに相談もなしにそこまで細かく決めてしまって」

真理子「大丈夫です」

吟泉「わ、ワシも、そのあたりが心配で……」

真理子「大丈夫です。ベロニカは私の言うことはなんでも聞きますから」

吟泉「二人を見ていると、なんとなくその力関係はわかるんですが……一体……」

真理子「（笑って）私、ベロニカの天敵ですから」

れいか「天敵？」

吟泉「なーるほど、天敵ですか……」

吟泉・れいか「って、一体……」

真理子「私、ベロニカの姉です」

吟泉・れいか「えー」

吟泉「ベロニカの本名って神谷だったのかあ……」

れいか「ええ！驚くポイントがずれてますよ。ん、もうー、吟泉堂さんったら、ニャン」

ＳＥ：れいかのジングル

吟泉「か、かわいいい……あ、でも、なにその音。なに、なに？」

れいか「いいでしょうー。私のジングルですよ。実は柿元さんから教えてもらって、音響さんに……」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











三十「真理子のレシピ　一」



○　30-1.　　福岡の柿元のマンション室内・夜

ＳＥ：水槽の音（以後、柿元のマンションではいつもこれが流れる）

真理子、れいか、柿元が料理をしている。

楽しそうににんじんの皮をピーラーでむく柿元。真理子とれいかは、柿元に料理の手ほどきをしている。

真理子「そうそう、ね、ピーラーを使うと柿元さんでも簡単にむけるでしょ」

柿元「ホントだー。でも、真理子さん、このにんじんの皮は捨ててしまうんですか？」

真理子「あ、いいこと言うわね、柿元さん。じゃあ、この皮は軽く油で炒めてきんぴらゴボウみたいにしちゃいましょうね。お酒とお醤油で適当に味付けすれば、おいしくいただけますから。見ててね」

柿元「あー、きんぴらゴボウみたいなにんじんですか、おいしそうですねー、はい」

以下、真理子は料理しながら話す。

ＳＥ：お皿などを用意する音、皮を洗う音、刻む音、フライパンを洗う音、コンロに火をつける音、油がパリパリなる音、皮を入れるとジューっとなる、油で炒める音等、この話の間に聞こえる

れいか「真理子さん、お酒とお醤油はどれくらい入れるかも教えてあげた方が……」

真理子「あ、そうかあ、お料理し慣れているれいかさんと違って、柿元さんには適当っていうのがわからいわよね」

柿元「きょ、恐縮です」

真理子「ホント適当なんだけどねえ、うーん、一対一にしておきましょうか。神谷家では、みりんとお醤油も大体その割合だから」

柿元「は、はい、一対一。れいかさん、お気遣いありがとうございます」

れいか「どういたしまして」

柿元「私、料理は全くやったことがありませんから……」

真理子「大丈夫よ、柿元さん。（皮を水洗いしながら）私とれいかさんでたくさん教えてあげますから」

れいか「そうそう、安心してください。ロンドンからベロニカさんが帰っていらっしゃったときに、お野菜中心の食事に切り替えた柿元さんをみせてびっくりさせないと」

柿元「が、頑張ります。はい」

真理子「ありがとうございます、柿元さん。芸能レポーターのあなたがベロニカの菜食中心の食生活に賛同してくださったとなると、この運動も世間に広がります」

柿元「いええ、とんでもありません。私、これまでバーガー食べすぎましたから、丁度いい機会です。それに、大好きなシェークは問題ありませんから」

真理子が皮を刻み出す。

れいか「ところで、柿元さん、さっきの話ですけど、このマンション……」

柿元「あ、ああ、恐縮です。それで、私は、ベロニカさんのスキャンダルの全貌をつつみ隠さずお伝えしたわけです、はい。すると、大統領は大変喜ばれまして、はい」

れいか「（笑いながら）ご褒美に、ってとこですか？」

柿元「は、はい。何か望みはないか？　って言われたものですから、じゃあ、福岡にも私の事務所をおかせてくださいってお願いしたんです。それで、このマンションを」

れいか  「よかったー、ほんとによかったですね。これまで柿元さん、福岡にいらしたときは宿泊大変だったでしょうから」

真理子がフライパンを洗って、火にかける。

柿元「は、は、はい。それに、ベロニカさんをお守りするにも、東京と福岡両方に事務所が合った方がいいですし」

れいか「かっこいいー」

柿元「かっこいいだなんて、きょ、恐縮です。あ、でも、これでれいかさんの美容院へも気軽に通えます、はい」

れいか「そっかー、そうですね」

柿元「は、は、はい」

真理子がフライパンに油を入れる。

柿元「あ、ここでもエクストラバージンオイルなんですか？」

真理子「そうよー、柿元さんの場合は、常に、これを使ってね。ベロニカも大好きなのよ、このオイル」

真理子がフライパンににんじんの皮を入れる。

ＳＥ：炒める音

柿元「わかりました。あ、ところでれいかさん、私、慌ててこのマンションを見つけたんですけど、この辺りの環境どうなんでしょうか？」

れいか「春日市は私大好きですよ。人口密度が高いって聞いてますけど、雰囲気はのんびりしていますしね。広い公園もあるし。あ、ほら、吟泉堂さんの近くの公園なんて……あ、あれ、どうしました、柿元さん」

柿元「あ、は、はい。吟泉堂さんと公園って聞きますと、つい、つらい太極拳の練習を思い出しまして……」

れいか「（笑いながら）あ、そうかー、ごめんなさーい。で、でも、心持ち、体がしまってきたんじゃないですか？」

柿元「そうですか？　ええっと、やっぱりわかりますか？　私、最近二キロ減りまして……」

れいか「よかったですねー。柿元さん、これから、菜食中心のお食事に代えていけば、きっと体重もへりますよ」

柿元「は、はい……あ、お酒とお醤油はそんな感じで……」

真理子「そうよ、柿元さん。（真理子が酒と醤油を入れる音がする）こうしてっと……味を見ながら調節しましょうね」

柿元「は、はい。ああ、おいしそうな匂いだあ」

真理子「こうやって軽く炒めてと……ほらできたわ。味見してみて」

真理子はきんぴらを皿に移す。味見をする柿元とれいか。

柿元「甘くておいしいです」

れいか「ほんとー、おいしい」

真理子「このレシピ、ベロニカのお料理レシピ本のメニューに入れましょうか」

れいか「え？　ベロニカさんお料理本を出すんですか？」

真理子「（笑って）、今、思いついたの。どうかしら？　私の旅行雑誌のコーナーに毎回一品ずつ載せていって、定期的に本の出版。どうかしら？」

れいか「いい、それいいですね。その本、きっと売れますよ。ねえ、柿元さん」

柿元「（夢中で食べながら）え、ええ……売れます、きっと、はい」

真理子「（静かに）これまでのお礼に、ティース百合子たちにはできる限りの反撃をしないとね」

れいか「おおお……真理子さんが燃えている」

真理子「ってことで、柿元さん、メインメニューのとうふハンバーグ、作るわよ。あ、もう全部たべちゃって……」

柿元「恐縮です」

ＳＥ：水槽の音

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











三十一「真理子のレシピ　二」



○　31-1.　　福岡の柿元のマンション室内・夜

ＳＥ：水槽の音

柿元「は、はー……タマネギのみじん切りって、目にきついですねえ」

真理子「（笑いながら）がまん、がまん」

ＳＥ：レンジのチン音

真理子「にんじんも柔らかくなったわ。さ、いよいよよ、柿元さん」

柿元「は、はい、えーっと、調味料は塩、胡椒……材料が、絹ごしとうふ一丁、とうふと同じ量のパン粉……あのう同じ量って？」

真理子「お豆腐の入っているプラスチック容器を使うといいわね。その容器一杯にパン粉を入れればいいわ」

柿元「なるほどー。えー、それから、水でもどしたひじきに、にんじん、えーっと、それから、シメジ、エノキ、椎茸、エリンギっと。ホントーに、お肉類がないんですね。私、こんなの初めてです、はい」

真理子「たっぷり作って食べて良いですからね。慣れていきましょうね」

柿元「は、はい。ありがとうございます」

れいか「そうか、柿元さんのダイエットもかねてるから、キノコ類が多いんですね」

真理子「ええ、ほとんどカロリーないし。それに食感はとてもいいから」

れいか「真理子さん、つなぎにタマゴか何かはいらないんですか？」

真理子「大丈夫。パン粉の量で調節すれば、全然問題ないわ。さ、柿元さん、さっき教えたように、ボールにおとうふとパン粉を入れてこねてみましょうね」

柿元「は、はい」

柿元は考えながら、とうふとパン粉をボールに入れ、うなりながらこね始める。

れいか「ねえ柿元さん、リビングにある水槽ですけど……」

柿元「（こねながら）私、お魚料理も大好きですけど、お魚を飼うのも好きでして……」

れいか「へえー。あのお魚きれいですね。熱帯魚ですか」

柿元「は、はい」

れいか「青、黄色、赤……とってもきれい。あ、あれ、どうしました、真理子さん？　クスクス笑って……」

真理子「え、ええ。私、以前、柿元さんの国の取材をしたことがあるのね」

柿元「えっ？　ほ、ほんとうですか？」

真理子「ええ、私の編集している雑誌、旅行雑誌ですから。たまたまなんですけど。あ、柿元さん、今度は、キノコやタマネギを軽く炒めましょうね。大丈夫？」

柿元「は、は、はい」

柿元は手を洗い、フライパンを火にかけ、油をひき、炒め始める。

真理子「お魚よく見せていただいて良いかしら？」

柿元「は、はい、どうぞ」

真理子「れいかさん、一緒に見ましょう」

れいか「はーい」

真理子とれいかはリビングに移動する。スリッパの音、水槽の音はだんだん大きくなる。料理の音は小さくなる。

れいか「（小声で）ねえ、真理子さん、何なんですか？クスクスって」

真理子「（小声で）あのね、柿元さんの国ではね、あの赤いお魚は、何か願いごとがある人が飼うらしいの」

れいか「願い事？」

真理子「ええ。それも、恋愛のね」

れいか「わー、それじゃあ、柿元さん、好きな人が？　あ、ひょっとして……っていうかやっぱり？」

真理子「気づかないふりしてましょうね」

れいか「はい」

柿元「（キッチンから）真理子さーん、これってどのくらい炒めれば……」

真理子「タマネギがきつね色になるくらいよ。あ、塩胡椒ちゃんと使ってね」

柿元「（キッチンから）は、は、はい」

真理子「でねー、炒めたら、それをさっきのボールに入れて、お豆腐生地と一緒にお箸やヘラで混ぜて、手で混ぜやすい温度にするの」

柿元「（キッチンから）は、はい」

炒める音が止む。フライパンから具をボールに移す音。

れいか「（小声で）でも、もしそうだったら、柿元さん、つらいだろうなあ。大統領には絶対言えないし」

真理子「（小声で）そうねえ……」

キッチンで、柿元の携帯がメールを受信する。

ＳＥ：着信音（柿元のジングル）

れいか「あ、柿元さんのジングルだ。あれ？　でもきめゼリフ言ってないのに？」

柿元「（キッチンで）あー、東京の事務所からメールだー」

れいか「あはは……着信音にまで……（小声でまじめに）それにしても、柿元さん苦しいだろうなあ、そういう恋」

真理子「（小声で）そうよねえ……何とかしてあげたいけど……」

柿元「（キッチンから悲しそうに）あっ、あー、そんなあ」

真理子・れいか         「（キッチンに）どうしたの？」

柿元「事務所の近所のおまんじゅう屋さんが、急に店じまいしちゃったそうなんです」

真理子とれいかは同時にため息をつく。

以下、柿元と真理子・れいかの会話はオーバーラップ。

柿元「あのおばあちゃんのお店が無くなったなんて……私、これまでどれだけあのおまんじゅうに勇気づけられてきたことか。取材でうまくいかないときも、あの甘ーいおまんじゅうを食べていると力がわいたものです。あのおまんじゅうはとにかく皮が絶品で……」

真理子「れいかさん、ごめん、あの赤い魚、私の勘違いだったかも」

れいか  「（笑って）勘違いであって欲しいような、欲しくないような」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











三十二「ロンドンだより」



○　32-1.　　福岡の柿元のマンション室内・夜

ＳＥ：水槽の音

水槽の音。柿元、神谷、れいかが食事をしている。

柿元「さ、さ、お二人とも、もっとどうぞ。（ワインを注いで）（ピー音）国のワインは結構いけるでしょう？」

れいか「ええ、とても。甘いし、それに香りが……」

柿元「最高級の貴腐（きふ）ワインでして……」

れいか「き、貴腐ワイン？」

柿元「はい。ちょっと特殊な葡萄からできるものでして」

真理子「ボトリティス・シネレア菌のついた葡萄ですね。夏のお天気がとてもよくて秋に朝靄（あさもや）がたつような、そんな気候のところに育つんですよね」

れいか「へえ、そんなワインなんだ。高かったりして……」

真理子「たぶん……ハーフボトルで二万円くらいはするでしょう？」

れいか「ええ！二万円ですか？　私、調子に乗って一万円くらい飲んじゃった」

柿元「遠慮しないでください。これも、今回のことで、大統領からいただいたものですから」

れいか「で、でもー」

真理子「いいんじゃない？　遠慮なくいただきましょう」

れいか「で、では、ありがたく」

真理子「柿元さん、豆腐ハンバーグ、初めてにしては、とても上手にできましたね」

柿元「は、は、はい。目をつむって食べたら、普通のハンバーグと言われてもわからない気がします」

れいか「カロリーは、お豆腐とパン粉だけですからね。かなり抑えられていますよ」

真理子の携帯が鳴る。

真理子「あ、理理（りり）ちゃんからだわ。ちょっとすみません。（携帯に出る）ハロー、理理ちゃん……ええ、大丈夫よ、なんとかやってるわ……ねえ、今回は妹の件、突然でごめんなさいね、……ほんと、助かったわ、ありがとう……今？今は、柿元さんとれいかさんとでお食事していたところ……夜よ、そちらは？……あら、ランチタイム？　そうなんだ……ええ、そうね、ちょっと声聞いておこうかしら……お願いします……ハーイ、ベロニカ、どうロンドンは？……あら、理理ちゃんと室内プールに？　あなた水着なんて持って……ああ、理理ちゃんのを……へえ……え、まあそうなんだ……あ、そうだ、あなたラジオの音声収録ちゃんとやんなきゃだめよ……全国放送になった途端お休みじゃ話にならないからね……え？　私たちも出演？……うーん、構わないと思うけど……わかったわ、段取りをつけておきます……うん？……うん……まあねえ、（れいかたちに聞こえないように）それは食べちゃまずいわね……食いてえよーって……あはは、ダメ……そのソーセージは理理ちゃんにあげなさい……あーあー、泣くな、泣くな、仕方ないじゃないの……私のせい？……あはは、そりゃそうだ……でも、そのかわり、毎日理理ちゃんのお料理たべられるんでしょう？　よかったじゃないの……あはは、最高って……ところで、あなたの食生活改善宣言、こちらでは結構話題になってるよ……うん、それに、柿元さんも賛同してくださったわよ……ほんとよー……ホントだってば……現に今もれいかさんと二人で柿元さんのお宅に来て、豆腐ハンバーグの作り方を……もう、ホントだってば……本人と話してみる？……ふふふ……ちょっと待ってね、代わるから……（柿元に）柿元さん」

柿元「（動揺して）え、ええ」

れいか「ほら、恥ずかしがっていないで、はやくはやく」

真理子「はい、どうーぞ、柿元さん」

柿元「恐縮です」

真理子「あ、柿元さん、ちょうどいいわ。私れいかさんと内緒の話がありますから、ベロニカと話している間、私たちを二人きりにしていただけるかしら」

れいか「（笑いながら）そうそう、お願いします、柿元さん。私たちとっても大事なお話があるもので」

柿元「は、は、はい。では、私はベランダで。（電話に）あ、モモ、モモ。ベロニカさん？（ベランダの窓を開ける音。柿元は出て行く）お久しぶりでございます、チョス、柿元です。（窓が閉まる音）」

れいか「ふふふ、うれしそうな顔でしたね」

真理子「ほんと、ほんと」

れいか「あのう、理理ちゃんって？」

真理子「常磐（ときわ）理理子ちゃん。ベロニカのスタイリストよ」

れいか「え、スタイリストさんがいらっしゃるんですか？」

真理子「今、ロンドンでファッションの勉強中なの。去年からベロニカの仕事が減ったでしょう、だから、ベロニカが提案して」

れいか「ベロニカさんらしい」

真理子「理理ちゃん、ベロニカの妹みたいなもんだから」

れいか「へー、スタイリストさんってそんなに仲良くなれるんですね」

真理子「（笑って）理理ちゃんは特別。もともと太極拳仲間でね、スタイリストはそのあとにくっついてきたものなの」

れいか「太極拳ですか……あのう、柿元さんが言うには、ベロニカさん、ものすごく強いらしいんですけど、それ本当ですか？」

真理子「強いっ。ほんとーに強いわよ」

れいか「わー……どれくらい強いんですか？」

真理子「うーん、どれくらいかあ……あのね、理理ちゃんは一度、お師匠さまの腕を折ったことがあるの」

れいか「お、お師匠さまって……太極拳の先生ですか？」

真理子「そう、太極拳の達人の腕を折っちゃったの。で、ベロニカはその理理ちゃんより強い」

れいか「すごいなあ……）はっ、真理子さんはそんなベロニカさんの天敵……（恐れるように）真理子さん、どれだけ怖いんですかあ？」

真理子は不気味に笑う。

Ｍ：エンディング曲

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











三十三「教えてベロニカ　八の一」



○　33-1.　ロンドン・常磐理理子のフラット

ベロニカエコー「教えてベロニカ！」

Ｍ：教えてベロニカの軽快なジングル

ベロニカ「はい、と言うことで今週も始まりました、教えてベロニカ、このコーナーでは……ってやりたいんですけどー」

（ＢＧＭ）イギリスを思わせるような音楽

ベロニカ「（笑って）実は、今回の『教えてベロニカ』は、ロンドンからの録音音声。いつもは皆さんからのお便りに答えながら、生でやってますけど、さすがにロンドンからじゃ、それは無理ー、（色っぽく）許してねぇ。よいっしょ。さてと、今日はですね、インターネットの電話を使って、日本にいる私のマネージャーや知り合いと話しながらダラダラと進めていきたいと思います。（クリック音がする）最近は便利になりました……イギリスと日本でテレビ電話だもんね……マイクよし・カメラの設定もよしと……そろそろね、時間に正確な真理子だから、あ、真理子って、例の私のマネージャーです。記者会見やった。怖いんだなあ、これが……今回ロンドンには一緒に来なかったんで、ラッキーなんて思ってたんですけどねえ……あと、数秒……ああ、緊張するな……子供の頃、注射の順番待ってた時みたい」

ＳＥ：「みたい」、の「た」位のタイミングで、インターネット電話の呼び出し音

ベロニカ「はい、来たー。待たせるとまた怒られるー、（電話にでる）はい、はーい」

真理子「ベロニカ？」

ベロニカ「はい」

真理子「うん？　画像が映らないわね……」

ベロニカ「（少し慌てて）え、ええ？　ちゃんとさっき……あ、スイッチが……（ビール缶がたおれて転がる）あ、ビールが……あ、コードが」

真理子「何やってるのよ」

ベロニカ「あ……これか……」

真理子「ああ、映った、映った。また、*サインなんかして……とりあえず、元気そうじゃないの」

ベロニカ「は、はい、おかげさまで」

真理子「よし。今日はね、柿元さんとれいかさんもここにいるわよ。ほら……」

柿元「（れいかと同時に）ベロニカさーん」

れいか「（柿元と同時に）ベロニカさーん」

ベロニカ「わー、二人とも元気ー？」

真理子「えーっと、これは番組に使う音声よね」

ベロニカ「そうそう」

真理子「じゃあ、手を振ってないで、私たちのこと紹介してね」

ベロニカ「あ、そうだった。みなさん、今のが、さっき話した私のマネージャーの真理子さんです。それから、みなさんご存じのレポーターの柿元さんと、私が福岡でいつもお世話になっているたきがわ寿司のれいかさん。最高においしいお寿司屋さんです。ちなみに、れいかさんご自身は美容院の店長さんです。時々、お世話になってまーす。柿元さんは、最近、私たちの運動に賛同してくださってベジタリアンフードに挑戦してくださっているそうです。柿元さん、どうですか、その後。お料理のレパートリー増えましたか？」

柿元「は、は、はい。最近は、カレーも作れるようになりました」

ベロニカ「あら、野菜カレー？　おいしそう」

れいか「ベロニカさん、それが具だけじゃなくて、ルーもカレー粉から作っているんですよ。おどろいちゃいました」

ベロニカ「あらー、私も食べたーい」

柿元「あ、は、はい。今度ぜひ」

ベロニカ「柿元さん、でも大丈夫ですか？あれだけ、毎日バーガーを食べていたのに？」

柿元「は、はい。実は、まだ、夢の中では毎日食べてます。やっぱりお肉はおいしい……」

ベロニカ「（笑って）、ねえ柿元さん、私たちの基本姿勢は、不必要な動物の殺生を止めましょうっていうものです。だから、私、毛皮の使用にはとても大きな疑問があります。でも、食に関しては、菜食主義をなるべく広めたいっていう姿勢のもの。まあ、これにも、人それぞれのレベルがあるでしょうけど。私は、別に絶対お肉を食べてはいけないっていうような高圧的な運動をしようとしているのではありませんから。もし、バーガーを食べたくなったら、私の目の前ででもいいから、遠慮なく食べてください。美津子先生も、そういった部分は柔軟にご理解くださっていますから」

柿元「きょ、恐縮です」

ベロニカ「主義主張は人それぞれですよね。牛肉の消費を減らせば、温暖化が防げたり、飢餓で苦しむ子供が少なくなると主張する人もいます。でも、片や、お肉で生計を立てていらっしゃる方もたいくさんいらっしゃる。何でも極端はいけません、極端は。特に食に関してはね。それに……私、お寿司は大好きですし、たきがわ寿司に行けなくなったら、死んじゃいます。ねえ、れいかさん」

れいか「きゃー、ありがとうございます。父が聞いたら泣いて喜びます」

ベロニカ「お父さんによろしくねー」

れいか「はーい、もちろん」

真理子「あ、ベロニカ……今日はすてきなニュースがあるわよ」

ベロニカ「え……あなたにそう言われるとちょっと怖いのはなぜ？」

真理子「（笑いながら）怖くない、怖くない……」

ベロニカ「ホントに？」

真真理子「本当に。でも時間だからこの続きは次回」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











三十四「教えてベロニカ　八の二」



○　34-1.　 ロンドン・常磐理理子のフラット

ベロニカエコー「教えてベロニカ！」

Ｍ：教えてベロニカの軽快なジングル

（ＢＧＭ）イギリスを思わせるような音楽

ベロニカ「はい、と言うことで前回の続きです。お聞きください」

真理子「あ、ベロニカ……今日はすてきなニュースがあるわよ」

ベロニカ「え……あなたにそう言われるとちょっと怖いのはなぜ？」

真理子「（笑いながら）怖くない、怖くない……」

ベロニカ「ホントに？」

真理子「れいかさん、お願いします」

れいか「はーい。ベロニカさん、実は先日、『教えてベロニカ』が、ネットラジオ番組『ごすいせん』さんで紹介されたんですよー」

ベロニカ「『ご、ごすいせん』？ほ、ほんとー……」

れいか「ほんとーでーす」

ベロニカ「わー、（パフパフクラクションを鳴らす）『ごすいせん』かあ……子供たちの『ごすいせん』っていうタイトルコール、メチャかわいいんだよねー」

れいか「そうそう、あの子たちのあのなごやかーな感じが、むんぞーさんとしんばさんのトークの雰囲気を物語ってますよね」

真理子「私たちがネット配信しているのを、しんばさんが見つけてくださったそうですよ。おかげさまで、ブログ訪問者が飛躍的に多くなったのよ。（命令口調で）あなたからも、ちゃんとお礼を言いなさい」

ベロニカ「は、はい。しんばさん、むんぞーさん、ご紹介ありがとうございました。（柏手二回）感謝いたします、よいっしょ。（独り言）あ、私も後で聞かなきゃ。『ごすいせん』で検索できるわよね……」

れいか「ベロニカさーん、私や柿元さんも、紹介されちゃったんですよー」

ベロニカ「あらー、よかったわねー」

れいか「はー」

柿元「（躊躇して）きょ、恐縮です」

ベロニカ「あら、柿元さん、どうしました？」

柿元「あ、は、はい。いやあー、そのー、むんぞーさんから、私、貧乏神みたいな喋り方だってコメントいただいちゃって……」

ベロニカ「（笑って）（柿元のまねをして）言われてみればそんな気も……（普通の声で）文化違うけど、柿元さん、日本の貧乏神ってどんなのかご存じですか？」

柿元「ネットで調べました、はい。なんでも、押し入れにいて、お味噌が大好きだそうですね」

ベロニカ「柿元さん、貧乏神は無理だわ。その体じゃ押し入れに入れないもの」

柿元「そう言われてみれば、無理です。はい。でも、私も、お味噌は大好きでして、日本に来て初めてお味噌汁を体験したときの衝撃は、忘れられません。そもそも私の国にはこういった……」

真理子「あああ、柿元さん、お味噌汁のお話はまた今度、今度ね」

柿元「（照れながら）す、すみません、つい……」

真理子「ところでベロニカ」

ベロニカ「は、はい」

真理子「今こちらでは、あなたの料理本の企画があがってるから」

ベロニカ「私のお料理本って……」

真理子「もちろん、ベジタリアン用のね」

ベロニカ「えー、私、料理の本書けるほど……」

真理子「この企画私のアイデアなの」

真理子「が、がんばります」

真理子「理理ちゃんからしっかりお料理教わっておきなさい。いいわね」

真理子「わかりました」

Ｍ：エンディング曲

真理子「よし。じゃあ、またね」

ベロニカ「はい、また」

れいか「じゃあ、またー」

柿元「失礼しまーす」

ベロニカ「うん、またねー。ばいばーい」

音楽が止む。

ベロニカ「ふー、終わった。緊張したぜ、全く」

ＳＥ：ドアが開く音

ベロニカ「あ、理理子、おかえりー」

理理子「お姉さま、（紙袋を探って）これ見てください、これ」

ベロニカ「なあに？」

理理子「お姉さまの水着ですわ。少し大胆ですが、お姉さまにはこれくらいが丁度いいかと」

ベロニカ「わお！理理子、ありがとう」

理理子「喜んでいただけて、光栄ですわ。これで、また、あのプールへ参りましょう」

ベロニカ「行くよ、行くよー。でも、ホントに大胆ね」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











三十五「反撃の兆候」



○　35-1.　春日市の街中・昼間

柿元が走ってくる。重い足音。遠くから、柿元の声が近づいてくる。

柿元「真理子さーん」

真理子「誰かしら、この重い足音は？　あ……」

柿元「真理子さーん……真理子さーん。（息を切らしながら）……や、やっと追いついた」

真理子「柿元さん。どうなさったの？」

柿元「（息を切らしながら）緊急にお知らせしたいことがあったので……」

真理子「柿元さんどこから走ってこられたの？」

柿元「息を切らしながらマンションからです。お散歩中とうかがったのでここかと」

真理子「柿元さん、すごーい。あそこからここまで、二キロはあるわよ」

柿元「（息がだんだん整って）恐縮です。も、もう、必死でして、はい」

真理子「すごい、すごい。やっぱり太極拳と食事の効果ですね」

柿元「そうなんですよ、最近、私、四十分くらいなら平気で歩けるようになりましたし」

真理子「そうなんだ……あら？　柿元さん、またちょっと痩せたんじゃないですか？」

柿元「わ、わかりますか？　先日から、また、六百グラムほど痩せ……（我にかえって）はっ、こんなことを話している場合じゃない」

真理子「（笑いながら）で、どうなさったの？」

柿元「これをみてください、（数枚の紙の音がする）これを」

真理子「まあ、ベロニカじゃないの。あ、理理ちゃんまで。ロンドンの写真ね。二人とも大胆な水着を……」

柿元「大統領の秘書が、ネットで見つけたそうなんですが……」

真理子「室内プールに行った時の写真ね。わーたくさん撮られちゃって。あら、柿元さん、鼻血が出てますよ」

柿元「（鼻を覆い）きょ、恐縮です。ちょっと、私や大統領には刺激が強すぎて」

真理子「大統領も見ちゃったの？」

柿元「ええ、大量の鼻血を流されました」

真理子「（ポケットティッシュの紙のおと）はい、ティッシュ」

柿元「きょ、恐縮です。私たちの国にはこういう写真はほとんどございませんので」

真理子「（笑いながら）二人のこのフェロモンポーズ見ると、隠し撮りに気づいていたのかも。まあ、どれも悪い写真でもないし、いいんじゃない」

柿元「（鼻に詰め物をした声で）これをみてください、室内プールの外にいるこの毛皮の……」

真理子「あー、なんで？　苦情真子じゃないの。あらー、外は寒いからって、これみよがしに毛皮着ちゃって……イギリスは動物愛護の運動が盛んだから、これは止めた方がいいなあ」

柿元「（鼻に詰め物をした声で）ま、まさに。それでここを読んでみてください。アンタイ・ファー・アクティビストっていうここ……」

真理子「毛皮反対運動家ってこと？えー、なになに、ジャパニーズ・ゴデス、女神って……ベロニカのこと？」

柿元「（鼻に詰め物をした声で）は、はい。この写真の中で、モコモコの毛皮を着た苦情さんと水着のベロニカさんたちが、うまくコントラストをなしてまして……」

真理子「なるほど、そう言われてみれば。でも、こんな風になっちゃうと、ちょっとやっかいかなあ。動物愛護団体には、時々やり過ぎの団体もありますからね。美津子先生の方針と違うところもあるだろうし……うーん、日本へ呼び戻すかなあ。あ、血止まりました？」

柿元「は、はい、恐縮です。苦情真子は、このあと、知らない人から小麦粉をかけられちゃったそうです」

真理子「まあねえ、こんな毛皮身につけてたら、それはあるかも。でも、何故彼女がロンドンに？　毛皮の*Ｍかしら？　苦情真子って、毛皮のCＭ出てたかしら？　うーん……何かあるとしたら、今回は心理戦というより具体的な行動に出てきそうですね……」

柿元「あ、あのう、ベロニカさん、大丈夫でしょうか？」

真理子「（安心させるように）ベロニカなら大丈夫。理理ちゃんもいますから。安心してください」

Ｍ：エンディング曲

真理子「（写真を見ながら）全くこの二人は脳天気というか、なーんにも考えてないんだから……完全にカメラ意識してるな、これは。あーあー、見てくださいよ、これなんか、二人で髪かきあげちゃって……あ、柿元さん、また血が……横になった方がいいんじゃありませんか？」

柿元「きょ、恐縮です」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











三十六「村の常識」



○　36-1.　駐在さんの村

ＳＥ：小川のせせらぎ

駐在が油の切れた自転車をこいでいる。

駐在「こんな朝早くから、ふんとにもう。せーっかく美津子と太極拳やってたのになー。……まー仕方ねーなー広報担当の虎三じいさんとしては一大事なんだろうし、これが駐在の俺の仕事だもんなあ。よっこらせーっと……いつもこの坂は……し・ん・ぞう・やぶりの……うーんっと、どっこいせー……くー……うーんっしょーっと……フー、登り切ったー」

軋む音を立てた後、自転車は坂道を軽快に降りていく。

駐在「うーん、今日は、なんつーか、自転車日よりだんなー。村民五百名の安全のため、男、島田源太郎は今日も愛車を走らせるのであったー、なーんてなー（適当なメロディーで）ほーい、ほいっと」

ＳＥ：駐在の携帯のシンプルな着信音

駐在「おーっと、携帯が。虎三さんからだな。やれやれ」

駐在は自転車を止める。激しいブレーキ音。

携帯に出る。

駐在「ほーい、虎三さーん、今現場に向かいよるとこだわな。丁度坂を登りきって降りはじめたとこだあ……ああ、ああ、わかっちょる、わかっちょるよ……あの蚊取り線香のな……由美かおるな……由美かおるは虎三さんの永遠のマドンナだかんなあ……うーん、わかった、わかった、きっちりとはがしておくから心配せんでけろー……ほーい……んじゃあなあ（携帯をきる音）。よっこらしょっと」

駐在は自転車をこぎ出す。再び、坂道を降りる音。

駐在「由美かおるの太ももがーって、じいさん大丈夫かな……しかしまあ、貼ってあるー貼ってあるーって、何が貼ってあるんだろかなー？　おー、米（よね）さん、こんな時間からもう畑に出てんだなあ、相変わらず早えーなー……ははー、元気で何より何より。（米に）おー、米さーん、今日も早えーなあー、朝からごくろうなこったべー……（何かに気づいて）おー、おーっっと」

駐在は自転車を止める。

駐在「米さんの畑の網が破れてるでねーか。米さん気づいてねーな……こりゃあ、イノシシだな。直しとかんと、米さんの畑がめちゃくちゃになるなあ……後で直しておいてやるか……いや、今直してやったほうがいいかな……いや、虎三の方が先だしな、後で直すべ……いや、目の前の大事件を見過ごすわけにはいかねえな、今直すべ……やっぱ、後がいいかなあ……うん、決めた、後で直すべ」

自転車に乗って坂道を降りる。

駐在「相変わらず、自分でも惚れ惚れする決断力だなあ。男、島田源太郎の頭脳は、惜しみもなく村民五百名に捧げられるのであったー。なーんてな……」

自転車がブレーキ音をたて止まる。

駐在「じいさんの言ってたのはここのはずだが……あー、ホントだべー、張り紙で由美かおるのふとももが……じいさんが怒るはずだあー……何なに？「バーベキュー大会へのお誘い……いつもお世話になっている村民の皆さまへ、教団からのささやかなお礼を込めて」だと……ほー、あの教団施設で、バーベキューかえ……全部タダかあ……金あんなー……しかし、なんで突然こんなことを？……こいつはーひょっとするとまた、美津子と何か関係があるのかもしれねえなあー……柿元さんに連絡した方がいいかもしんねーなー……イヤ待てよー、どうせ連絡するなら、神谷真理子さんの方がいいべ……美人の方がやっぱなあー……いや、しかし、それはあまりにも露骨な行動だべ、やっぱここはぐっとこらえて柿元さんに……うーん、灰色の脳細胞はどう決断するべか……だははは、両方に連絡するべ。さてと……男、島田源太郎、無許可の張り紙を公務ではがすべ……」

紙をはがしていく駐在。

駐在「さて、次は、米さんの畑の網だな……」

駐在は自転車にのり坂道を上り始める。

駐在「しかし、あの教団もバカだなー……この村に本部建てて何年もなるっつーに……村民が、肉食わねーって、未だに冗談と思ってるんだべか？　ホントーに、誰一人食わねーっつーの……バーベキュー大会なんて、だーれも行かねーべ……教祖さんは、村民が動物愛護運動に熱心なのは、美津子が運動するからだって思いこんでたみてーだが……逆だべ……昔からこの村のみんなが肉食わねーから、今の美津子がいるんだべ……（笑いながら呆れる）バーベキュー大会って……食い物タダにしたら喜ぶっておもってるんだろーなー……俺たちみたいに自分で食い物作ってる人間相手になあ……ここは都会じゃねえべ……あいつらアホだな……」

Ｍ：エンディング曲

駐在「それにしても、由美かおるのふとともを貼り紙で隠すなんてなあ……同じ貼るにしても、貼り方の常識ってのがあるべー……広報担当の虎三さん怒らせちゃあどうしようもねえ。こういうのが積み重なって、あの教団は俺たちの信用を失ったんだなー」

ＳＥ：鳥の鳴き声

（終わり）











三十七「生きていてよかった」



○　37-1.　吟泉堂

（ＢＧＭ）吟泉堂のテーマ

吟泉「ううーんむ……ううーん……うう、うう……うう？ブッ……」

真理子「（軽く驚いて）あら、吟泉堂さんまで鼻血なんて……（ポケットティッシュの音）はい、ティッシュ」

吟泉「すみません。（鼻にティッシュを詰めて）全く面目ないったらありゃあしません。未だにベロニカの水着姿で鼻血とは。スー、ハー……もう大丈夫だ。ありがとうございました」

真理子「（笑いながら）ところで、吟泉堂さんはどう思われます？」

吟泉「（普通の声で）うーん、そうですねえ。ロンドン、高級ホテルの室内プール。そのプールの外に、毛皮の苦情真子が立っている。こりゃあどう見ても仕組まれてる。偶然であるわけがありません」

真理子「そうですよねえー、やっぱり」

吟泉「ううーん……」

真理子「どうしました？」

吟泉「うーん……しかしよくよく考えてみると、仕組まれていると言っても、この画像には解（ゲ）せないところもある」

真理子「って言いますと？」

吟泉「理理子とベロニカは、プライベートでこのホテルの室内プールへ行ったんでしょう？」

真理子「ええ」

吟泉「すると、なぜ、そのことを苦情真子は知っていたんでしょうか？　いくら芸能人でもちょっと情報が漏れすぎですな。そう思われませんか？」

真理子「言われてみれば不思議ですね……ストーキングがまたはじまったとか？」

吟泉「それもあり得ますが……ロンドンまで行きますかなあ？ワシはむしろ……」

真理子「むしろ」

吟泉「ワシはむしろ、ネットに出回っているこの画像自体を疑いますな」

真理子「うん？どういう意味でしょう？」

吟泉「つまり、これは、合成なんじゃないかと……」

真理子「合成？」

吟泉「ええ。ベロニカと理理子のエロい画像は本物でしょうが……いかん、また鼻血が……こ、この背景にいる苦情真子はあとで貼り付けたんじゃないかと……スーハー……」

真理子「あー、なるほどー。でも、このあと、苦情真子は知らない人から小麦粉をかけられちゃったって……」

吟泉「この画像を作った人がそうコメントしてネットに流しただけでしょう、たぶん。真実味が出ますからな」

真理子「そうなんだ」

吟泉「最近の合成画像は精巧ですからなあ、鑑定は不可能に近いでしょうが……」

真理子「ベロニカが言ってました。『吟泉堂さんの鑑識眼は超すごい』って……」

吟泉「ふっ、あいつめー」

真真理子「吟泉堂さんがこれは合成写真だと思われるなら、そうなんだと思います。私、吟泉堂さんを信じます」

吟泉「ワシ、生きててよかった……貴方はこの世……」

吟泉の言葉を聞かずにマイペースで話す真理子。

真理子「それに、この画像で主張されていることって、私たち寄りの考えですよね。苦情真子を背景に置いて、ベロニカを賞賛してますから」

真理子が聞いていないので吟泉は落胆する。

吟泉「た、確かに」

真理子「これが合成写真だとすると、毛皮に反対している人がネット上に流したのかも知れませんね」

吟泉「ベロニカたちへの応援メッセージってことでしょう。あの教団が反撃してきたわけじゃない」

真理子「うん、なんだかホッとしました」

吟泉「やつらもうすっかりあきらめたのかもしれませんな。おや、どうしました？」

真理子「そうとも言えません。実は先日、例の村の駐在さん、つまり、美津子先生のお父様から連絡があって……あの村で、教団がちょっとした動きを始めたらしいっていうことでしたし」

吟泉「ちょっとした動き？　何ですか、それは？」

真理子「村でバーベキュー大会を開催しようとしたとか……」

吟泉「ええ？　あの村は、村民全体が菜食主義で有名な村でしたよねえ？　そんなところでバーベキューなんて……何を考えているんだか……」

真理子「だからかえって不気味なんですよね。だって、村民がそれに参加しちゃったりしたら、それこそ教団の思うつぼですもの。美津子先生の運動にかなりの打撃があります」

吟泉「なーるほど……で、それは開催されたんですか？」

真理子「いいえ。もちろんうまくいきませんでした」

吟泉「よかったですなあ。村民の団結がそれくらい強ければ大丈夫だ。きっといい村なんでしょうな」

真理子「ええとても。皆さんいい人ですし、お水もきれい。もちろんお野菜もおいしいし」

吟泉「真理子さんの旅行雑誌で取り上げてみてはいかがです？」

真理子「はい、その予定です。実は私もう一回あの村に取材で行く予定なんですよ」

吟泉「いいですなあ……」

真理子「あ、吟泉堂さんもいらっしゃいます？」

吟泉「ええ、えええええ？……（小声で）いいんですか？」

真理子「もちろん。今度の取材、私一人だったからちょっと心細かったし。ねえ、行きましょうよ。あ、柿元さんの特訓とかあってお忙しいですか？」

吟泉「あいつにはスクワット四千回もさせておけば十分です」

真理子「じゃあ決まりですね。私運転しますから」

吟泉「ワシ、生きていてよかった……」

真理子「あ……また鼻血が……」

（終わり）











三十八「メディカル・チェック」



○　38-1.　ロンドン・常磐理理子のフラット

ベロニカ「なんでまたイギリスで人間ドックなのよ、全く……真理子の言いつけだから無視もできんしなあ……えーっと、なになに……わー知らん単語ばっかりじゃないの、この問診票。健康診断なんてアメリカにいるときもやんなかったからなあ……理理子ったら、辞書どこへやったのかしら？……カーディオグラム……ええっとなんだっけなー……カーディオ、カーディオ……どっかできいたなこれ……ＣＰＲが、（サラっと言う）カーディオ、パルムネウリ・リサスィテイションだから……あ、心臓か……カーディオグラムって心電図ね、きっと。心電図なんて初めてだな」

ＳＥ：ドアの鍵の音や紙袋の音

ベロニカ「おかえりー理理子」

理理子「ただいまかえりました、お姉さま」

ＳＥ：紙袋の音や袋から瓶や缶詰を出しテーブルに置く音

ベロニカ「何買ってきたの？」

理理子「明日のお祝いに、ちょっとしたものを」

ベロニカ「明日？」

理理子「お姉さま、明日が何の日か覚えていらっしゃいませんの？」

ベロニカ「理理子の記念日は多すぎて全部は覚えられないよ」

理理子「（軽く笑って）明日は、お姉さまと初めて一緒にお酒を飲んだ日ですわ。覚えていらっしゃらないのですか？」

ベロニカ「あー……って、どこで飲んだっけ？」

理理子「んもう……パースのレストランで美しいサンセットを背景に……」

ベロニカ「思い出した」

理理子「ロマンチックでしたわねえ……」

ベロニカ「うーん、でも、あれってこんな寒い季節だっけ？」

理理子「パースはオーストラリアですわ、お姉さま」

ベロニカ「あ、っそっかー。で？　その記念日だからお酒でも買ってきたわけ？」

理理子「ピンポーン」

ベロニカ「お酒ならいくらでもあるじゃないの、ここに」

理理子「そのような台詞は、これをご覧になってからにしてくださいな」

ＳＥ：紙袋から一升瓶を出し、テーブルの上に置く音

ベロニカ「お、おおお！これは」

理理子「どうです、お姉さま、日本でもなかなかこんな上質の焼酎は手に入りませんわよ」

ベロニカ「（興奮して、小声で）でかした、理理子。でかしたぞー、長年夢に見ていた幻の焼酎。それも一升瓶で。飲むぞー、飲むぞー……」

理理子「お姉さまがそんなに喜んでくださるなんて……うれしゅうございますわ」

ベロニカ「ああ、これで、あの島のスルメがあったら最高なんだけどなあ」

理理子「ふふふ、ご心配なく、お姉さま」

ベロニカ「え？　あるの？」

理理子「抜かりはございませんわ。先日ボーガンの貫太郎に送らせましたから」

ベロニカ「すばらしい。（柏手をして）貫太郎、ありがとー」

ＳＥ：携帯電話で写メを数枚とる音

ベロニカ「なにやってんの？」

理理子「お姉さまの喜びのお姿を貫太郎に送ってやろうと思いまして。なんと言ってもボーガンの貫太郎は、お姉さまがモデルデビューなさる前からのファンですもの。本物のファンは大切にしませんとね」

ベロニカ「ボーガンの貫太郎か……竜神食堂はまだあるのかな？」

理理子「ええ、いまだに海鮮チャンポンのみで営業を続けているそうですわ」

ベロニカ「へえー」

理理子「あら、お姉さま、メディカルチェックですの？」

ベロニカ「そうなんだよー、真理子が急にさあ……この問診票、わかんない単語ばっかりで……例えば、これなんて何のことよ、ストゥール・テストって……」

理理子「それは、えーっと、なんと申して良いやら……えー」

ベロニカ「なによ？」

理理子「とても、私の口からは……ご自分でお調べになられて……」

ベロニカ「それがさあ、辞書がないのよ。どこにやったの？」

理理子「辞書なら私のバッグに。とって参ります」

ベロニカ「（独り言）ストゥールって椅子だよねえ、椅子調べて何するわけ？あ、椅子に座って脚気（かっけ）かなにかを調べるのか？でも、確か脚気はベリベアリって言ったわよね」

理理子「はい、お姉さま、電子辞書」

ベロニカ「理理子、知ってるなら教えろっつーの。えーっと*・T・O・O・L……お、おお……けん、けんべ……」

理理子「ター、皆（みな）までおっしゃらないで、お姉さま」

ベロニカ「へえー、そうなんだ。大体こんな単語って普通使わないもんねえ。（面白がって）あ、あれなんて言うんだろうな。えーっ……べんぴ、と……へえー、コンスティペーションかあ……（面白がって）あ、じゃああれは……」

理理子「お、お姉さま」

ベロニカ「ほうー、ラクサティブ」

理理子「お姉さまったら」

ベロニカ「へー、パーガディブとも言うのか……」

理理子「お姉さま。もうそのくらいに……」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











三十九「真理子とドライブ」



○　39-1.　真理子の車内・走行中

吟泉と真理子は、真理子の運転する車で村へ向かっている。

ＳＥ：車の走行音

（ＢＧＭ）車内ではシンガー『かおり』の曲が流れている

吟泉「真理子さんの運転する車でドライブなんて、こんな贅沢な旅はありませんな」

真理子「まあ、吟泉堂さんったら……あら、工事中ね。何作ってるのかしら」

吟泉「なにやら、検問ゲートのようですな」

真理子「ほんと。ゲートですね、きっと。えーっと、ここから左へ入って（ウインカーの音）さあ、そろそろ到着ですよー」

吟泉「残念だー。もう少しドライブしていたいところですがな……ところで、真理子さん、この曲はどなたかな？」

真理子「あ、これは、伊吹奈々ちゃん。まだ、かおりっていう名前で歌っていた頃の曲です」

吟泉「伊吹奈々って、ベロニカの友達の？確か京大出、もう引退したんですよね」

真理子「ええ。もっと平和活動をしたいって言って、突然」

吟泉「アイドルにしては思い切った方向転換ですな」

真理子「彼女をきっかけに、日本のテレビ局や芸能界も、もっと平和活動や福祉に熱心になってほしいものですね」

吟泉「ですなあ……日本のテレビ番組は、芸能人に気を遣ってばかりで。テレビ局の媚びへつらいが見え見えで、全然おもしろくありませんぞい。クイズ番組にしても、賞金や賞品をもらうのは芸能人ばっかりですからなあ。時々胸くそ悪くなりますぞい。あ、失敬」

真理子「ホントですね。イギリスでは、クイズ番組の賞金が施設に寄附されていましたけどね」

吟泉「さすが紳士の国ですな……イギリスっていえば、ベロニカは最近どうしてますかな？」

真理子「相変わらずです。理理ちゃんと二人で遊び回ってます」

吟泉「ハメをはずさんといいんですがなあ」

真理子「（笑いながら）大丈夫ですよ、理理ちゃんと一緒ですから」

吟泉「ああそうか……それはそうだ……あれは真面目ですからなあ」

真理子「ねえ、吟泉堂さん。あそこに橋が見えるでしょう？」

吟泉「はいな。あの橋が何か？」

真理子「あそこで、ベロニカが教祖を投げ飛ばしたんですよ」

吟泉「へー、あそこで……あれ、何か立て札がありますぞ」

真理子「何かしらね？」

吟泉「えー、なになに……『ここは、モデルベロニカさんが島田美津子博士を救った所です』」

真理子「まあ、観光名所になってるなんて」

吟泉「今にしてみれば不思議なモンですなあ……投げ飛ばしたばっかりに、ベロニカは美津子先生側の人間だと勘違いされて、芸能活動を干されることになった」

真理子「ほんとですね……あの時のマネージャーったらそれが勘違いだってなぜ教団に言わなかったんでしょう？」

吟泉「さあ……あのマネージャー、ベロニカの部屋の鍵まで持ってたみたいですけどねえ……それでもあいつ結構マネージャー無視して動いていたんじゃないですか？ワシの店に来るときも、一人でしたからな」

真理子「確かに福岡では気ままに動いていたみたいですね。時々海辺のホテルに逃げ込んでいたみたいですし」

吟泉「え、マジで？　金ないくせに……」

真理子「スポンサーのホテルですよ。タダですから」

吟泉「なんだか底知れん女ですな……」

真理子「あ、そうだ、ふふふ、吟泉堂さん、教団の勘違いって言えば……」

吟泉「何ですか？　うれしそうに？」

真理子「ベロニカが福岡に活動を移してからは、教団の妨害って一旦納まっていたでしょう？」

吟泉「ええ」

真理子「それがなぜまたストーキングするようになったのか？　その理由おわかりになります？」

吟泉「おお、そういえば、しばらく納まっていたのに……うーん、ベロニカが福岡で活動をしているのに気づいたから？」

真理子「マネージャーが教団のスパイだったんだから、さすがにそれはないですね。すでに気づいていたはずです」

吟泉「そうか……うーん（何かに気づいて）あ、あれー、未だにこのプレートがあるなんて、この村は……」

真理子「ああ、由美かおるさんのプレートですね。蚊取り線香の……あら、吟泉堂さん、どうしました？たそがれちゃって」

吟泉「実は、ワシが初めて見た有名人がこの由美かおるさんだったもので」

真理子「まあ……私は、ポールマッカートニーさんでしたけど」

吟泉「ポールマッカートニーですか……」

真理子「さあ、そろそろ駐在所ですよー」

吟泉「で、結局奴らがベロニカを再びつけ始めたのは？」

真理子「（軽く笑って）、ベロニカのラジオに柿元さんが出したお葉書がきっかけみたいですよ」

吟泉「ええ？　でも、それって、つい先日のことじゃ……」

真理子「ううん、もっと前にも出してるの。その時もダイアナのペンネームでね、ダイエットの方法尋ねてて、ベロニカったら、その質問に適当に答えちゃったの。お肉は食べないとか、色々」

吟泉「それを教団が聞いていた……で、それがなぜ……」

真理子「お肉を食べないなんて言ったものですから、美津子先生の運動をまた支持し始めたって勘違いしちゃったわけです」

吟泉「バカだなー……あの集団はよっぽど美津子先生やベロニカが気になるらしい……しかし、柿元がそれ知ったら……」

真理子「（慌てて）あ、ああ、それは内緒にしておいて。柿元さん、きっと気にしますから」

吟泉「はい……（笑って）でも、言いたいなあ……ところで、真理子さん、そんな情報どこから？」

真理子「蛇（じゃ）の道は蛇です。私も一応マスコミの人間ですから。あ、駐在さんだ……」

ＳＥ：車の走行音

（終わり）











四十「ストイックで大人な村」



○　40-1.　駐在さんの村

ＳＥ：鳥の鳴き声と水の流れる音

駐在「ここでわさびを作っているのさ」

真理子「きれいな水ですね」

駐在「んだな、沢わさびは水が命だかんな」

真理子「吟泉堂さん、ほら、きれーい、（真理子が水に手を入れる。水の音）つめたい」

吟泉「この村の名産品がわさびとは……ワシはわさびが大好きでしてな」

駐在「そりゃあよかった。ここのわさびはまさしく最高級品だかんな。おめーさん、普段はどこのわさび食うのけ？」

吟泉「真妻（まづま）わさびですな」

真理子「それって最高級のわさびじゃないですか」

吟泉「ええ、まあ。わさびにはちとうるさい吟泉堂です」

真理子「わさびの辛み成分アリルイソチアシナネートが、老化防止やがんの予防にもいいんですよね」

吟泉「おお、さすが真理子さん、つい最近の研究結果についてもご存じで。

真理子「たまたまなんですよ、その記事読んだのは」

駐在「一体なんのことだべ？」

吟泉「又聞きですが、そんな研究結果が科学誌に掲載されたんですよ」

駐在「ほおー、それはぜひ村の広報係にも読ませねーとな。おめえさん、本当にわさび好（ず）きなんだな。よし、気に入った。帰りに一箱持って帰れ。プレゼントだー」

吟泉「マジで？」

駐在「食ってみてびっくりこくなよー。ここのわさびは真妻よりうめえぞ」

吟泉「おお、そりゃあ実に楽しみだなあ」

真理子「あ、そうだ、れいかさんのお店に一箱買って帰りましょう」

吟泉「そりゃあいい。もし気に入ったら、ここから仕入れればいいですしね。このわさび、福岡にも送れますかね？」

駐在「もちろん、もちろん」

真理子「よかったー。れいかさんきっと喜ぶわ」

吟泉「村民全員が菜食主義の村。特産品が高級わさび。なんとまあ、ストイックで大人な村だな、ここは」

真理子「ストイックで大人な村……なんかいいですね、その呼び方。吟泉堂さん、それいただいていいでしょうか？」

吟泉「いただくって、雑誌に使うってことですか？」

真理子「ええ、だめでしょうか？」

吟泉「とんでもない。使ってやってください、使ってやってください。なんだかワシも取材に協力できている気がしてうれしくなりますぞい」

真理子「ありがとうございます」

駐在「ストイックで大人な村か……こりゃなかなかいいな」

真理子「でも……雑誌で紹介しちゃうと、この村騒がしくならないかしらね？」

吟泉「美しい環境が汚染されるようなこともあるでしょうな」

駐在「大丈夫だー。その対策は、今観光担当の者が、村長たちとたててるんだな。おめえさんがた、村にはいるとき工事してるの見たべ？」

吟泉「ああ、あのゲート？」

駐在「そだ、村に入るにはあそこを通らねえとなんねえ。だから、あそこを検問所にするんだー。そんで、徹底的にゴミ管理するんだな。タバコも吸えねーようにする」

吟泉「やっぱり検問ゲートか……しかし、それ厳しくやり過ぎのような気もするが……」

駐在「タバコ吸えねえなんて、アメリカじゃよくあるべ。レッドウッド歩いたときなんかそうだったなあ」

吟泉「あれ、意外と海外通……」

駐在「それに関係ねーべ、人がどう捉えようが。環境守る方が大事だべ。それで皆がこの村に愛想尽かしても、もともとひっそりとしてた村だー、人なんて来なきゃ来ないでいいからなー」

吟泉「なんとまあいさぎのいい」

駐在「それによー、ここは、『ストイック』な村なんだべ。検問して、徹底的に規律守らせた方が、なんとなくこの村らしいと思うけど、どうだー？」

吟泉「ものは言いようじゃなあ……でも納得」

ＳＥ：駐在の携帯電話の呼び出し音（呼び出し音はシンプルなもの）

駐在「おっと失礼。村の経理課からだべ。（電話に）ほーい、トヨさんよ、なんだべー……ほうほう……ほー、なるほど、そりゃあざまあみろだな……情報ありがとよー……じゃああとでな。（携帯を切る。真理子たちに）村の経理担当のトヨさんからだー。毛皮関係の会社の株価がのきなみ急落し始めたんだとよ」

吟泉「毛皮関係の会社が……」

駐在「やっぱ、テレビはすげえなあ」

真理子「テレビって？」

駐在「あれ、知らねえのけ？あっ、そっかー、今日二人とも運転してて、テレビ見てねーんだな。ラジオもつけなかったのけ？」

真理子「ええ」

吟泉「何があったんです、一体？」

駐在「柿元さんだよ、柿元さん」

吟泉「柿元が？」

駐在「ってことで、時間だべ。詳しいことはまた来週ナ」

（終わり）











四十一「意気投合」



○　41-1.　駐在さんの村

ＳＥ：水の音

駐在「柿元さんだよ、柿元さん。教団が計画したバーベキュー大会のことを、柿元さんがワイドショーで話したのさあ」

吟泉「それと株価急落とどういう関係が？」

駐在「あれえ？　おめえさん、株のことしらねえのけ？　株はよお、風評が一番恐いんだな」

吟泉「それくらいは……」

駐在「つまりよ、菜食主義の村でバーベキュー大会なんかしようとしたら、教団の評判落ちるに決まってるべ。超ＫＹな集団ってことでな。するとさ、教団と関係している製品の人気が落ちるからよ、株価も下がるわけさあ」

吟泉「なんとまあデリケートな……」

駐在「もっともー、あの教団と毛皮会社との関係を暴露したのは、おめえさんたちだがな」

真理子「柿元さんの反撃ね」

吟泉「あのヤロー、やるときはやるじゃねーか。しかし、この先どうなるんだろうね、あの教団は」

駐在「こんな悪評が続いたら、毛皮の会社はあの教団との関係を絶つんでねえか。ま、教団そのものにはあんまし打撃はねーだろうが、美津子ちゃんたちの活動がぐっとやりやすくなるべ」

真理子「（笑って）勝負ありって感じですね」

駐在「ま、そんな感じだなー。おかげで、この村の主義主張も広まるべ」

真理子「村全体が菜食主義かあ……そうですよね、人間と動物はなるべくなら共存していきたいですからね。原始時代ならいざしらず、私たちは、努力すれば他の生き物を必要以上に殺さずに生活できる知恵を持っているわけですから」

駐在「んだなー……殺生は、なるべくせん方がいいべ。まー、どうしてもって場合はしかたねえけんどもな、動物の大量殺戮は著しい生態系の撹乱だべ」

真理子「作物だけで生活するってとても大変なんでしょうね」

駐在「（確信を持って）相当大変だな。ただよお、畑にできるまともな土地がある俺たちは、なんとかかんとか菜食主義っていうのを実行できるべ。しかし、まともな畑が持てねえ気候や地域に住むもんには、この努力のしようがねえ。食肉生活もいたしかたねえ。だからよお、できる俺たちがやるんだな」

吟泉「世の中、バランスってことですな」

駐在「おめえさん、いいこと言うなあ、そうだ、バランスだなあ。あ、そうだ、おめえさん、熱帯雨林が破壊されてる要因って何があるかしってっか？」

吟泉「過度の森林伐採、森林火事……」

駐在「そうだなあ、だけどもよ、大豆畑の作りすぎが原因っていう説があるのは知らねえだろ？」

吟泉「大豆ならいいじゃないですか」

駐在「それがな、食肉用の動物育てるための餌なんだわ、この大豆が。で、この肉って言うのが、ほとんど先進国で食われてるわけさね」

吟泉「先進国で大量に肉が消費されるから、熱帯雨林が伐採されていく、ってことですか？」

駐在「そういうことになるな」

吟泉「ってことは、先進国で肉を食べなきゃいいわけか……」

駐在「まー、そんたらことができたら理想だけど、中々そういうわけにもいくめえ。先進国でも日本みたいに気候のいい国はあんましねえからな。土地がやせててしかたなく肉食わなきゃやっていけねえところもあるべ」

吟泉「なーるほど、西洋が肉食文化っていうのはそういう面もあるわけですな」

駐在「だろうな。だからよ、先進国でも菜食主義運動はバランスよく進めねえと具合が悪いわけ」

吟泉「そうなると、ますます、日本は肉食を考え直した方がよさそうですな」

駐在「まあな。ただよ、日本国内でも事情は色々だべ。だから日本国内でもバランスよくやらねばなんねえ」

真理子「美津子先生の運動が他の菜食主義推進運動と違うのもそのバランスっていう点ですね。主張されているのは、過度の食肉をやめようっていうことですから」

駐在「そのとおりだべ、神谷さん。俺たちの村は、はっきりいって菜食主義生活の理想型（けい）なんだな。このままのことを日本中でやれるなんて村の誰も思ってねえよ」

真理子「確かに、ここまでのことはなかなかできませんね」

吟泉「ときには肉も食いたくなるんじゃありませんか？」

駐在「俺たちに関しては、それはねえな。食欲っつーか、食の選択ってのはよ、結局は脳、つまり考え方の問題でよ、別に体が肉を食いてーと叫んでるわけじゃねえからな」

吟泉「ふーむ、食制限は脳の問題か。ときどき駐在さんの話はなんというかこう哲学的ですな」

真理子「菜食生活の中でもなにか考え方にバランスをとる必要があるんでしょうか」

駐在「ある。と言うより、それに気づかねえとこの村みてーにはなんねえな」

吟泉「なーんか、むずかしい話になってきましたなあ。ワシ、ちょっと話に加わるのを遠慮しておきます」

駐在「なあ、神谷さん、おめえさん、バタイユっていう人のこと知ってるけ？」

真理子「『エロティシズム』のバタイユですか？」

駐在「あ、やっぱりおまえさんはただものじゃねえなあ……」

吟泉「エ、エロ、エロ、エロティシズム？　真理子さん、なんですか、それは？あ、やっぱり話に参加」

真理子「（笑って）吟泉堂さん、この前ベロニカや理理ちゃんのビキニ姿みて興奮されてましたけど……」

吟泉「面目ない」

駐在「（咳払いをしてさりげなく聞く）ベロニカさんのビキニ姿？」

吟泉「（小声ですばやく）よかったら、後でコピーを差し上げます」

駐在「（咳払い、小声で）すまねえな。できたら美津子ちゃんには内緒でな」

吟泉「（小声で）もちろんです。ご安心を」

駐在「（小声で）おめえさん、いいヤツだな」

吟泉「（小声で）それほどでも」

吟泉・駐在は、いやらしく、小声で笑う。

真理子「（あきれて笑いながら）もー……」

吟泉「すみません、つい。で、『エロティシズム』っていうのは？」

真理子「それは、また来週のお楽しみ」

Ｍ：エンディング曲

吟泉「（独り言）そうかあ、来週か。しかたねえな。（駐在に）あ、じゃあ、その間に、コピーを」

駐在「すまんなあ……おめえさん、なんならわさび二箱持って行くけ？」

吟泉「マジで？」

真理子「もー……」

吟泉「ちなみに、この真理子さんは、ベロニカのお姉さんですから」

駐在「ええ？　じゃあ、ベロニカさんの名字は神谷って言うわけ？」

吟泉「でしょう？　普通そこに驚きますよねえ」

駐在「普通はそうだべ。他の人はどこに驚くわけ？」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











四十二「今夜はゆっくり語り合うべ」



○　42-1.　駐在さんの家・夜

真理子たちが話している。

ＳＥ：水の流れる音、鹿威しの音

真理子「広くて立派なお住まいですねえ」

駐在「あいにく美津子ちゃんがいねえからなんにも出せねえが、遠慮することはねえ。ま、もう一杯。今夜はゆっくり酒でも飲んで、ぐっすり眠って」

ＳＥ：酒をつぐ音

吟泉「おっと、これまたいい香りの酒ですな」

駐在「さ、さ、神谷さんも」

真理子「ありがとうございます」

吟泉「おお、うまい。まるでワインですな、これは」

駐在「だべ」

吟泉「なんていう酒ですか、これは？」

駐在「今、名前募集中なんだ、これが。『美津子』なんてどうかなあ？」

吟泉「え、ってことは、これはまだ試作品かなにかで？」

駐在「んだ」

吟泉「（独り言）あれえ、確か、ベロニカの名前のついた試作品もあったなあ……あれ何だっけなあ？」

真理子「ほんと、おいしいですね」

駐在「神谷さん、結構いける口なんだな。ほんのり赤いその顔がまた色っぽいなあ……」

吟泉「おおそうだ、色っぽいと言えば真理子さん、バタイユの『エロティシズム』は？……」

真理子「そうでしたね。えーっと、バタイユは、人間は労働することで、他の動物と違ってきた、確かそんな風に言っていたと思います。計画的な生産、長期的な安定……それゆえ、非生産的な行為、非合理的な行為をわざとする。そうやってバランスをとっている」

吟泉「はあ……なんか全然エロくない」

真理子「計画的な生産、長期的な安定、そこには、禁止行為が伴っている」

吟泉「はあ？」

真理子「（笑いながら）吟泉堂さん、あることを禁止されればされるほど、それに魅力を感じませんか？」

吟泉「おお、なんとなくエロくなってきましたぞい」

真理子「例えばー、人って普段不必要なものを身につけて肌をかくしているでしょ。裸は見ちゃいけない、見せちゃいけない。この不自然な禁止行為が、裸になったときのエロティシズムを生み出す」

吟泉「（少し興奮して）ほー、ほー」

真理子「吟泉堂さんが、ベロニカや理理ちゃんのビキニ姿で興奮したのも、二人のそんな姿を普段は服で見られないからでしょう？」

吟泉「面目ない……しかし、そうでしょうな。毎日ビキニ姿を見ていたら、鼻血までは出んでしょうな。ただー、それと菜食主義とどう関係があるんですかな？」

駐在「ついでだからそこから話してみるかな。あのな、菜食主義貫くために、肉食っちゃなんねー、肉食うなー、って言えば言うほど、普通は、肉が食いたくなるべ」

吟泉「ええ、だからさっき、ときには肉を食いたくないのですかと聞いたんです」

駐在「普通は食いたくなるだろうな。だけども、この村の連中はそうなんねー」

吟泉「なぜ？」

駐在「肉を食わねえのを禁止行為と捉えてねえからだ」

吟泉「へ？」

駐在「この村ではよ、菜食主義とは関係ねー全然別の次元で肉食う気になんねーように教えられるのさ。言ったべ。食の選択は脳なんだってよ」

吟泉「（考え込みながら）うーんっむ、うん？」

駐在「（笑いながら）なあ、おめえさん、ビール好きか？」

吟泉「そりゃあもう。えへ」

駐在「しかし、酒は体によくねーぞ」

吟泉「わかっちゃーいるけどやめられません。柿元しごいたあとの一杯なんか最高ですしな」

駐在「（笑いながら）そのビールがよ、新品の溲瓶（しびん）の中に入ってたら、飲む気するか？」

真理子「（笑いながら）ちょっと勇気いりますね」

吟泉「ワシは飲んでみせますぞい」

駐在「（笑いながら）おめえさん、カレーはどうだ？」

吟泉「カレー嫌いな日本人なんているんですかな？」

駐在「いねえだろうなあ。だけどよ、おめえさん、新品のオマルの中にカレー入れられて出されたらよろこんで食うか？」

吟泉「うーん……ちょっと勇気いるかも」

駐在「おめえさん、犬の肉食うか？」

吟泉「ちょっと無理です」

駐在「なぜだ？　精がつくし、うめえらしいぞ」

吟泉「そう言われましてもなあ」

駐在「猫はどうだ？」

吟泉「勘弁してくださいよ」

駐在「（笑いながら）な、脳が命令してるべ。この村の連中にとってはよ、牛肉も豚肉も、つまり肉っていうのはよ、菜食主義だから食わねえもんんじゃなくて、別の次元で食いたくねえ、食うべきじゃねえ、そんな扱いの代物（しろもの）なわけよ。考えてみ、生き物殺して食うんだぞ。ここんとこを根本的に脳に教え込めば、菜食主義だなんだは関係ねーな。菜食主義だから肉を食わねーんじゃねえ。肉を食わねえから菜食主義と呼ばれているだけなんだな」

吟泉「おお、なーんとなく、わかるかも。つまり、この村の人にとっては、肉を食べないというのは、ストイックな意識でやっているわけでもなんでもない」

駐在「個人レベルではそういうこったな。ただよ、村全体が同じ傾向の食生活を続けるっていう点で考えると、これはかなりストイックな色彩を帯びてくる。ここで本題にもどるわけだな。じゃあ、村全体が菜食生活を続ける上ではどんなバランスをとっているか？　そうだったな？　真理子さん」

真理子「ええ。ここでバタイユが出たんでしたね」

駐在「実は、この村にも、ポトラッチに似たならわしがあってな」

吟泉「ポトラッチ？　これまた難しい話になりそうですな」

駐在「（笑いながら）ま、ま、夜はまだ長げーからよ、じっくり話すべ。さ、飲んでけろ、遠慮なく。ほれ」

ＳＥ：酒をつぐ音

吟泉「（躊躇しながら）あのう、ワシはもうそろそろ……」

駐在「（あっけらかんと）そうかあ？　じゃあゆっくり寝てけろ。真理子さんは？」

真理子「私はもう少しお話が聞きたいですね」

駐在「お、そう？　じゃあ、美津子ちゃんが漬けた漬け物でも食いながら……」

吟泉「（小声で）美人の漬物？（二人に）あ、ワシももう少しお付き合いいたしまずぞ」

駐在「あ、っそう？　んでは」

ＳＥ：酒をつぐ音、水の流れる音、鹿威しの音

（終わり）











四十三「教えてベロニカ　九」



○　43-1.　ロンドン・常磐理理子のフラット

ベロニカエコー「教えてベロニカ！」

Ｍ：教えてベロニカの軽快なジングル

（ＢＧＭ）イギリスを思わせるような音楽

ベロニカ「はい、と言うことで始まりました、教えてベロニカ。今週も引き続きぃー！　イエーイ！　ロンドンからお送りしまーす。いやあ、すみませんねー、仕事とは言え、こちらではメチャクチャくつろいでいる私です」

理理子が入ってきて紅茶のカップとソーサーをテーブルに置く。

理理子「はい、お姉さま。ダージリングでよろしかったかしら？（カップをテーブルに置く）」

ベロニカ「サンキュー、理理子。みなさん、今回は、私のスタイリスト、常磐理理子さんと一緒にお送りしたいと思います。理理子さんは、お料理がすっごく上手なんですよーん」

理理子「そ、そんな、お姉さまったら、恥ずかしいですわ。ちょっとした家庭料理ですのに」

ベロニカ「いやー、理理子、ぶっちゃけ、あなたの料理すごいわー。最高よー。ありがとうね、毎日」

理理子「（少し涙ぐんで）とんでもございませんわ。こうやって身近でお姉さまの栄養管理ができるなんて……」

ベロニカ「そうなんですよねー、みなさん、理理子さんは、私の栄養管理をしてくださっているんです。ほら、私、先日から食生活の改善を心がけるようになったでしょう。だから、体型維持のためには、今すっごく気をつけないといけないらしくて。でも、理理子さんがいるから安心なんですねー」

理理子「ファンの皆様、ご安心ください。この常磐理理子が命に代えましても、お姉さまの体型は維持して見せますから」

ベロニカ「あ……時々は手を抜いてもいいと思いますけど」

理理子「（ゆっくりと）いいえ、徹底的にやらせていただきます」

ベロニカ「（あきらめて）はい。（紅茶を飲み、カップの音がする）うーん、おいしい」

理理子「あ、お姉さま、このビスケットもぜひ」

ベロニカ「うん……あ、温かいね、ひょっとして焼きたて？」

理理子「ええ、ちょっと時間がございましたから」

ベロニカ「へー。（ビスケットを食べながら）うん、相変わらずおいしい」

理理子「ビタミンも入れてみましたけど、味の方は大丈夫ですか？」

ベロニカ「（ビスケットを食べながら）あーん、全然気になんない。で、何い入れてるの？」

理理子「念のためビタミン*12を少々」

ベロニカ「（ビスケットを食べながら）最近、理理子、そのビタミンのことよく言うよね」

理理子「ええ、まあ。でも、お姉さまは牡蠣もお好きですし、大丈夫なんですけれど」

ベロニカ「（食べるのをやめて何か思い出したように）牡蠣かー」

理理子「何か？」

ベロニカ「ちょっと思い出したことがあってね」

理理子「思い出って、まさか、殿方との思い出ではないでしょうね」

ベロニカ「（あわてて）何言ってるかなあ、まっさかー。違うよー」

理理子「（ため息をついて）……わかりやすい方ですわね。で、どなたですの？　リスナーのみなさんもお知りになりたいに違いありませんわ」

ベロニカ「えー、まあ、たいしたことないんだけどね、昔付き合ってたマジシャンが、牡蠣にあたっちゃって……うん？　あれ？　そう言えばあの時、理理子もいたじゃないの」

理理子「（思い出して）ああ、なーんだ、それって、たかし（『たかし』の部分にピー音）さんのことですわね？　期待して損しましたわ」

笑うベロニカ。

理理子「グルメぶって、生で食べるからですわ。牡蠣を食べるときは、中まで加熱。常識ですのに」

ベロニカ「（あきれて）バッカだよねー、全く。しかし、あたるとこわいよねー、気をつけないと（急に笑いながら）でもさあ、今となってみれば、けっさくだったよねー」

理理子「はい、あの時は驚きましたけど……ころげまわるわ、ゲーゲー吐くわ。（苦しんでいるたかしのまねをしながら）『べ、ベロニカ、たとえ俺が死んでも、俺はお前を愛す。永遠に愛す。お、おえーっ……おえーっ……』」

ベロニカ「あー、思い出した。言ってたねえ、そんなこと……」

理理子「無残でしたわね、たかし（ピー音）さん。結局救急車を呼んであげたんでしたかしら？」

ベロニカ「あー、呼んだねー。血液型*型のくせに、あたっちゃうんだから、どうしようもない」

理理子「幸（さち）薄いですわねー」

ベロニカ「（しみじみと）薄いねー」

理理子「さ、さ、お姉さま、たかし（ピー音）さんの話をしていてもしかたありませんわ。番組に戻りましょう」

ベロニカ「そだね。（小さく咳払いをする）えー、では、みなさんのお葉書を読ませていただきますか。あ、これ、マネージャーがまとめてロンドンへ送ってくれたのですよ。理理子、お願い。音出してみて       」

理理子「はい、お姉さま」

理理子は、カップをチンとならす。

ベロニカ「みなさん、ごめんなさいね。いつものあのチーンがロンドンにはないもので。カップで代用していまーす。ウエッジウッドだから、ゆ・る・し・て・ねー」

ＳＥ：カップで鳴らすチンという音

ベロニカ「えーっと、ラジオネーム、女優Ａさん、二十四歳、女性、『ベロニカさん、こんばんは』はい、こんばんはー。『二度目の投稿です。以前、なんの取り柄もないけど芸能界に入りたいと言って、ベロニカさんに怒られちゃった者です。覚えていらっしゃいますか？』えーっと、なーんとなく覚えてますよ、女優Ａさん。あの頃は私も仕事干されちゃって、ちょっと口調が強すぎたかなあ……ごめんなさいね。えーっと、それで……『あれから色々考えて、何か目標を持って社会人として立派に生きなきゃ、って思うようになったんです』うん、そりゃ、よかったー。『そこで、ベロニカさんに質問です。社会人にとって一番大切なことってズバリなんだと思われますか？　礼儀？　財力？　交友関係？　何ですか？』」

Ｍ：エンディング曲

ベロニカ「社会人にとって、っていうなら、当然あれだろうけどねえ……うーん、理理子だったら何て答える？」

理理子「（冷静に）二十四にもなって、礼儀だ、財力だ、交友関係だなどと……」

ベロニカ「（少し笑いながら）まー抑えて、抑えて」

理理子「社会人ならまず、労働ですわねえ」

ベロニカ「それから、納税」

理理子「そして教育」

ベロニカ「で、何よりも」

ベロニカ・理理子「選挙」

ベロニカ「だよねえ、選挙だよねえ。選挙に決まってるじゃないの。女優Ａさん、二十四歳っていったらもう次の世代のこと考えなきゃ。でないと、結局自分が痛い目にあうんだよ。私さあ、世間からはハチャメチャな人間に思われてるけどさあ……」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











四十四「理理子だから言っちゃうけど」



○　44-1.　ロンドン・常磐理理子のフラット

ベロニカがブツブツ言いながら、パソコンでネットサーフィンをしている。

ＳＥ：クリック音やキーボードの音

ベロニカ「ネットは便利だねえ。日本のことが全部わかっちゃう。あらあら、あの知事さん、相変わらずバカな発言くり返して……わっ、こんなことまで言っちゃったの　？恐いなあ、権力持つって」

理理子が紅茶を持って入って来る。

理理子「お姉さま、お茶がはいりましたわ。さ、さ（カップとお皿の音）」

ベロニカ「うーん、アールグレイね。いい香り」

理理子「何かニュースはございました？」

ベロニカ「うん、破綻してたベイサイドプレイス博多が三月にリニューアルしたんだってさ」

理理子「まあ、それはよございましたわ。今度帰国したときが楽しみですわね」

ベロニカ「うん、太極拳の修業時代、陳先生の目を盗んで、よく行ったもんねえ」

理理子「そうですわねえ。二人でよく参りましたわね。青春時代の良き思い出でございますわ。あの地は」

ＳＥ：玄関のベルの音

理理子「あら、どなたかしら。ちょっと見て参ります」

ベロニカ「（理理子への返事で）はーい」

ＳＥ：理理子が部屋から出て行く足音、ドアの音

ベロニカ「久しぶりにコミュニティチェックしてみるかな（以下キーボートやクリック音）……えーっと、パスワードは、15641616っと……わお、またずいぶんと増えてるね。ありがたや、ありがたや。あちゃー、動物愛護や菜食主義宣言の波紋は大きいなあ。トピックじゃあ、賛否両論、ちょい荒れ気味だね、こりゃ。まー、こりゃ仕方ないか……うん？『ベロニカロンドン情報』わ、何このトピック。ロンドンでも見張られてるわけ？　何々？『この前、ハムステッドのカフェでベロニカを見たよ』って……この写真、理理子と私じゃないの。完全にばれてる……気をつけないとなー」

理理子が戻ってくる。

ＳＥ：ドアの音、ワインのケースの音（瓶の音）

ベロニカ「何それ。重そうね」

理理子「柿元さんからですわ」

ベロニカ「じゃあワインだ。（喜んで）この前電話で話したとき、送ってくれるって言ってたから。イエーイ」

包みを開けるベロニカ

理理子「まあ、それじゃあ、あの高級ワインですの？」

ベロニカ「そうそう、（箱を開けながら）真理子も絶賛のワインだからねえ」

理理子「真理子さんがですか？それは期待できますわね」

ベロニカ「（瓶を取り出して）ああ、これかー。さっそく飲んじゃうかなあ。理理子、チーズを持って参れ、チーズを……あ、手紙だ」

理理子「柿元さんからですの？」

ベロニカ「そうね。（手紙を開く）えーっと、（小声で早口に）ベロニカさん、ご無沙汰しています。先日お話ししたワインを……」

理理子「（独り言）このワインの糖度からすると、うーん、どのチーズがよろしいかしらねえ」

ベロニカ「（驚いて）あー！」

理理子「どうなさいました？」

ベロニカ「柿元さんが、ロンドンに来るんだってー」

理理子「お仕事か何かで？」

ベロニカ「（手紙を見る）あ、そうね、なぜだろう、えーっと、大統領のそっくりさんと一緒にロンドンの紹介番組を作るんだって。わー、これって三日後？」

理理子「まあ、それはまた急に。でも、お姉さま、うれしそうですわね」

ベロニカ「まあねえ、理理子だから言っちゃうけどさ、私、柿元さん、だーいすき」

理理子「（驚いて）ええ？」

Ｍ：エンディング曲

理理子「だーいすきって、お姉さまから、そんな乙女のような言葉が出てくるなんて。わたくし、初めて聞きましたわ」

ベロニカ「だってさあ」

理理子「ひょっとして、これは、初めての本気の『愛』？」

ベロニカ「そうかあ、もしかたしら、これが愛なのかなあ……えへへ」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











四十五「ラッセル・スクエア」



○　45-1.　 ロンドンの公園（ラッセル・スクエア）・早朝

ベロニカと理理子がベンチで紅茶を飲んでいる。

ＳＥ：早朝の音、鳥の鳴き声、ハトの鳴き声

ベロニカ「ふああ、まだ朝の九時前かあ。眠いねー。柿元さんと会うんじゃなきゃ、勘弁してっていう時間だよ」

理理子「（笑って）ロンドンでは、お姉さまの方が時間に余裕があるのですから、仕方ありませんわ。柿元さんに会えるのですし、ここはガマンですわよ、お姉さま」

ベロニカ「はーい」

理理子「それに、こうやってホワイトティーを飲みながら、公園のベンチに座っているのも、なかなか風情がありますわよ。ちょっと肌寒いですけど」

ベロニカ「（寒そうに鼻をすすりながら）そんなもんかねえ」

理理子「わたくし、しばらく、この先にある語学学校へ通っておりましたから、このラッセル・スクエアにはよく来ておりました」

ベロニカ「へえ、この辺で勉強してたの？　ねえ理理子、柿元さんどうしてこの公園を指定してきたんだろう？　何かこの辺におもしろいものでもあんの？」

理理子「この辺は博物館や美術館などが多いですわ。すぐそこにあるのは、大英博物館ですし」

ベロニカ「おお、あの有名な」

理理子「柿元さんは、ご自分の国に関する展示をお姉さまに見せたいのだと思いますわ？」

ベロニカ「わー、そうかなあ、そうかなあ。だといいな。考えてみれば、私、柿元さんの国のこと、ほとんど何も知らないんだよね。あなたは？」

理理子「依然と比べて大分情勢は落ち着いてきたということですが、未だに紛争はあると聞いておりますわ」

ベロニカ「国内紛争？」

理理子「ええ。西洋に勝手な国境設定をされた国では、国内紛争はしかたありませんわね。民族や文化に強制的な線引きをされておりますから対立も起こります」

ベロニカ「罪だよねー。大英博物館だって、結局は西洋の侵略と略奪の集大成だもんね」

理理子「西洋が中心になってしまった近代というのは、本当に考え物ですわね」

ベロニカ「そう言えば、西洋と東洋っていう概念は西洋が作り出した発明品だって言ってたな」

理理子「どなたがそんなことを？」

ベロニカ「真理子」

理理子「言い得て妙ですわね。今でこそ、直接的な植民地支配などというものは無くなっておりますが、西洋と東洋という二項対立の意識は消えませんもの。（ため息をつく）わたくし、実は、こちらに来てすぐに、ダグラスっていうアメリカ人の殿方とお付き合いをしておりましたの」

ベロニカ「（驚いて）な、な、な、なんだってー？」

理理子  「（笑いながら）ええ、まあ」

ベロニカ「（驚いて）男嫌いの、理理子が？信じられん。なんで？」

理理子「これですわ、これ。（※理理子は指でお金のサインをしている体）」

ベロニカ「ああ、お金持ちだったのね。納得。じゃあ、逆になんで別れたのよ？」

理理子「彼ったら、あるパーティの席で私を友人に紹介するときにこう言ったんですの。『こちら日本人の理理子。勉強してウエスタナイズされているから心配ないよ』って。カッチーン」

ベロニカ「え？　まさか……」

理理子「ええ、やっちゃいましたの、つい。私、彼を庭に連れ出して」

ベロニカ「また腕折っちゃったの？」

理理子「（笑いながら）さすがにそこまでは。鳩尾（みぞおち）に電撃一発。しばらくのたうち回っておりましたわん」

ベロニカ「わー、あれ苦しいよなー。哀れなダグ。でもさあ、あなたがウエスタナイズされてるっていうのは、彼にとってはほめ言葉のつもりだったんだよね」

理理子「もちろんそうですわね」

ベロニカ「まあ、それを褒められたなんて思わないあなたが、私は好きなんだけどね」

理理子「ああん、お姉さま」

ベロニカ「あーあー、はいはい。あ」

柿元「（遠くから）ベロニカさーん」

ベロニカ「（かわいらしく理理子の口調で）ああん、柿元さん」

理理子「あーあー、はいはい。（独り言）やっぱり、お姉さま本気のようですわねえ……」

（終わり）











四十六「似非ビーガン事件ふたたび」



○　46-1.　ロンドンの博物館の館内

会話や足音は館内のエコーがかかっている。

ベロニカ「あー、ちょと疲れちゃった。博物館の展示見るのって意外に疲れるよねー。理理子―、このブーツ、ヒール高くない（※ヒールの高さが高いんじゃないのの意味）？」

理理子「ファッションはガマンですわよお姉さま。ロンドンでも誰が見てるかわかりませんから」

ベロニカ「はーい。（小声で）あー裸足で歩きてー……」

柿元「大丈夫でございますか？」

ベロニカ「（かわいらしく）はい、何でもありません。でも、柿元さん、息切れ一つ無く歩いてましたけど……なんだか凄く体力ついてません？」

柿元「あ、は、はい。吟泉堂さんに太極拳でしごかれていますから」

ベロニカ「（笑いながら）彼、手加減しないから。でも、基礎体力がついたら、練習とても楽しくなりますよ」

柿元「は、はい。吟泉堂さんもそうおっしゃっていました」

理理子「吟泉ちゃんは、練習の虫でしたものねえ」

ベロニカ「（笑いながら）理理子、あなたも人のことは言えないよ」

理理子「お姉さまが自由気まま過ぎだったんです」

ベロニカ「うむ、それは言える」

柿元「さ、さあ、この展示会場が、私の国のセクションでございます。お二人にご紹介できて光栄でございます」

理理子「お姉さま、お待ちかねのお部屋ですわね」

柿元「特別展示で大統領のコーナーもございますよ」

理理子「まあ、大統領の？　あ、お姉さま、お待ちになって……」

ベロニカ・理理子は歩き出す。二人の声は遠ざかっていく。

ベロニカ「わあー、何これ、民族衣装？きれーい……」

理理子「まあ、ホントにきれーですわねえ……」

ベロニカ「あ、ワインのコーナーが……試飲、試飲……」

（Ｆ・Ｏ）

Ｍ：ジングル

柿元「えーっと、ベロニカさんもコーヒーっと」

ＳＥ：自動販売機の音（コインの音、ボタンの音、ブザー、カップが落ちる音。お湯が注がれる音）、柿元の携帯に電話がかかるマナーモードの音

柿元「おっと、仕事の電話だ」

柿元は電話に出る。（※以下柿元は遠ざかりながら話す体:フェードアウト気味）

柿元「モモ、モモ、ダイアナ、ヒア。チョス、チョス、オー、ミスター・バンド……アッハーン、オー、ミスター・モロ、ミスター・クリムキン……ワオー、イン、ロンドン？　アッハーン……」

（Ｆ・Ｏ）

理理子「人の縁というのは全く不思議なものですわねえ。あの、ハーミオーナさんが大統領のお嬢様だったとは」

ベロニカ「ほんとねー、でも、やっとわかったよー、大統領が私に興味持ってくださるわけが」

理理子「お姉さまを御正妻になどというのはどこかリアリティにかけると思ってはおりましたが……」

ベロニカ「だよねえ……ハーミオーナかあ、アメリカ留学時代、理理子と三人、いつも一緒だったよねえ。それがある日突然、わけも言わずに帰国して、それっきり」

理理子「お父様の活動をご支援するためだったのですね」

ベロニカ「しっかし知らなかったなー、ハーミオーナが大統領の娘だったなんて」

理理子「大統領といっても、あの国では、革命家に近いのかと」

ベロニカ「そうよねえ、文字通り命がけの活動だったんだろうな」

理理子「ハーミオーナさんがご自分のことを隠していらしたのも頷けますわ。ところでお姉さま、私、展示の中でもう一つ発見いたしましたわ」

ベロニカ「なになに？」

理理子「留学時代、『自称』ビーガンの主催するパーティに、ハーミオーナさんと三人招かれたことがありましたでしょう」

ベロニカ「（楽しそうに）うん、うん、あのメタボのねえ……覚えてるよ。鰹だしの味噌汁毎朝飲んでるくせに、自分はビーガンだって言いいはってたバカなアメリカ人」

理理子「（笑いながら）はい。お姉さまが、パーティでそのこと大声で暴露なさったから、あの方、大笑いされて」

ベロニカ「（笑いながら）あはは、だってー、あのアメリカ人、上から目線で話すからさあ……」

理理子「いつもながら痛快でしたわ」

ベロニカ「でもそれがどうしたのさ？」

理理子「あのアメリカ人にインスタントの味噌スープを紹介していた日本人がいたのを覚えていらっしゃいますか？」

ベロニカ「ああ、いたねえ。あの似非（えせ）ビーガンのとりまきに」

理理子「どなたか覚えていらっしゃいますか？」

ベロニカ「あは、忘れた」

理理子「（楽しそうに）結局、あのパーティのとき、お姉さまの暴露のせいで、あの日本人も笑いものになっちゃって。お姉さまの暴露のせいで」

ベロニカ「（楽しそうに）ああー、ああー、思い出した。あいつ確か、ハーミオーナにぞっこんで……」

Ｍ：エンディング曲

理理子「そうそう」

ベロニカ「でも、それがどうした……あ、柿元さん」

柿元がやってくる。

柿元「楽しそうですね。（二人にコーヒーカップを渡す）はい、コーヒーどうぞ。熱いですからお気をつけて」

理理子「ありがとうございます。（ベロニカに）お姉さま、今の話はまた今度」

ベロニカ「うん」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











四十七「ハーミオーナ」



○　47-1.　ロンドンの博物館の館内

ベロニカ「（コーヒーを飲んで）はあー、このコーヒーおいしいね……ところで柿元さん、本当に私達とハーミオーナとの関係を今までご存じなかったの？」

柿元「きょ、恐縮です。本日の特別展示コーナーも、急遽できていたような次第でして。私はてっきり、大統領がベロニカさんにご自分の歴史をお見せしたいのかと思っておりました。本当はお嬢様の歴史をお見せしたかったとは……わたし、まだまだでございます、はい」

理理子「あら、お姉さま、どうなさいました？」

ベロニカ「うん？　ハーミオーナの人生を考えるとね、ちょっと」

理理子「そうですわねえ、お亡くなりになっていたとは……」

柿元「キムドルフの独裁政権が崩壊した直後でございました。旧政権残党の銃で……」

理理子「お国では未だにそのようなことが？」

柿元「さすがに暗殺が横行しているわけではありませんが、銃器の規制に関してはまだまだですね」

ベロニカ「あら、でも、最近は観光にも力をいれているんじゃ？」

柿元「ええ、まあ。治安が悪いと言っても、日本と比べたらの話ですから、はい。凶悪な犯罪の発生率は、アメリカの大都市などよりはずっと低いですよ」

理理子「（アメリカの治安の悪さは話にならないという感じで）まあ、アメリカは論外ですわねえ。例えば、ロンドンと比べたらどうですの？」

柿元「銃が規制されている分やはりロンドンの方がいいですね……現在、私たちはこの国から色んなことを学んでおりまして……ベロニカさん、また思い詰めたようなお顔で……どうなさいました？」

ベロニカ「（ため息混じりに）ハーミオーナが大変な時に、私ったら、たかしみたいなのと毎日バカみたいに……」

理理子「（少し笑いながら）お、お姉さま、例が悪うございますわ。ところで柿元さん、これからお仕事か何かですの？先ほどから時間を気になさっておりますが」

柿元「は、は、はい。実はちょっと急な仕事が入りまして」

ベロニカ「さっきの電話ですね」

柿元「は、はい。仕事仲間からでして」

ベロニカ「ごめんなさいね、柿元さん、お忙しいのに。私たちは大丈夫ですから、どうぞお仕事に行ってください」

柿元「は、はい。どうもお呼びだてしておきながら、すみません」

理理子「いいんですのよ。お姉さまは柿元さんのお顔が見れただけでも上機嫌ですから」

ベロニカ「こ、こら、理理子ったら。でもねえ、そうなんですよねえ、久しぶりにお会いできてうれしかったですよ」

柿元「は、はい、わたしも、お元気そうなお顔を拝見できてうれしゅうございました。（柿元に電話がかかる:マナーモード音）おっとまただ」

ベロニカ「お仕事の邪魔しちゃ悪いわね。柿元さん、私たちにはお構いなく。理理子、あの部屋の展示もうちょっと見ましょうか？」

理理子「はい、お姉さま」

ベロニカ「じゃ、柿元さん」

柿元「では、恐縮ですが、お言葉に甘えて」

ベロニカと理理子が去っていく。足音。以下二人の声はフェードアウト。

理理子「柿元さん、お気をつけて」

ベロニカ「気をつけてくださいねー」

理理子「お姉さま、柿元さんお元気そうでよかったですわね」

ベロニカ「うん、なんだかちょっと精悍な感じになってたねー」

柿元「（少し改まって）理理子さん、ベロニカさん、行ってまいります」

柿元は歩いて去っていく。

Ｍ：スパイの仕事に行くことを暗示するスパイものの曲

柿元「（歩きながら携帯に出る）モモ、モモ、ミスター・タイガー。お久しぶりでございます。先ほど、ミスターバンドから事情はうかがいました……はい、今から、早速、空軍基地へ向かいます……大丈夫です、国のエージェントを通してヘリを呼んでおりますから……」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











四十八「ダブルオー・ダイアナ」



○　48-1.　空中・柿元の操縦する飛行機の機内

Ｍ：軽快なスパイのテーマ

柿元は*-1戦闘機を操縦して、敵の戦闘機（二機）の迎撃を試みている。（味方の戦闘機は四機）

ＳＥ：戦闘機が飛び交う音、コックピット内の音（コックピットから聞こえる外の音）、スピーカーから電子音（味方からの信号、味方と交信している音）

以下柿元の声は、マスク越しの声

柿元「ラジャー、ミスター・バンド。十時の方向に機影」

ＳＥ：電子音

柿元「ラジャー。こちらは私が引き受けます。ミスター・クリムキンは、救援物資の投下をお願いします」

ＳＥ：電子音

柿元「ラジャー。投下した救援物資を破壊されないよう、くれぐれも気をつけてください」

ＳＥ：電子音

柿元「ラジャー。子供たちが待ってますからね。頑張って」

ＳＥ：電子音

ＳＥ：（以下１５秒くらい続く）戦闘機が飛び交う音

突然柿元のコックピットで、警戒の電子音が鳴り出す。

ＳＥ：戦闘機が飛び交う音

柿元「や、やばい」

ＳＥ：戦闘機が飛び交う音

柿元「しまった、後ろを取られた。本当にやばい。やばい」

ＳＥ：けたたましい警報音

柿元「ロ、ロックオンされる。だ、脱出しなきゃ……」

ＳＥ：背後でシュシュシュシュとマシンガンの音、爆発音

警報音が止む。

ＳＥ：ウィーンと迎撃された戦闘機が落ちていく音

柿元「ひー、間一髪。でも、誰が？」

ＳＥ：戦闘機が柿元のそばをすり抜ける音

柿元「タ、タイガー」

ＳＥ：電子音

柿元「恩に着ます。ラジャー。敵さんもうまく脱出したようですね」

ＳＥ：電子音

柿元「ラジャー、では、あの一機は私めがしとめます」

ＳＥ：柿元の戦闘機が急上昇するような音

ミサイルのボタンのカバーをはずす音

柿元「悪く思わないでくださいねー。（機体を調整しながら、狙いをつけている）動くなー、動くなー、そのまま、そのまま、よ、よし、ロックオン……脱出確認。ファイアー」

ＳＥ：ミサイルが柿元の戦闘機から発射される音

迎撃、ウィーンと迎撃された戦闘機が落ちていく音

柿元「よし。うーんっと、よ、よし。敵さんもうまく脱出しているな。殺さずに済んだ」

ＳＥ：電子音

柿元「サンキュウ。ミスター・タイガー、ミスター・バンド」

ＳＥ：電子音

柿元「ああ、ミスター・クリムキンも無事に。救援物資も」

ＳＥ：電子音

柿元「では、帰りますか？」

ＳＥ：電子音

柿元「ラジャー、ラジャー。ガウワー・ストリートの例のパブで」

ＳＥ：戦闘機、四機が急転回しながら飛び去っていく音

Ｍ：スパイのテーマ

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











四十九「ふ、ふ、ふにょー……」



○　49-1.　 ロンドン郊外・夜

ＳＥ：終始、車の通る音    

ベロニカ、柿元、理理子、真理子、バンド、モロ、クリムキンがパブの外で別れている。ベロニカたちは、十メートルほど離れたバンドたちに声をかけている。

柿元「ウエル、グッナイ、ミスター・バンド、ミスター・モロ、ミスター・クリムキン」

ベロニカ「グッナーイ。ジェイムズ、ナポレオン、イリヤ」

真理子「バイ、バァーイ」

ベロニカ「はー、楽しかったー。やっぱり、パブは最高」

柿元「本当でございますね。おいしいビールに、楽しい話。私大好きでございます、はい」

ベロニカ「そ、れ、にー、真理子、イギリスについて早々、ラッキーだったねー」

真理子「何が？」

ベロニカ「だって、あなた三人にもてもてだったじゃないの。三人とも、あなたに一目惚れって感じだったよ」

真理子「英国紳士の社交辞令よ。（同意を求めて）ねえ、柿元さん」

柿元「ミスター・バンドとミスター・モロに関しては。でも、うーん……ミスター・クリムキンは本気かも」

ベロニカ「おー、おー、ヒューヒュー」

真理子「もう、やめなさいよー」

ベロニカ「あれ、どうした、理理子？」

理理子「は、はい……」

真理子「どうしたの？」

理理子「（躊躇して）お姉さま、あのですね……」

ベロニカ「どうした？」

理理子「昔……私達の修業時代に……」

ベロニカ「太極拳の？」

理理子「はい」

ベロニカ「修業時代に何かあった？」

理理子「思い出しませんか？　私達が陳先生のもとで修行していたとき、一度……モロさんとクリムキンさん……一週間ほど……」

ベロニカ「あー、なんかいたねー、陳先生に短期で弟子入りしてた外国人。え？　あれって、あの二人だったの？」

柿元（Ｍ）「え、や、やばい。スパイってことがバレちゃう」

理理子「えー、たぶん……」

ベロニカ「なーんだ、そうなのかー。あはは、あの二人が来てた一週間は、なぜか私もあなたも暇出されちゃって、博多で思いっきり遊んでたよね」

真理子「まあ、そんなことがあったの……」

柿元（Ｍ）「ＭＩ７（エムアイセブン）の武道コーチがベロニカさんたちのお師匠さんだったとは。困ったあー」

ベロニカ「あの二人も太極拳好きなんだー。へーっ……あれ？　理理子、どうしたの？」

理理子「私、陳先生から聞いたことがあるのです。あのお二人の本当の……」

ベロニカ「へ？」

理理子「本当の正体を……柿元さん」

柿元「は、は、はい」

理理子「柿元さん、先ほど、あの三人とは仕事仲間っておっしゃってましたけど」

柿元「は、はい」

柿元（Ｍ）「絶体絶命かもー」

理理子柿元さんって、一体……

ＳＥ：車が勢いよく走ってくる音

ベロニカ「え、え？」

柿元「ベロニカさん、真理子さん！あぶない」

ベロニカ「（よけながら）よいしょ」

(同時に) 

真理子「あ！」

ベロニカ「真理子！」

理理子「真理子さん！　よけて！」

ベロニカ「あ、柿元さん！」

ＳＥ：柿元が走る音

柿元「（飛びながら）ふ、ふ、ふにょー」

ＳＥ：車の急ブレーキ音、車が柿元をはねる音、車が止まったままアイドリング音

理理子・ベロニカ「柿元さん」

理理子「真理子さん」

真理子「大丈夫。大丈夫」

ベロニカ「柿元さん」

理理子「大変。救急車。救急車」

真理子「柿元さん」

ベロニカ「（しばらく言い続ける）柿元さん……柿元さん……」

ＳＥ：車が走り去る音

真理子「あ！」

理理子「ひき逃げ？　ナンバー！」

真理子「大丈夫覚えた」

ベロニカ「柿元さん、柿元さん……（エコー）柿元さーん」

（終わり）











五十「スパイだらけ」



○　49-1.　ロンドン市内の病院

ＳＥ：終始、心拍の電子音

マスクをかけた柿元の呼吸音が規則的に聞こえている。

ＳＥ：病室のドアが開く音

（※以下のやりとりは、柿元が危篤であるので、静に。また、どれも、真面目な会話としてやりとりをする）

ベロニカ「あ、真理子、理理子」

真理子「どう、柿元さんの様子は？」

ベロニカ「意識がまだ戻らない」

真理子「そう……」

ベロニカ「大使館の方は？」

真理子「なんとか」

ベロニカ「じゃあ……」

理理子「はい、間違いございません。やはり柿元さんは、諜報部員ですわ」

ベロニカ「そうなんだ……でも、よく教えてくれたね」

真理子「理理ちゃんの言ったように、一筋縄じゃいかなかったけど」

ベロニカ「一体、どうやって、聞き出したの？」

理理子「実際は、大使館からの情報ではございませんの」

ベロニカ「え？」

真理子「大使館の外で私達に声をかけてくださった日本人がいらっしゃってね」

ベロニカ「日本人？」

理理子「なんでも、その方、死後の世界のご専門らしくて、夕べ、霊界で話した柿元さんから私達に伝言を預かってきたということで」

ベロニカ「は、はあ？」

真理子「そういう背景なんてどうでもいいことなの、ベロニカ」

ベロニカ「は、はい……（やっぱりわからず）はい？」

理理子「要するに、わけのわからないことを言う日本人の体（てい）で真実を教えてくださったのですわ」

ベロニカ「なるほど。なるほど？……なるほど」

真理子「タイガーと名乗るその日本人が言うにはね、柿元さんはエア・フォースのパイロット……」

ベロニカ「パ、パ、パイロット？　空軍の？」

理理子「タイガーさんのチーム所属で、かなり有能なパイロットのようですわ」

ベロニカ「そのタイガーって一体……霊界って言われてもねえ……信用できるの？」

理理子「お姉さま、わたくしも最初は半信半疑でしたが、やはり彼の言うことは真実かと」

ベロニカ「えー、だってさあ、柿元さんがスパイで、空軍のパイロットだなんてさあ……わけわかんないよ」

理理子「タイガーさん、陳先生のご親友だそうで……」

ベロニカ「（かなり驚いて）え？」

理理子「わたくし、タイガーさんの目の前で、陳先生に電話しましたの。そうしたら……」

ベロニカ「（あきらめたように）ふー……わかったよ。陳が言うなら……」

真理子「ベロニカ、大丈夫、あなた？」

ベロニカ「う、うん……事情はどうでもいいや。今はとにかく無事に柿元さんの意識がもどってほしいだけ」

理理子「ダイアナさんですわ、お姉さま」

ベロニカ「え？」

理理子「柿元さんのコードネームですわ」

ベロニカ「そうだったんだ。あれってコードネーム……でもなぜ女性の名前なんかを？」

真理子「ハーミオーナさんのコードネームだったそうよ」

ベロニカ「え？　ハーミオーナもスパイだったの？」

真理子「そういうことになるわね」

ベロニカ「もう、何がなんだか」

理理子「柿元さん、実際は私たちとハーミオーナさんとのこともご存知だったのかもしれませんわね」

ベロニカ「そうかもねえ」

理理子「お姉さま、もう一つございますわ」

ベロニカ「（ため息）はあー、なあに？」

理理子「今はもう引退されているのですが、陳先生も日本へいらっしゃる前はタイガーさんと……」

ベロニカ「ゲー、陳もー？　私たちのまわりスパイだらけじゃない」

理理子「そういうことになりますわね」

ベロニカ「あー、ひょっとして吟泉も？」

真理子・理理子         「それはない！」

（終わり）











五十一「募集広告」



○　51-1.　 ロンドン・常磐理理子のフラット

ベロニカが新聞を読んでいる。

ベロニカ「うーん」

理理子「どうなさいました、お姉さま？　新聞に何か？」

ベロニカ「これよこれ、ここ読んでよ」

理理子「えーっと、なになに……ま、まあ、こんなことって……本当ですの、これ？　新聞社のいたずらかなにかでは？……」

ベロニカ「違うんだなあ、それが」

理理子「でも、秘密情報部が、新聞で求人などと……」

ベロニカ「考えてみれば、立派な職業だからね」

理理子「それはそうですが……」

ベロニカ「でさあ、理理子」

理理子「みなまで言わないでくださいまし。お姉さまの横には理理子あり。私も応募いたしますわ」

ベロニカ「ええ？　ええー？。賛成してくれるの？」

理理子「もちろんですわ、お姉さま。柿元さんが取り組まれているミッションが、子供たちのためだとわかった以上、わたくしとて指を咥えて見ているつもりはございませんでしたもの。それに……」

ベロニカ「それに？」

理理子「これは、ハーミオーナさんのご意思でもあったのかと……」

ベロニカ「うん、そうだね。きっとそうだ」

理理子「で？応募のためには何をすればいいのやら。ちょっと拝見。（カサカサと新聞紙の音）うーん、あ、あら……（冷静に）応募資格で問題が生じますわねえ」

ベロニカ「（驚いて）え？　うそおー」

理理子「応募資格に、国の在住期間が指定されております。ほらここに」

ベロニカ「あちゃー。じゃあだめなのかい？」

理理子「ご心配なく。ちょっと失礼して一本電話をば」

ＳＥ：携帯電話をかける音

ベロニカ「誰に？」

理理子「あー、もしもし、陳先生でいらっしゃいますか？　理理子でございます。すみません、連日のお電話で。え？　あら……うっかりしておりましたわ。お休みの所申し訳ございません。実はわたくしたち、ちょっと先生にお願いがございまして……」

Ｍ：ジングル

ｘ　　　　　ｘ　　　　　ｘ

ＳＥ：携帯電話のフラップを閉じる音

理理子「とまあ、こんな段取りですわ。お姉さま」

ベロニカ「なるほどねえ、陳を通じてタイガーに頼んでみるかあ」

理理子「それでもダメなようでしたら、わたくしたち、武術指導の名目ででもはいりこめますわよ、きっと」

Ｍ：エンディング曲

理理子「それより問題は……」

ベロニカ「真理子だよねえ」

理理子「ええ、こちらは、ちょっとごまかしようがございませんし……」

ベロニカ「あーあー、こえーなあ……こえーなあ……」

理理子「あたってくだけろ、ですわ、お姉さま」

ベロニカ「くだけるくらいですめばいいが……怒ったら、ほんとーにこえーからなー。真理子と比べたら、鬼とか悪魔とか、かわいいもんなんだよ。小さい頃さあ……」

（Ｆ・Ｏ）

（終わり）











五十二「あなたが私にお願いするときは」



○　52-1.　ロンドン・常磐理理子のフラット

真理子「（考えるように）うーん……」

ＳＥ：時計の秒針の音（５秒）

ベロニカ「いか、いか、いか……」

理理子「い、かがなものでしょう、とおっしゃっております」

真理子「（考えるように）うーん……」

ＳＥ：時計の秒針の音（５秒）

真理子「うーん……うん？」

ベロニカ「おこ、おこ、おこ……」

理理子「怒らないでください、とおっしゃております」

真理子「怒ったりしないわよー。バカね」

ベロニカ「ほん、ほん、ほん……」

真理子「本当よ。柿元さんがあの状態だし、じっとしてられないのは私にもわかります」

理理子「真理子さん。お姉さまのことは、私が命に代えてでもお守りいたしますゆえ」

真理子「うん、うん。理理ちゃん、わかってる。ま、大体、あなたたち二人とも、ワンダーウーマンのようなものだからね。水爆でも落とされない限り、大丈夫でしょうけど」

ベロニカ「あは、あは、あはは」

理理子「お姉さまが暴走しないように、きっとこの常盤理理子が見守ってみせますゆえ。なにとぞ……」

真理子「わかった」

ベロニカ・理理子「え？」

真理子「わかりました」

ベロニカ「ほんと？」

真理子「ほんと。（手帳のページをめくりながら）あなたのスケジュール調整も、なんとか日本帰ってからやってみるから」

ベロニカ「ありがとう」

真理子「（手帳のページをめくりながら）えーっとベジタリアン料理の原稿は一年分理理ちゃんからもらってるからこれはオッケーと……」

ベロニカ「え？」

理理子「すみません、出すぎたまねを」

ベロニカ「（うれしそうに）いやあ、理理子、いいんだよー。すまないねえ」

真理子「（ページをめくりながら）こんなズルはあまり好きではないけれど」

ベロニカ「は、はい」

真理子「（ページをめくりながら）今回はしかたない。でも、他の仕事で私がまわすものはちゃんとこなすんだよ。いいわね。あ、それから、美津子先生との仕事もね」

ベロニカ「はい」

真理子「（手帳をポンとたたんで）あ、ベロニカ、覚えてる？」

ベロニカ「（疑いながら）えーと、なんでしょうか？」

真理子「あなたが私にお願いするときは、なんて言うんだったかなー？　覚えてるかなー？」

ベロニカ「え、ええ？……あれは子供の頃の……」

真理子「あ、そう。じゃあ、今の話はナシということで」

ベロニカ「あ、それ、それはちょっと」

真理子「じゃあ言いなさい。ほら。ね、理理ちゃんも聞いていて。めったに聴けないから」

理理子「なんでしょう」

真理子「ほら」

ベロニカ「おねえちゃん……」

理理子「（小声で）まあ、かわいらしい」

真理子「えー、きこえなーい」

ベロニカ「おねえちゃん」

真理子「えー、私はあなたのなんだってー？」

ベロニカ「大好きなおねえちゃん、どうかよろしくお願いします」

真理子「そうそう。これからもよき妹であるように。よいな」

ベロニカ「はーい……あー、築いてきたものが崩れ去った」

理理子「とても可憐でしたわ、お姉さま」

（Ｍ）ベロニカのテーマ

理理子「ということで、はい、では、お姉さま。みなさんにご挨拶を。こちらのマイクをどうぞ」

ＳＥ：マイクのハウリング音。ポンポンとたたく音

ベロニカ「了解。えー、みなさま、一年間　『私はベロニカ』をお聴きくださりありがとうございました。いやあ、この一年、色々ありましたねー。笑いあり、涙……ってあったっけ？　あはは。とにかく、色々ありました。えー、で、この前あんな事故がおこっちゃって、ご存知のように柿元さん、現在昏睡状態です。あー、柿元さん……どうなっちゃうんだろ？　お医者さんはきっと意識を取り戻すっておっしゃっているんですけどねー」

理理子「お姉さま、しっかり！」

真理子「ベロニカ！」

ベロニカ「はい！　ってことで、次週からは、『私はベロニカ』第二部スパイ編をお送りいたします。柿元さんが関わっているミッションをコンプリートするべく、理理子と私がスパイ活動をしちゃうんですねー。あ、もちろん、モデルもねー。霊界からの使者タイガーさん、鬼教官陽子など、新キャラクターも登場します。好ご期待！　楽しみに待っていてね。ではでは、また来週……あ、ちょっとだけ、スパイ編から」

スパイ編の一部を流れて、スパイ編の予告音声。

（終わり）
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